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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　演技力がおありですか









「御参列の皆みな様さま──」

　と、瞼まぶたを真っ赤に泣き腫はらしたカツヤ・タイラーが、開口一番に言った。

「本日は、亡ち父ちのため、御ご多た忙ぼうの折、遠路はるばるお越こしくださって誠まことに……」

　そこで声を詰つまらせる。わざとらしさは微み塵じんもなかった。彼にしてみれば一世一代、迫はく真しんの名演技だ。

「誠に……ありがとうございました。さぞかし亡父も安らかに、と言いたいところではございますが──」

　ここでぐっと、天を仰あおぐ。

『いいぞカツヤ！　その調子だ』

　と、彼は自分で自分を褒ほめてやりたい気になった。

「私共は……どうしても……どうしても……奴やつらを赦ゆるすことができませんッ!!」

　そこで顔を背そむけてしまったのは、感極きわまってではなく、実はこみ上げてくる笑いを抑おさえることができなかったからである。が、それで参列者の大半は目め頭がしらを押おさえた。斎さい場じようのあちらこちらで、啜すすり泣きが漏もれた。

「あいつめ、役者としての天分はあるな」

　と、棺ひつぎの中で独り息を殺してにやりとしているのは、誰だれあろう当の『亡父』である。

「やはりあいつにこの大役を押し付けた、この僕ぼくの目に狂くるいはなかった……」

　古こ希きを過ぎて『僕』という一いち人にん称しようも妙みようなものではあるが、やはりジャスティ・ウエキ・タイラーが自分を語るとなれば『私』でもなく『儂わし』でもなく、まして『俺おれ』などではなく『僕』がいちばんしっくりくる。彼は永遠の『僕』である。

　カツヤの熱演を棺かん桶おけの中で聞くのは楽しいが、やはり死んだふりを何時間も続けるのは苦痛である。そして、この面おも白しろさを誰とも共有できないということには、辛つらいものがある。タイラーはすぐにでも、いつもの調子で、

「ヤッ、ド～モ!!」

　と、棺の蓋ふたを開け、出て行きたい自分を必死の想おもいで堪こらえていたのである。

　これがドッキリカメラなら、それでいい。しかし、今彼が息子むすこと結けつ託たくしてやろうとしている遠大な計画のためには、それでは駄だ目めなのだ。

「僕の性しよう分ぶんでは棺桶の中での死んだふりは、三時間が限度だな……」

　それがわかっただけでも、貴重な経験だった。

「それ以上になると、本当に死んでしまったような気になる。それに、こんな暗くて狭せまいところ……。まだまだ本当には、死にたくないねえ……」

　まあそれが、大おお芝しば居いで銀河をたぶらかす、代だい償しようといったところでもあろうか。

「それにしてもカツヤもさすがは僕の息子だ」

　と、老タイラーは妙に安心もしていた。

「あれだけのコンタクトで、見事に僕の意図を汲くみ取ってくれた……。そろそろタイラー家のことはあいつに任せても、大だい丈じよう夫ぶだな。宇宙のこととなると、まだまだだが……」

「私は、私は……父を殺した彼らに対し、到とう底てい寛かん大だいにはなれないのです。みなさん。どうか、この僕に、御力を貸してください。黒い天使どもを、倒たおすための……力を……」

「貸す」

　と、静かに低く、呟つぶやくように答えたのは、参列の最後方近くにいた黒衣の男である。参列者は全員黒衣だが、彼の場合は日ひ頃ごろから黒衣で通しているので、余よ人じんとは様になりようがひと味もふた味も違ちがう。

　彼も老人であった。緋あかい髪かみの毛にもさすがに白い物が混じり始めていたが──ラアルゴン人は老いると髪の毛が紅白という、非常にめでたい状態となる。禿はげなければの話だが──矍かく鑠しやくという陳ちん腐ぷな表現が不適切に思えるほどに壮そう健けんだった。そこいらの若者が百人束になっても敵かなわぬ程ほどの威い厳げんと風格があった。

　若い頃は筋肉質だったが、今は幾いく分ぶん肉が落ちて瘦そう身しん長ちよう軀くである。しかし、その敏びん捷しようさと膂りよ力りよくに於おいては、全盛期と較くらべてもそう遜そん色しよくはなかった。生しよう涯がいを武人として全うした漢おとこであった。同時に独身主義も全うする筈はずであったのだが、こちらの方は『志半ば』にして、挫ざ折せつしてしまった。

「貸さずにはおかぬ……。しかし、まさかこの俺が、タイラーめの葬そう列れつを見送ることになろうとはな、順番と強運の度合いとにおいて、俺が先だと疑いもしなかったが……」

　皮肉の極きよく致ちである。しかしまあ、本当の『順番』は彼の予想通りになるので、勘かん弁べんして貰もらうしかない。

　ル・バラバ・ドムはこの歳としになっても、タイラーの計略には引っ掛かかってばかりいる。やはり生涯の『天敵』であった。後にタイラーの無事を知って、彼は激げき怒どすることになるのだが──。

「私めでさえこれほど哀かなしいのですから、陛下は、さぞ……」

　そう言って、傍かたわらにいる生涯の主君を仰あおいだ。

「早い……」

　と、彼女は言った。

「早すぎるぞパコパコよ……。朕ちんはまさかこれほど早う、そちを永えい代たい万ばん星せい侯こうに封ほうじ、銀ぎん河が太たい平へい君くんと諡おくりなすることになろうとは……夢にも……」

　皇こう帝ていアザリンは少女のように嗚お咽えつしていた。いかに銀河に三み度たびの平和を甦よみがえらせるためとはいえ、彼女を泣かせた罪は重い。

「何な故ぜじゃ、何故じゃ、パコパコ……」

　しかし、そんな彼女のしめやかな涙なみだも、

「うぉ～ッ！　なッ、なぜだァ────!?」

　という絶ぜつ叫きようが搔かき消してしまった。最前列からの、叫さけび声であった。

「タイラーくゎっかァ────ッ!!」

　言わずと知れた、声の主。

　カツヤの名演技が霞かすむほどの、魂たましいの絶叫である。

「ヤマモトの伯お父じさんがいることを、忘れていたか……」

　と、カツヤはちょっとだけ舌打ちした。最初から彼の『泣き』を計算に入れておけば、迫はく真しんの名演技など必要なかったのだ。むしろカツヤは、淡たん々たんと一見冷静に、事を運ぶべきであったろう。その方が、静と動きとの対比が引き立ち、より劇的になったはずだ。

『ま、その分こっちはボロが出ずに、助かるけどな』

　とカツヤ。泣きのパートは、マコト・ヤマモト退たい役えき元げん帥すいに任せることにした。

『しかし、興奮の余り、棺ひつぎの蓋ふたを開けられたりしたらまずいな……』

　と、危き惧ぐしてもみる。ヤマモトならそれくらいのことはやりかねない。まして、涙と洟はなとに塗まみれた顔で『遺体』に頰ほお擦ずりでもされた日には、タイラーも気の毒である。否いや、気の毒なだけではなく、『遺体』であり続けることにも支障を来きたすであろう。そうなっては折角の迫真の演技が水すい泡ほうに帰してしまう。

「兄貴、狼ろう狽ばいしてるわ」

　と、喪も服ふくのノリカがくすっと笑った。さすがに勘かんのいい彼女は、兄と父との結けつ託たくを看かん破ぱしていた。

「いつ気付いた？」

　と、そんな彼女に歳としの離はなれた姉が尋たずねる。

「式の始まる、直前からかな」

　とノリカ。

「カツヤ、何か企たくらんでいる時には、ああいう一見神しん妙みような表か情おになるのよね。本当に哀かなしい時には、むしろ努めて明るく振ふる舞まうはずよ」















「さすがね……と言いたいところだけど、あたしは通つ夜やの時からわかってたね」

　とキサラ。さすがに往年の暗黒太陽小町。一枚上手である。

「カツヤの奴やつ、タイラー家の女を少々見み縊くびったね。知っているのは自分だけと思っていやがる。後でどんなお仕置をしてやろうかな……」

　と、手ぐすね引いて待ち受けているとも知らず、壇だん上じようの喪主カツヤは、

「お願いです。僕に父の仇かたきを討うたせてください！　漢おとこカツヤ・ウエキ・タイラー・ジュニア、一生のお願いです!!」

　と叫さけぶ。

「選挙に出る訳じゃあるまいし……」

　とキサラ。

「まるで二世議員の言い種ぐさだね。ウチは泥どろ棒ぼうと政治家だけは出したことがないのが自じ慢まんなのに──」

「父さんは両方、やったじゃない」

　とノリカ。声は弾はずんでいるのだが、状じよう況きようが状況だけに神妙な顔を続けなければいけないのが姉し妹まいにとっても苦痛であった。

「父さんは銀河を盗ぬすんだし、大統領にもなった……。すぐやめちゃったけど」

「銀河は盗んだんじゃなくて貰もらったの！　それに、無選挙で大統領になったのが母さんには自慢みたいよ。有権者に頭を下げるなんて恥はずかしい真ま似ねだけは、カツヤにやって欲ほしくなかったなあ……」

「それにしても兄貴、あの表か情おを作るのに、目薬何本使ったのかなあ……」

「きっと催さい涙るい剤ざいでも、ドクター・キタグチに調合して貰ったんでしょ」

　鋭するどい。

「あとでホントに、泣かしてやるからな」

　指をポキポキと鳴らす、キサラ。

「およしなさい、二人とも」

　母であるユリコが、静かに二人を咎とがめた。

「万が一参列者の皆みな様さまに気け取どられるようなことにでもなったら、お父さんの大おお芝しば居いが無む駄だになりますよ」

「わかってるけど……」

　と、不満そうにキサラ。

「母さんは、いつから気付いてた？」

「最初から」

　と、動じることなくユリコは小声で囁ささやいた。

「お父さんが七十かそこらで、死ぬはずないでしょう？」

　微み塵じんも疑うことなく、そう信じているのだ。やはりこの母は強い。強過ぎる！

「でも悔くやしいじゃない」

　とノリカ。

「身内まで騙だまそうとした、父さんの計略に乗ってやるなんてさ。母さんは、そんなの赦ゆるしちゃって平気なの？」

「赦しません」

　と、穏おだやかな笑え顔がおは崩くずすことなく、ニコニコしたままでユリコは言った。

「罰ばつとして、相応の恐きよう怖ふは味わって頂きます。お父さんにも、カツヤにも……」

　この母は怖こわい。

　キサラもノリカも、笑顔の母の恐おそろしさを知り過ぎるくらいに知っていたから、それ以上は何も言わず、あとは哀かなしみの演技に没ぼつ頭とうした。

「みなさん」

　と、カツヤが挨あい拶さつを終えると、喪も服ふく、それも和服のユリコは立ち上がり、静かに言った。

「最後にもう一度だけ、ジャスティ・ウエキ・タイラーの顔を見てあげてください」

　棺かん桶おけの、顔の部分だけ蝶ちよう番つがいが開けられた。

「まあまあ、なんて……」

　と、和なごやかに微笑ほほえむユリコ。傍はた目めにはその笑顔は、あたかも大きな哀しみの余り心の平へい衡こうを失ってしまい、笑顔に退行したかのように映る。それもまた、参列者の涙なみだを誘さそった。

「死んだふりがお上手なんでしょう」

　だれもその『死に顔』をまともには見られなかったが、よくよく注意してみれば、タイラーの尋じん常じようではない冷ひや汗あせに気付いたはずである。

「そうなってまで、悪わる巧だくみをしていらっしゃるのね。あなた……」

　淡々たんたんと、微笑みを絶やさぬユリコ。その言葉に誰よりも背筋の凍こおり付く想おもいをさせられたのは、カツヤだったかも知れない。

「ジャスティ……」

　と、ユリコはタイラーの顔に自分の顔を近付け、一段と微笑みながら、言った。

「わたくしを謀たばかろうだなんて、五十八年ほど、早かったですわね」

　ジャスティ・ウエキ・タイラーはこの後きっかり五十八年、百三十歳さいまで生きた。しかし、未亡人となったユリコが天てん寿じゆを全うしたのは、それよりさらに十五年後だった。

「罰ばつとして、本当に死んで頂きます」

　そう言って、パタンと蝶番を閉じてしまった。

「最後のお別れは、宜よろしいでしょうか？」

　と、待ち構えていた連中が、ユリコに目配せした。

　コジロー・サカイ、キム、ユーミとエィミィの姉妹、ヤスダ、ヒラガー、ザンギエフといったひと癖くせもふた癖もある連中であった。手に手に釘くぎと、金かな槌づちを持っている。

「ええ」

　微笑みつつ、頷うなずくユリコ。

「想いを引き摺ずるよりも、さっぱりと送って差し上げたいですわ。その方があの人も喜ぶでしょう……。さあ、ひと想いに！」

　実は彼ら『側近』は、事前にタイラーの計略を察知していた。例外はヤマモトくらいのものである。それを承知で、敢あえてユリコに荷か担たんしていたのである。それを知らなかったのは、当のタイラーとカツヤのみ──!!

「うぉっしゃ！」

　喜々として、棺かん桶おけの蓋ふたを釘付けにかかるタイラーファミリー。むろん、この場合のファミリーとは、単なるタイラー家の人々だけにとどまらない。彼と苦楽を共にした仲間たちである。

「束つかの間とはいえ、俺たちを心底哀かなしませた罪は大きいですよ、閣下！」

　トンテンカントンテンカンと、かまびすしく釘を打ち付ける音に、カツヤがさっと蒼あおざめた。

「あ──!!」

　正直、これは予想していなかった。遺体はこうなるのが当然というのに──。

「ちょ、ちょっと待って……」

　棺桶の中からも何やら抗こう議ぎの叫さけびが上がっていたが、あっさりと無視された。金槌の音に搔かき消されてしまう。

「何か聞こえたような……」

　ニヤニヤしながら、サカイが言った。

「そいつは耳鳴りというやつでしょうな、サカイ准じゆん将しよう閣かつ下か……」

　と微笑ほほえみながらヤスダ。

「私も最近は寄る年波のせいかめっきり耳が遠くなりましてな……。ドクター・キタグチに、人工鼓こ膜まくに取り替かえて貰もらおうかと思っておるところですよ」

「はっはっは。お互たがい耄もう碌ろくしましたな」

「なになに、生きていればこそですよ。長生きがいちばん……。それにしても、よく喋しやべる遺体ですな……」

「まったく……」

「ま、待ってくれ！」

　と、狼ろう狽ばいするカツヤ。顔面蒼そう白はくなのを通り越こして、紙のような顔色である。

「ちょっと……待ってくれ！」

「さあ、早く燃やしてしまいましょう」

　と、ユリコが紐ひもを引くと祭さい壇だんが倒たおれ、そこにあかあかと燃え盛さかる溶よう鉱こう炉ろのような焼しよう却きやく炉ろが現れた。

「手間のかからないのが、この斎さい場じようのいいところね」

　と、相変わらずの微笑みを崩くずさないユリコ。

　カツヤはこの母の、本当の恐おそろしさを今知った。

「ま、待ってくれ～！」

　ついに叫ぶカツヤ。

「親父おやじはまだ死しんじゃいねえ」

　絶ぜつ叫きようである。

「焼かないでくれ～ッ！」

「憐あわれよのう、ドム」

　と、アザリンがハンカチでそっと涙なみだを拭ぬぐった。

「パコパコの息子むすこは、父の死を認めとうはないらしい……。錯さく乱らんしておるぞ」

「身につまされまする、陛下……」

　と、恭うやうやしく畏かしこまるル・バラバ・ドム。

「私めも、カツヤの心境は痛い程ほど……」

　完かん璧ぺきに勘かん違ちがいしている二人であった。

「本当なんだ！」

　とカツヤ。

「焼くな!!　せめて霊れい柩きゆう車しやに！」

　だが、釘くぎを打ち終わった棺かん桶おけは、今まさに業ごう火かの中に──。

「親父は生きてるぞ～ッ！」

「そうだ、その通りだ！」

　と、間の悪いことにヤマモトが、同じように棺ひつぎに縋すがりつきながら叫さけぶ。

「タイラー閣下は、まだ生きている。我々の、心の中に……」

「だから、そうじゃなくて……」

　本当に錯乱するカツヤ。

「お、俺が悪かった……。もうしません！　だから、だから、焼かないで……」

「兄貴」

　ポンと、ノリカがその肩かたを叩たたいた。

「これでわかったでしょ。もうあたしたちをたばかろうなんて、思っちゃだめよ」

「はい……」

「はい……」

　ふたつの声が同時に言った。ひとつは棺桶の中からの、くぐもった声だった。

「気が変わりました」

　と、ユリコ。

「やっぱり、きちんと霊柩車で専用の火か葬そう場ばに運んでからに致いたしますわ。火葬は、身内だけでひっそりと致しとうございます。それが、故人の遺志でもございますから……」

「その通りだ！」

　と、棺桶の中から叫ぶ『故人』。当の本人がそう言っているのだから、これほど確かなことはない。

「早く親父おやじを……」

　と、小声で催さい促そくするカツヤ。棺ひつぎを乗せた台は、焼しよう却きやく炉ろの口に向けて、ゆっくりと傾かたむきつつあった。

「はいはい」

　と、笑え顔がおでもう一度、紐ひもを引いたユリコであったが、傾きは戻もどらない。

「あれ？　変ねえ……」

　呟つぶやきながら、今度は強く紐を引っ張る。

　プツンと音を立てて、紐は途と中ちゆうから切れた。

「あらあらあら……。まあ、どうしましょ？」

　微笑ほほえみつつも、冷ひや汗あせを浮うかべるユリコ。

「何か、非常にまずい事態のような気が……」

「そんな悠ゆう長ちような場合じゃない！」

　叫さけぶキサラ。

「止めろ！」

　慌あわてて棺かん桶おけに向かって走る、有志一同。

　が──、

　その彼らの目の前で、棺桶はゆっくりと、炎ほのおの中へ──。

「あ──────────ッ!!」

　ごくうちわ、十数人の絶ぜつ叫きよう。

「さらばじゃ、パコパコ……」

　未いまだ茶番の顚てん末まつを知らないアザリンはそっと、皇こう帝てい大礼装の袖そで口ぐちで涙なみだを拭ぬぐった。




「危ないところだったね……」

　とノリカ。

「親父も一命を取り止めて、本当によかった」

「こんなこともあろうかと、棺桶を特注の耐たい火か防熱構造にしておいたんだと。俺にも黙だまっているなんて、いかにも親父らしいぜ」

　ようやく人ひと心地ごこちの、カツヤである。

「軽い火傷やけどで済んで、よかったのか悪かったのか……。ともあれ、暫しばらくは病院でおとなしくしてもらおう。死体に歩き回られちゃ、こっちは迷めい惑わく以外の何物でもない」

「ごく少数以外には、父さんが生きているの、バレてないわよね」

「ああ。これで連中も、暫くは油断してくれるだろう。それとも、これ幸いと嵩かさにかかって攻せめて来るかな？」

　連中とは言うまでもなく、タイラーの命を表向き奪うばったブラック・セラフィムのことである。

「いつまで騙だませるかは、甚はなはだ疑問ね。よくて数週間、早ければ数日ってとこじゃない？」

「それだけ時間が稼かせげれば、充じゆう分ぶんだろう。その間にエドとケンは敵の中ちゆう枢すう部ぶに潜もぐり込めるし、こっちもいろいろと側面から援えん助じよできるってもんだ」

「それよりも、父さんが『殺された』ことで、世論は沸ふつ騰とうしているわ。ブラック・セラフィムを赦ゆるすなって……。ムードは追い風よ。これを利用しない手はないわね」

「俺の名演技が、功を奏したんだ」

「どうだか……。他人はともかく、あたしたちには見えミエだったわよ」

「そうか？」

「まったく兄貴ときた日には、悪い事ほど堂々としてやるんだから……」

「それでいいんだ。いい事はこそこそと、悪い事こそ堂々とやるべきなんだ。その逆の奴やつが多過ぎてな。そういう奴を、『悪人』と言う」

「じゃあ兄貴は、悪人ね」

「どうして？」

「父さんが死んだことにして、世論を煽あおるのは『いい事』だからよ」

「よし。そうなりゃついでに、世間の同情票を利用させて貰もらおう」

「どうする気？」

「親父おやじの『弔とむらい合戦』をやるんだ」

「どうやって？」

「艦かん隊たいを借りる」

　と、臆おく面めんもなくカツヤは言った。

「ヤマモト家の人たちに頼たのめば、今なら絶対貸してくれる！　一度艦隊を指揮してみたかったんだ」

「よく言うわ、士官学校中退が……」

　しかしノリカもそれは、うまい考えだと思った。

「あたしも同乗させてよね」

「おまえを連れて行くと、指揮官が事実上二人になっちまうからなあ……。エドかケンがいれば、意見が対立したときうまく潤じゆん滑かつ油ゆになってくれるんだが……」

「どうしてるんだろうね？　今頃」

「さあ……。あいつらのことだから、ヘマはしてないと思うけど……」

「不自然じゃなかったかしら？　祖父の『葬そう式しき』に孫が出席しなかったの」

「なにしろ親父にいちばん可か愛わいがられてたの、エドだからなあ……」

「まさか祖父を殺あやめたブラック・セラフィムに入信しただなんて、あの場で言えないしねえ……」

「二人に早く、繋つなぎを付けないとね」

「ああ。親父が死んだと思い込んでいるとしたら、気の毒だからな。早く安心させてやりたい」

「だけどさ、エドだってわかってるんじゃない？　父さんが、そう簡単に死ぬようなタマじゃないって。彼もタイラー家の人間よ」

「ま、な……」

「それに、エドでさえ欺あざむけるなら、ブラック・セラフィムだって親父が死んだと信じるでしょうよ。早晩気付くにしてもね」

「ふむ。エドには酷こくかも知れないが、このまま黙だまっておくという手もあるな」

「変に真相を伝えようとして、ブラック・セラフィムに知られたらまずいしね」

「確かに……」

「エドなら、絶望して馬ば鹿かな行動に走るなんてこともないでしょうし……」

「ケンも付いているしな。あいつが一いつ緒しよにいてくれると思えば心強いよ」

「あとは二人が、尻しつ尾ぽを出さないことを祈いのるのみよ」

「実はそれがいちばん心配なんだ、俺も──」

　腕うで組ぐみするカツヤ。

「エドは妙みように、正直でサバサバしたところがあるからなあ……。覚えてるか、ノリカ？」

「何を？」

「小学校の時、あいつが親父おやじの大事にしていた洋よう蘭らんの花を切ったことがあったろう」

「ああ、あったあった。確か、ネオデンドロビウム・パコパコニア……」

「そう。皇こう帝てい陛下から贈おくられた、親父の名前が付いた蘭だ」

　半ば隠いん居きよ状態の皇帝アザリンは、若い事からの動物好きに加えて、この頃では植物にも深い造ぞう詣けいと愛情とを示すようになっていた。最近は専もつぱら、宮きゆう廷ていの温室で蘭の栽さい培ばいと品種改良に明け暮れる日々である。ドッジボールほどもある球形の花を咲さかせるネオデンドロビウム・パコパコニアは、皇帝陛下会心の自信作であり、最初の鉢はちはその名の由来ともなったタイラーに下か賜しされた。彼女がいかにこの蘭を愛していたかが窺うかがえよう。むろん、同じことはタイラーに関しても言える。

　その大事な鉢を、九歳のエドが鋏はさみで根元からチョッキンしてしまった。

「あの時は、あの親父が怒ど髪はつ天を突つく勢いだったからなあ……」

　とカツヤ。

「俺にはとても、あの真ま似ねできねえ……」

　何より真っ先に疑われたのは、カツヤであった。日頃の行いが行いだった。

「許さんと、親父は言った。実際、エドが現れなかったら、俺は親父に鋏で頸けい動どう脈みやくをチョッキンされていただろう……」

　真顔で言うカツヤ。

　そこに現れたエドが、

「僕がやりました」

　と正直に、問われる前から白状したものだから、カツヤの首は繋つながった。今でも彼が、ロクでもないことを考えられるのは、ひとえにエドのお陰かげである。もっとも、彼を窮きゆう地ちに陥おとしいれたのもエドではあるが──。

「何な故ぜこんなことをしたんだね!?」

　と、語気荒あらく尋たずねるタイラーに、エドは悪びれもせず、あまつさえ胸を張ってこう言ってのけたのだ。

「はい。僕も将来おじいちゃんのような、立派な大統領になりたかったからです！」

　タイラーの表情は一いつ瞬しゆん険しくなった。

「ほう……。ではおまえはどんな時代を宇宙に築くのだ？」

　と、重ねて問うた。するとエドは間かん髪はつを入れず、

「はいっ！」

　と、元気よく叫さけんでこう答えた。

「エド時代です!!」

「ふふ……はははははっ！」

　その時のタイラーの馬ば鹿か笑いを、カツヤは一生忘れない。

「許す！」

　むろん、お咎とがめ一いつ切さいなしだった……。

「おそらく……」

　と、カツヤは韜とう晦かいする。

「俺が同じ対応をしていたら、きっと許して貰もらえなかっただろう。頸けい動どう脈みやく切断どころか、首までプランターに埋うめられて、サンシキヒトジゴクの肥料にされていたかも知れん……」

「さすがは自分を、よくわかっていらっしゃる」

　茶化すノリカ。

「確かにエドには、兄貴とは較くらぶるべくもない人徳というか愛あい嬌きようがあるもんね」

「しかしブラック・セラフィムが、親父おやじほど洒落しやれがわかる連中とは到とう底てい思えん。エドの人徳も、奴やつらには通用すまい。あの妙みような正直さが、裏目に出なければいいんだが──」

　そこに一いち抹まつの不安を感じる、カツヤであった。

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　とノリカが言った。

「ケンが付いているんだもの。あの子がどれほど巧うまく、エドをサポートするか知ってるでしょう」

「ああ」

　頷うなずくカツヤ。

「割れ鍋なべに閉じ蓋ぶた……じゃなかった寄せ鍋にポン酢ずという感じだからな、あの二人」

「うまい喩たとえね。じゃ、あたしたちは？」

「土手鍋に搔かき味み噌そ……」

「死ね！」

「とにかくエドは、我わがタイラー家のホープであるだけにとどまらず、銀河に必要な人材だ。蘭らんのエピソードで思い出したが、冗じよう談だんでなく奴は本当に大統領になるかも知れんぞ」

「実力でね」

　とノリカ。この場合の実力でとは『銀河全市民の総意に基もとづいて』という意味である。

「でも、そのためには長生きしなくちゃ」

「そのために、俺たちがいる」

　とカツヤは頷いた。

「エドが真の主役なら、俺は影かげの主役」

　カツヤには性しよう分ぶん的てきに、そっちの方が向いているし、サポートに徹てつする方が楽しい。

「あたしは闇やみの主役ね」

　とノリカ。

「さしずめケンは、裏の主役……」

「ケンが聞いたら怒おこるぞ。『どこが裏だ、どこが!?』って……」

「深く考えない」

　十年後の宇宙は、四人で牛ぎゆう耳じる肚はらだった。

　否いや、十年後と言わず二、三年後でも一向に構わない。

　だがそれには、取り敢あえず今日を生き抜ぬくことが先決だった。

　これがどうして、なかなかに難しい。たとえエドの才覚をもってしてもなお、である。














第二章　正直に生きてますか









「凡ぼん夫ふの読む、新聞だ」

　と、キムタークがその３Ｄホログラフ新聞を、テーブルの上に投げ出した。

「笑わせてくれる。『巨きよ星せい墜おつ』だそうだ。陳ちん腐ぷな見出しだ。紋もん切きり型の表現にせよ、もう少し何とか書き様があるだろうに……、なあ？」

　ジャスティ・ウエキ・タイラー暗殺さるの一面トップに、エドの心臓は凍こおり付いた。誇こ張ちようではない。しかし彼は自分でも褒ほめてやりたいほどの精神力で、その動どう揺ようを表か情おには出さず心の中だけに封ふうじ込めた。いまや彼の直属の上官であるオーファン・ラヤ・キムタークが、それとなく彼の顔色を窺うかがっているのを知っていたからである。

　試ためされている。

「この記事に関する、君の意見を聞きたい、プリンシパリティー・エド」

「取るに足らぬ記事です」

　と、エドは咄とつ嗟さに応こたえた。辛つらかった。

「凡夫どもが騒さわいでおるに過ぎません。凡夫の親玉が一いつ匹ぴき……くたばっただけのことです」

　内心の動転はおくびにも出さなかった……と思う。これ以上を要求されるのは酷こくだ。

「模も範はん的てきな解答だな」

　と、キムタークは満足の笑えみ。

「ヤーヴェに選ばれた者として、君の自覚は立派なものだ。わざわざ呼びつけたりして、すまなかった。他ほかにこれといった要件があった訳ではない。ただ何となく、君の考えを知りたかった。私は君に尋じん常じようではない興味があったのだ……。許せよ」

「いえ──」

　キムタークは執しつ務む室しつの椅い子すから立ち上がり、窓辺に歩み寄った。別に風光明めい媚びな景色が広がっている訳ではない。窓そ外とはただ漆しつ黒こくの宇宙空間である。十年眺ながめ続けたとしても、何の変化もない。

　しかしキムタークは、この殺さつ伐ばつとした風景をこよなく愛しているようだった。少なくともエドにはそう思えた。

「宇宙とは、清いものだ」

　と、キムターク。この若者の横顔が、一いつ瞬しゆん本当の天使に見えた。

「この宇宙を汚けがす凡夫は……赦ゆるさん！」

　確たる決意であった。

「私は、誓ちかったのだ」

　とキムターク。

「そこにいる同志カッツや、他の幹部たちと一いつ緒しよにな」

「はい」

　頷うなずくキムタークの腹心、カッツ・モリガン。

　いつも影かげのように、キムタークに付き従っている。尋常でない美少年である。

「同志エド」

「はい……」

「私たちは、あの光を見てしまったのだよ」

「あの光？」

「十三年前だ。惑わく星せいリガでな」

「あ──」

　エドは祖父を喪うしなった哀かなしみすら一瞬忘れた。

「では……リガの、惨さん劇げき……」

「当事者だよ」

　と、キムターク。横顔に深い陰いん影えいが浮うき出ていた。

「あの日、あの時、私は丘おかの上で遊んでいた……。カッツも一緒だった。私はその時八歳さいで、カッツは……」

「五歳でした」

　とカッツ。

「忘れません」

「私たち二人は、一瞬にして孤こ児じになった。還かえる家を、失ったのだ。街ごとな」

「そうだったのですか……」

　とエド。キムタークとカッツ、二人の間に、第三者には入り込めない心の連帯を感じるのはそのためだったのだ。無理もない。エドにはわかったような感想を述べる権利もない。

「私たちは見たのだよ。天空から、私たちのタウンに向けて伸のびる、青い光をな」

　ソーラーエネルギー伝導システムの暴走である。

「あれは……ジュピターの雷いかずちに見えた」

「家族を、家を、街を喪った私たちはその後、ヤーヴェに拾われ、育てられたのです」

　とカッツが言った。

「しかし、心の傷が癒いえることはありませんでした……」

　当然であろう。祖父一人を喪った──と思い込んでいる──エドがこれほど悲しいのだ。彼らの哀しみは察するに余りある。

「他の幹部連中も、概おおむねそうだ」

　キムタークは言った。

「三巨きよ頭とうも、ゴロン・イノセントも、カイ・マサヒコも、キヨシ・サナギも……。皆みな、リガの惨さん劇げきで孤児になったのだ。主だった幹部の中でそうでないのは、シン・カトリ、彼くらいなものだ」

「では連帯感も、強いのでしょうね」

「家族……兄弟のようなものだ」

　とキムターク。

「幼い頃ころから、なまじな兄弟よりも絆きずなは強かった。しかしその分、『兄弟喧げん嘩か』も熾し烈れつだったがね」

　皮肉っぽく自じ嘲ちようするキムターク。

「しかし、同じ哀かなしみを基き盤ばんとしている以上、繋つながりも深い……。同じ敵を憎にくむ」

「自分も……」

　と、エドは言った。

「その怒いかりには、共感を覚えます。ケンもです」

「同志ケンは逸いつ材ざいだ」

　キムタークは言った。

「特にヤーヴェは、彼を高く評価しておられる。容姿も卓たく拔ばつしているし、何より才覚もある。しかし──」

　不意にキムタークが、エドの耳に口を近付けた。

　カッツ・モリガンが一瞬、はっと息を呑のむ。それほど二人の距きよ離りは近付いた。

「同志エド。私は君の方をより高く、評価しているのだ」

　囁ささやくように言う。熱い息が耳みみ朶たぶにかかった。甘あまい。キムタークは香こう水すいの常用者だった。

「何な故ぜですか？」

　とエド。

「君に、私と同じ反逆の匂においを感じるからだ……」

「反逆？　滅めつ相そうもない。僕ぼくは忠誠を誓ちかいますよ」

　声が震ふるえていたかも知れない。

「誰だれにだ？」

　返答に詰つまるエド。

「私に誓え」

　キムタークの声もまた、小刻みに震えていた。カッツがエドを見ている。否いや、睨にらんでいた。キムタークからは見えないが、エドとはまともに目が合った。

「後こう悔かいはさせんぞ。たとえおまえが、我々の敵でもな」

「え、ええ……」

　内心を見み透すかされたかも知れないという畏おそれよりも、カッツの視線の方がエドには怖こわかった。

「考えさせてください……暫しばらく……」

　カッツから視線を逸そらしながら、エド。

「いいだろう」

　鷹おう揚ように頷うなずく、キムターク。

「あれこれ試ためすような真ま似ねをして、済まなかったな。合格だ。もう君を疑ったりはせぬ。これも性格なのだ。赦ゆるせよ」

　その用心深さが、キムタークをオーファンの階級ステージにまで押おし上げたと言っても過言ではあるまい。エドはその一いつ端たんを垣かい間ま見たような気がした。彼は敵だが、尊敬できる。















「下がってよろしい」

「安あん堵どしました。オーファン・キムターク」

「どう致いたしまして、我わが朋と友もよ」

　執しつ務む室しつを去るエドの背中を、カッツが鋭するどく睨み付ける。

「そう嫉しつ妬とするな、カッツ」

「しかし、あのような何ど処この馬の骨ともつかぬ輩やからに──」

「彼は使える」

　とキムターク。

「しかしおまえの嫉妬には値あたいせぬ。おまえは別格だ、カッツ」

「わかっておりますが、目の前でああいう風に遇ぐうされるのを見ると──」

「不服か？」

「いえ……」

「顔に出ているぞ。正直な奴やつめ」

「お赦ゆるしくださいませ。ですが、お戯たわむれもほどほどに……」

「二度とはせぬ」

「お約束下さいませ」

「ふ……。わかったわかった。戯ざれ事にもせぬ。安心したか」

「はい……」

　しかしカッツの表情は暗あん澹たんたるものだった。

『まだ甘あまいな、カッツ』

　カッツの円つぶらな瞳ひとみに宿る嫉妬の炎ほのおを確かく認にんすると、キムタークは満足の笑えみを漏もらした。ま、彼の狙ねらい通りにはなった訳だ。

『何のために私が、おまえの目の前で奴をああいう風に遇したと思う。別にエドはおまえの地位を脅おびやかしたりはしない。しかし、おまえにその危き惧ぐを抱いだかせることで、おまえに本気で、奴エドを監かん視しさせることができる』

　カッツはエドの地位を失しつ墜ついさせるために、彼に関するほんの少しのあらでも捜さがそうとするだろう。それこそがキムタークの狙いなのだった。

『確信した。奴はジャスティ・ウエキ・タイラー側のスパイだ。それも、彼にごく近しい者だ……』

　さすがにキムタークの眼力は確かであった。彼は僅わずかな動どう揺ようをも、見み逃のがさなかったのだ。

『しかし、それはそれとして、エドは使える……。ひょっとすると私の野望を達成するための、切り札にさえなり得る』

　それまでは、エドとケンとを子飼いの状態で泳がせておこうと、キムタークは思った。




「くそっ、なんでだ!?」

　エドはそんなキムタークの狙いを斟しん酌しやくする余よ裕ゆうすらなかった。彼はかつてない深い哀かなしみに沈しずんでいた。

「ジャスティじいちゃんが……殺された……。カイの野や郎ろうに……」

　キムタークには極力気付かれないように、細かい活字まで読んでいたのだ。

「今度奴やつに遭あったら、ただでは済まさない……。それで正体がバレたって、構うものか！」

「冷静になれ」

　と、彼と同室のケンが言った。

「何のためにここまで潜せん入にゆうしたと思ってる？」

「しかし──」

「それこそお祖じ父いさんの遺志が、無む駄だになるぞ」

　それを言われるとエドは辛つらい。ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめる。

「中ちゆう枢すう部ぶに潜もぐり込めるまでは、自重するんだ」

「しかしなあ……」

　それでもなお、割り切れないものは残る。

　ところで、二人はお互たがいの唇くちびるの動きだけを見て会話していた。声にすると盗とう聴ちようされる恐おそれがあるからだ。一応チェックはしてあるが、マイクを潰つぶせば逆に気付かれるし、自前で艦かん隊たい──彼らは調ちよう伏ぶく船団と呼んでいた──まで揃そろえているブラック・セラフィムの技術力を侮あなどらない方がいい。少なくとも以前コンタクトしたフーロン宇宙軍などとは、雲うん泥でいの差があろうから。

　筆談は筆談で、処分するにしても大量の紙かみ屑くずが残って怪あやしまれるであろうし、現場に踏ふみ込まれたら抗こう弁べんのしようがない。従って、唇の動きだけによる会話となる。

　二人は偽ぎ装そう入信を決めた時から、読どく唇しん術じゆつの集中講座を受けた。惑わく星せい連合宇宙軍には読唇術の専門家が何人もおり、つてには困らない。

　二人は時折手話によるジェスチュアも交え、熱っぽく議論する。

　何度も叫さけびたくなる誘ゆう惑わくにかられた。

「俺おれは悔くやしいよ、ケン」

「僕も同じ想おもいだ」

「事が成じよう就じゆしたらカイだけは、この手で殺す！」

『殺す』というところだけは、手で首を絞しめるジェスチュアになった。楽には死なせたくない。

「しかし、マチコはどうする？」

「それなんだ……」

　とエド。

「プリンシパリティーくらいでは、正直何もできないというのが実感だ。早くステージを上げて、マチコに直接御目通り適かなう身分になりたいよ」

　ついつい愚ぐ痴ちも出る。

「君のお祖父さんは偉えらかったな」

　とケン。

「彼は何のアポイントもなしに、直接敵であるラアルゴン皇こう帝ていに御目通り適ったんだからな」

「まったくじいちゃんは強運だった。あやかりたいくらいだ。強運だったと、過去形なのが悲しいけどな……。皇帝陛下とじいちゃんとの間あいだ柄がらは──」

「そうか!!」

　はたと気付いたように、ケンが膝ひざを叩たたく。

「エド、安心しろ」

「え？」

「ジャスティ・ウエキ・タイラーは、おまえのお祖父さんは生きているぞ」

「どうしてわかる？」

「君の見たというそのホログラフ新聞の記事さ」

「うん？」

「家族のみで密みつ葬そうとあったな」

「ああ、そう書かれていた。あ──!?」

　エドも気付く。

「死んでない！」

　これは小声とはいえ、叫さけんでしまった。だが構わない。それほど嬉うれしかった。

「君の話で思い至いたったんだ。皇帝陛下が、タイラー閣下の、パコパコの葬そう儀ぎに参列しないなんてあり得ない！」

「もしじいちゃんが死ねば、遺骨は陛下にも分骨されるという約束もあるんだ」

「へえ、そりゃ初耳だ」

　すっかり表情が明るくなった。

「パコパコの骨として、皇帝家のペット・セマタリーに納骨されるらしい」

「トホホ……」

　確かにトホホな話であった。とはいえ、安堵の気持ちは喩たとえようもない。

「それにも拘かかわらず、そう報道されたのは？」

「きっと、ブラック・セラフィムを油断させるためだ」

「それに、君のお祖じ父いさんのことだ、きっと何か企たくらんでいるに違ちがいない。こっちを動き易やすくしてくれる効果もある」

「だとしたら──」

　エドは頷うなずいた。

「そのじいちゃんの気持ち、無む駄だにする手はないな！」




「どうだね、同志カイ」

　と、三大幹部の一人、セラフ・カーツ・ウェクサーが言った。

「返り咲ざきの感想は？」

「無上の歓よろこびです」

　とカイ・マサヒコ。彼はエドに負けず劣おとらず、正直な漢おとこであった。

「本来ならばドミニオンに戻もどれただけでもよしとするところを、さらに一階級ワンステージ昇しよう進しんしてオーファンとは──。誠に恐きよう悦えつ至し極ごく。汗かん顔がんの至いたりでございます」

　積年のライバル、キムタークと階級で並んだ訳である。

「オーファンどころか、チェラブでもよかった……」

　と、やはり三人しかいないセラフの一人、ノリユキ・オストベルクが言った。

「あのタイラーを浄じよう化かした君の働きには、それだけの価値がある。そうですよね、同志カルキン？」

　そう言って、もう一人のセラフを見る。

「ま、私はドミニオン復帰だけで、よしと主張したのだが……」

　軽く咳せき払ばらいをしながらニッキー・カルキンは言った。彼は以前、任務に失敗したカイを粛しゆく正せいすることを強きよう硬こうに主張していたから、ばつが悪い。今でもあの時、処断しておくべきだったと臍ほぞを嚙かんでいる。結果として自分の地位を脅おびやかす人間をもう一人増やしてしまった。しかも今のカイには勢いがある。挫ざ折せつはむしろスプリングボードになっている感じだ。タイラー暗殺──彼らの言葉で『浄化』（ディスインフェクション）──という快挙には、それほどの価値がある。これで銀河の人々は、心の拠より処どころを喪うしない、深い絶望に沈しずむだろう。ブラック・セラフィムにしてみれば、彼らに対立する邪じや教きようの主神を葬ほうむり去ったにも等しい。

一足飛びに最高ステージであるセラフに叙じよしてもいいくらいであった。

「サンクトゥス、サンクトゥス（慶よろこばしき哉かな、慶ばしき哉）」

　と、上座の、暗幕の陰かげから声がした。

「ヤーヴェ！」

　一いつ斉せいに座を立ち上がり、さっと畏かしこまる幹部たち。

「これで、私の後こう継けい者しやの候補は、六人になった訳だな」

「左様に……」

　と、セラフの首席であるニッキー・カルキン。

「セラフ・ニッキー・カルキン、セラフ・ノリユキ・オストベルク、セラフ・カーツ・ウェクサー、チェラブ・ゴロン・イノセント、オーファン・ラヤ・キムターク、そしてオーファン・カイ・マサヒコ……。この六人の中から、マリアが選んだ者が、私の後継者……つまり、次のヤーヴェという訳だ。さて──」

　値ね踏ぶみするような沈ちん黙もく。

　それぞれに、平静を装よそおいつつも、その表情の下ではそれぞれに野心を燃やす三大幹部。そんな中で新参者カイは、一人場ば違ちがいな『どきまぎ』を感じてしまうのだった。

「わ、私は──」

　ついつい叫さけんでしまう。

「辞退致いたしとうございます……。並み居る諸先せん輩ぱいを差し置いて、僭せん越えつ至し極ごく……」

「カイよ」

　と、厳おごそかな声は言った。

「何の遠えん慮りよがあろうぞ。階級・序列こそ違え、一ひと度たびその資格を得た者同志の間では、優ゆう劣れつはない。新参古参は関係ないのじゃ。マリアがおまえを指名すれば、おまえが即すなわち後継者ぞ」

「そ、そのようなことは……間違っても──」

　指名される権利自体、返上できるものならしてしまいたかった。

　古参幹部たちの、視線が怖こわい。親友のキムタークですら、これからは本当の敵である。

「まあよい、今はまだ、その時ではない。参ったのは、別の要件──」

　一同の視線が、暗幕の向こう側に集中する。

「タイラーを殺され、心の拠より処どころを喪うしのうた凡ぼん夫ぷ共がのう……小こ賢ざかしくも弔とむらい合戦を挑いどんできよった」

「笑しよう止しですな」

　とニッキー・カルキンが言った。

「一いつ蹴しゆうしてくれましょう」

「して、凡夫どもの頭かしらは？」

「それがの」

　と、さも愉ゆ快かいそうにヤーヴェはひと呼吸置いて、

「タイラーの倅せがれめが、名乗りを上げおったわ」

　と、笑い飛ばした。

　その笑い声はしかし、途と中ちゆうから咳しわぶくような喘あえぎに取って代わられる。

「その息子むすこなら、知っております」

　と、ヤーヴェの呼吸が落ち着くのを待って、カイは言った。

「カツヤ・ウエキ・タイラー・ジュニア……。なかなかの人材かと──」

「それは、そうであろうな」

　と、皮肉を込こめてニッキー・カルキン。

「君に苦く杯はいを嘗なめさせた漢おとこだ。なかなかの人材ということにしておかねば、君のプライドが承知すまい」

　そのやっかみをも、今のカイは笑って受け流す余よ裕ゆうがあった。後こう継けい者しやの資格だけでも有するステージに昇のぼったことは大きい。

　しかし、実際に会って口をきいたというばかりでなく、カツヤの為人ひととなりを知っているカイには、心底そう思えるのであった。父親ほどではないにせよ、飄ひよう々ひようとしているようでいて何やら得え体たいが知れない。

「カツヤ・タイラーという漢、軍ぐん籍せきにはないそうな。にも拘かかわらず、タイラーの長子ということで、艦かん隊たいの指揮権を得て、戦艦・正規空母を含む七百隻せきを指揮するらしい。なんともはや……。身の程ほど知らずにも『討とう伐ばつ艦隊』を詐さ称しようしておる」

「きっとそこいらの宇宙海かい賊ぞくでも、討伐するつもりでございましょう」

　と、カーツ・ウェクサーが言った。

「ブラック・セラフィムの調ちよう伏ぶく船団は違ちがいます。その辺の違いを、私めで宜よろしければ行って、思い知らせてやりましょう」

「腕うでが鳴るか、セラフ・ウェクサーよ？」

「セラフに昇しよう格かくしてこの方、戦せん闘とうを指揮しておりません。今の地位、身に余る光栄なれど、過か日じつ、自身で船団を率いておった頃の方が楽しゅうございました。暴言、お赦ゆるし下さいませ……」

「そうであろうそうであろう」

　大おお仰ぎように頷きつつ微笑ほほえむヤーヴェ。

「しかし、それを言うなら腕が鳴るのは他の二人も同じであろう」

「御ぎよ言い」

「左様に──」

　頷きつつ互たがいに牽けん制せいするカルキンとオストベルク。どちらも自分こそはとアピールする。ただ三巨きよ頭とうと奉たてまつり上げられて、それでよしとするような漢おとこではない。彼らも年ねん齢れいからすれば、青春真っ盛さかり、いずれも血気に逸はやる若者なのだ。

「それにしても、士官学校を放校処分になったような無ぶ頼らい漢かんに、ただタイラーの息子むすこというだけで艦隊の指揮権を与あたえるとは……。惑わく星せい連合宇宙軍の先も見えたな」

　と、ウェクサーが言えば、

「所謂いわゆる同情票目当てというやつだろう」

　とカルキン。

「まあいずれにせよ。我らには好都合ということか──。ただ、油断は禁物」

　と、オストベルクが引き締しめた。

「さすがに惑星連合宇宙軍も、カツヤのサポートという形で、名目上の指揮官を立ててはおるらしい」

　とヤーヴェ。

「ほう……。それは誰です？」

「彼の姉あね婿むこだ」

「では、シゲチヨ・ヤマモト中将……」

「派手さはないが、彼の父親同様、手て堅がたい用兵には定評のある提てい督とくだ。まあ名将と言ってよかろうな」

「その妻、つまりカツヤの姉にあたる現最高司令長官の前には霞かすむ存在ではありますがな……。いっそ、ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラー元げん帥すいが直々に指揮を執とった方が、よほど骨のある相手かと──」

「まあ。順番だ。カツヤとシゲチヨを返り討うちにしたら、次はキサラの番。それでよいではないか」

　その時はその時で、また揉もめそうである。

「セラフ・カーツ・ウェクサー！」

　ヤーヴェ直々の指名である。

「はっ！」

　畏かしこまるウェクサー。

「今回の邀よう撃げき任務の指揮、貴様に任せる」

「有り難がたき幸せ……」

　心からの歓よろこびを表情に現すウェクサー。同時に他の二人の嫉しつ妬との視線も感じるが、それはそれでまた快感だ。これでヤーヴェの後こう継けい者しや競争に、一歩先んじたことになる。

「選ばれた上は、確実にカツヤとシゲチヨの息の根を止めるということで──」

「調ちよう伏ぶく船団千二百隻せきを与あたえる。足りるな？」

「それだけあれば……」

　自然とこぼれる笑えみ。

「オーファン・マサヒコ・カイ」

「はっ──」

「カツヤ・タイラーと面識があるということは強みである。セラフ・ウェクサーの傍かたわらにあって、セラフをサポートせよ」

「重ねがさねの栄えい誉よ、感謝の極きわみ！」

　頰ほおを紅潮させるカイ。何よりもヤーヴェに評価されているというそのことが、たまらなく嬉うれしかった。彼は惑わく星せいリガの『人災孤こ児じ』たちにとって、神であり父でもある。

「失敗は赦ゆるさぬ」

　これだけのお膳ぜん立だてがあれば、失敗することの方が難しいと思われた。七百隻に対する千二百隻は圧あつ倒とう的てきである。仮に個々の艦ふねの性能が互ご角かくであれば、実際の戦力は数字の自乗に比例するからだ。百四十四対四十九、三倍に近い。

「では、そういうことだ。結果を楽しみにしておるぞ。宇宙に浄じよう化かを！」

「宇宙に浄化を──!!」

　さっと掌てを上げて、一いつ斉せいに敬礼する幹部たち。

　今回選ばれた者も、そうでない者も、我こそはとそれぞれに、麗うるわしの君であるマリアを得んものと──。

　だが、ここにいる者の誰が、もう一人の強力なライバルの存在に気付いていたろうか。その七人目の漢おとこは、既すでにして彼らの組織の中ちゆう枢すう深く、潜せん入にゆうを果たしていた。




「プリンシパリティー・エド！　プリンシパリティー・ケン!!」

　廊ろう下かを曲ったところで、目め敏ざとく二人を見つけた天使たちが、微笑ほほえみながら駆かけて来た。

　入信以来、なにかと縁えんのある、あの少年信者たちである。エドとケンの昇しよう進しんが著いちじるしいので、そのおこぼれで彼らも棚たなボタ式と言うか芋いも蔓づる式に出世して、全員がエンジェルの階級ステージにあった。当然、彼らのエドとケンに対する信望は厚い。もはや絶対の信しん頼らいを勝ち得ていると言ってもいい。

「おう、おまえら！」

　と、彼らを見て破顔一笑するエド。最初のうち厄やつ介かいな小荷物だった少年信者たちも、今では実の弟のように思える。いや、エドにとっては本当の弟であるカール・ハインツよりもむしろ可愛かわいい。とにかく自分を慕したってくれるのである。もしかするとヤーヴェに対する崇すう拝はいよりも、エドに対する親愛の情が上回るかも知れない。

『宗教も、悪いことばっかりじゃないな……』

　と、エドが思ったとしてもむべなるかなである。

『ブラック・セラフィムはともかく、こいつらのことは好きだ』

　と、誰憚はばかることなく言える。もっとも、教団内にいる限りは憚りもあるが──。

「プリンシパリティー・エド。オーファン・キムタークのお声がかりがあったそうですね」

　誰から教えられたのかは知らないが、耳みみ聡ざとく聞き付けたらしい。十四、五歳が最年長という少年たちは、一様に頰ほおを紅潮させていた。

「それがそんなに、御大層なことなのかい？」

　とエド。

「そうですよ！」

　と、少年たちのリーダー格である、ヒカル・ドルトムントというエンジェルが言った。

「あの出世街かい道どう驀ばく進しんのオーファン・キムタークから、目を掛かけられるなんて、前ぜん途とは洋々じゃないですか」

「そんなものかな……」

「もっと歓よろこんでください!!」

　と、ヒカルの弟でやはりエンジェルの、タケシ・ドルトムントが言う。ドルトムント兄弟は、その美少年揃ぞろいのエンジェルたちの中でも、そのルックスにおいて突とつ出しゆつしている。エドは好きではないが、ヤーヴェを称たたえる音楽劇オラトリオや聖歌モテツトを歌わせても、実に巧うまい。それ以上に声が澄すんでいる。まさに『天使の歌声』である。エドは全すべてが解決して、ブラック・セラフィムが解散に追い込まれるようなことがあっても、彼らだけはお咎とがめなしに済むように、精せい一いつ杯ぱい働きかけてみるつもりだった。いざとなれば彼らにグレゴリオ・チャントでも合唱させてディスクでも出せば、生計たつきの道は立つだろう。捕とらぬ狸たぬきの皮算用以外の何物でもないが──。

「おまえたち……」

　と、天使たちの顔を眺ながめながら、エドはぽかんとした表情で呟つぶやいた。

「嬉うれしいのか？　そんなに……」

「嬉しいです！」

　と、異口同音に少年たち。

「自分のことのように。いいえ!!　自分のことより嬉しいです！」

「なら、俺も嬉しい……」

　と、微笑ほほえむエド。

　少年たちの金きん髪ぱつや黒くろ髪かみの頭を、一つひとつ強く摑つかみながら、

「俺はそんなでもないが、おまえたちがそこまで慶よろこんでくれるならな。ひとつ、出世でもしてみようか……」

「ふむ……」

　と、その様子を冷静に見ながら、ケン。

「エドの長所であり欠点は、まさにこれだな。とにかく面めん倒どう見みがいいから、慕したわれる。しかし、時としてそれが、負担ともなる。さて、どっちに転ぶか……」

「プリンシパリティー・ケン。そう言うあなただって嬉しそうですよ」

　とヒカル。

　ケンは一見シニカルで冷ややかに見えて、その内面はエドに負けず劣おとらず暖かいことを、少年たちは直観と具体例の両方から看かん破ぱしていた。冷ややかさがポーズだということは、先刻承知である。

「いいか、おまえたち」

　と、エドは言った。

「俺の昇しよう格かくを慶んでくれるのはこっちとしても嬉しいが、あまりあからさまには態度に示さないようにな。それによって、傷付く奴やつもいるんだから──」

　エドにしてみれば、一刻も早い昇格は望まれるが、その一方で目立ち過ぎたくないという心理も働いている。いつ正体がバレるか、バレるにしてもそれは最後の最後であって欲ほしいものだ。もしも不用意に目を付けられ、その結果あのタイラーの孫という正体が露ろ見けんするようなことがあれば、最悪の場合、禍かはエドとケンとにとどまらず、少年信者たちにまで及およぶ。それだけは何としても避さけたいというところまで、エドと彼らとは親密になってしまった。

　ケンの言う通り、確かにこれは彼の『欠点』かも知れない。たとえ任務でも、ドライに徹てつするということができないのだ。むしろ、どんな状じよう況きようでも心からの知ち己きをこしらえてしまうのだ。性しよう分ぶんを通り越こして、それはエドの『持病』のようなものである。

「特に俺の出世を望む余り、他の幹部を貶おとしめるようなことは、口が裂さけても言うな。そんなことをしても、俺はちっとも嬉うれしくない……」

「わかりました」

　頷うなずく少年たち。

「でも、だからこそ、僕はエドやケンに偉えらくなって欲しい……」

「やれやれ……。慕したわれるってのも程度問題だな」

　首を竦すくめるケン。

「エド。おまえは進む道を間ま違ちがえたぞ。おまえの天職は、どうみても教師だ」

「遅おそくはないだろ」

　とエド。

「全すべて片付いて、からでもな」

　だがそんな彼らを廊ろう下かの影かげから睨にらむように見み詰つめているカッツ・モリガンの、円つぶらな瞳ひとみに宿る嫉しつ妬との激情に、エドは気付いていなかった。














第三章　七光は重荷ですか









「あんたがカツヤさんかい？」

　と、その眼光鋭するどい若者は、カツヤの肩かたに手を置いて尋たずねた。

「そうだけど……」

　と、若者の顔を見み詰つめるカツヤ。焦こげ茶ちや色の髪かみに、琥こ珀はく色がかった瞳ひとみが印象的だ。一言で言って、なかなかのハンサムである。右の眉まゆを縦断するように、浅い傷きず跡あとがある。それが引き締しまった彼の容よう貌ぼうを、より精せい悍かんに見せていた。カツヤよりも二つ三つ、年長のようだ。態度はそれ以上に大きい。

「俺おれの名はサンシロー、サンシロー・サカイだ」

「ああ、サカイ准じゆん将しようの……」

　コジロー・サカイは三人目に、ようやく男児にして自身の正統な後こう継けい者しやを得た。父親と同じ宇宙軍兵学校の飛行科に入学したと聞いている。サンシロー・サカイに関して、カツヤが知っているのはそこまでだ。面識はない。父親であるコジロー・サカイ准将には、何度か会っているのだが、確かに面おも影かげがあった。しかし、このあからさまに威い圧あつ的てきな態度は何だろう。

「まず言っておく」

　と、サンシローは言った。派手なオレンジ色のパイロットスーツ、ヘルメットも飛行帽ぼうも被かぶらず、素す頭あたまに直接ゴーグル。襟えり元もとには、中ちゆう尉いの階級章を付けていた。サンシロー・サカイ中尉だ。

「俺の親父おやじは、おまえの親父の部下だった。だが俺は違ちがう。軍人でもねえ、おまえの部下なんかじゃねえからな」

　ははあと、カツヤには察しが付いた。要するに今回の弔とむらい合戦で、サンシロー・サカイ中尉はブラック・セラフィム討とう伐ばつ艦かん隊たいに所属する、空母のどれかに配属になったのだ。だが、当人はそれを潔いさぎよしとはしていない。おそらく事実上の指揮官が、民間人というのが御お気きに召めさないのだろう。

「ただ、パイロットとして俺も尊敬している親父が是ぜ非ひ行けと言うので、しぶしぶ来ただけの話だ。座骨神経痛さえ患わずらっていなけりゃ、親父が自分で来るはずだったんだぞ。親父はおまえの親父に、心から心しん酔すいしていたからな」

『親父が本当に死んでいたなら、サカイ准将は点てん滴てき打ちながらでも自ら来たろうな……』

　とカツヤは思った。サカイは老タイラーの『死んだふり』に荷か担たんしている。それで息子むすこを寄よ越こしたのだろう。さて、腕うではどうか？　両親のどちらに似ても、天才的なパイロットのはずだが、一見したところサンシローは父親似であった。往年のコジロー・サカイを知る者には、気味が悪い程ほどそう思えたろう。幸いにしてというか不幸にして、カツヤは全ぜん盛せい期きのコジロー・サカイを知らない。従って錯さつ覚かくすることもなかった。

　ただ、この息子は見るからに、一ひと筋すじ縄なわではいきそうもない。

「いいか、士官学校中退──」

　サンシローは最初が肝かん心じんとばかりに、ずいっと間合を詰つめて来た。年ねん齢れいも下で軍属ですらないカツヤの風下に立つ気は毛頭ないらしい。

「あんまり変な命令出して、俺たちに手を焼かせるなよ。餅もちは餅屋に、空戦は空戦屋に任せとけ。今回は事情が事情だから黙だまって直衛もしてやるが、あんまり調子に乗るんじゃねえぞ。この弔い合戦が終われば、おまえはただの民間人なんだからな」

「わかってますよ、中ちゆう尉い殿どの」

　と、微笑ほほえむカツヤ。だが、カツヤだって一筋縄ではいかない。何と言っても、彼はあのタイラーの長男なのだ。嫡ちやく子しなのだ。跡あと取とりなのだ。正統な後こう継けい者しやなのだ。後の方は事実上、エドに奪うばわれているとはいえ──。

「それから僕ぼくは、士官学校中退じゃありません。抹まつ籍せき処分、つまり入学さえしなかったことにされてしまったんです」

「笑いながら言うことか!?」

「言えますよ。そんなの僕にとって、全然大したことじゃないんです」

「ふ～む……」

　カツヤに対し、単なる世間知らずのぼんぼんという先入観を抱いだいていたらしいサンシローの、彼を見る目が改まった。

「どうやらあのタイラーの、息子むすこだけのことはあるようだな……」

「あなたも、あの大おお宇ぞ宙らのサムライの、息子だけのことはあるようですね」

「親父おやじと比べて、俺はどうだ？」

「あなたは、はしなくも自分でおっしゃった。『空戦は空戦屋に任せろ』とね。あなたはどこから見ても、完かん壁ぺきに『空戦屋』ですね。それ以上でも以下でもない」

「ほう……。では親父は？」

「サカイ准じゆん将しようは──」

　と、ひと呼吸置いてカツヤは言った。

「『空戦家』でした。微び妙みようなニュアンスの違ちがいがおわかりですか？」

「なるほど……」

　自分でも思い当たることがあるのだろう。サンシロー・サカイはついつい笑ってしまった。これは空戦では、

『ケツを取られた』

　にも等しい。

「詭き弁べんを弄ろうする才だけは、父親譲ゆずりのようだ」

　それでも、サンシローはカツヤが気に入ったようだ。たとえ名ばかりの指揮官でも、一いつ時ときその下で飛んでやろうかという気にはなった。

「あなたの空母は？　サカイ中ちゆう尉い」

「『玄げん鳳ほう』だ。その名の通りステルス塗と装そうの、真っ黒な空母だ」

「空母『玄鳳』ですね。覚えておきましょう」

「ついでに俺も忘れるなよ、カツヤ・タイラー〝一日提てい督とく〟」

　と、サンシローは背中を向けて微笑ほほえんだ。

「俺はサンシロー・サカイ中尉。二十五歳さい！　恋こい人びと募ぼ集しゆう中ちゆうだ!!」

　手を振ふる。結構剽ひよう軽きんな性格でもあるようだ。

「使えるな」

　と、カツヤは呟つぶやいた。不ふ遜そんな一言だ。だがそう思える。

「なんだかんだ言って、人材には不自由しなくて済みそうだぞ……」

　そのまま宇宙軍のドックへと続く、自動走路に乗る。戦せん艦かん、空母、巡じゆん洋よう艦かんといった堂々たる艨もう艟どうが舳へさきを並べる様は、壮そう観かんである。カツヤは別段軍艦おたくではないが、やはり心打たれる光景である。

　しかも、あれらをカツヤが直接指揮するのだ。感かん慨がいもひとしおであった。

「おや？」

　係けい留りゆうしてある艦隊の中に、一隻せきだけシルエットの傾けい向こうが異なる軍艦があることにカツヤは気付いた。軍艦らしく尖せん鋭えい的てきでありながら、どこか生物感漂ただようデザインポリシーは、無機的な惑わく星せい連合宇宙軍の艦かん艇ていとは対照的である。

「ラアルゴンの巡洋艦だ……」

　眩くカツヤ。

「改『ドローメ』タイプ、最新型か……。珍めずらしいな」

　別にラアルゴン人そのものはありふれている。カツヤの姉であるキサラの夫・シゲチヨはラアルゴンとのハーフである。甥おいのエドはクォーターだ。別にそれらが突とつ出しゆつした例というのではなく、今の時代、ラアルゴンとの混血はごく一いつ般ぱん的てきなことである。小学校のクラスに一人か二人はハーフがおり、しかもそれは増える傾向にある。たった四十年前には考えられないことではあるが、惑星連合とラアルゴン共和国との蜜みつ月げつ関係は続いていた。むしろ、惑星連合同士での内ない紛ふんの方がよほど深刻である。















　その中でも顕けん著ちよな例が、ブラック・セラフィムということになろうか。

　街を歩いていても、ラアルゴン人はごく普ふ通つうに見られる。

　しかし、ここは惑星連合宇宙軍の軍港だ。ここにラアルゴン籍せきの軍艦は、滅めつ多たに接せつ舷げんしない。

　カツヤはそれを指して『珍しい』と言ったのだ。

「誰だれか国こく賓ひんでも来ているのだろうか……」

「よっ！」

　肩かたを叩たたかれた。今回の弔とむらい合戦でカツヤを補ほ佐さしてくれる、姉あね婿むこだった。

「シゲチヨ義に兄いさん」

「タイラー閣下が無事で、なによりだった」

「しっ……」

　と、口に指を当てながらカツヤ。

「それって、現時点での最重要機密ですよ」

「わかってる。しかし、なかなか深刻な表情というのはできないものだな。閣下が生きているとわかっただけで、ついつい口元が綻ほころんでしまうよ」

「気持ちはわかりますが、義兄さんの場合は簡単でしょ」

　と、皮肉を込こめてカツヤは言った。

「深刻な表情になりたかったら、姉さんのことを思い浮うかべればいいんですよ」

「カツヤくん……」

　トホホな表情のシゲチヨ。彼には一生、これが付いて回るのだろうか……。

「それよりも、私が案じているのは──」

「エドのこと、ですね」

「うむ……」

　ナイスミドル・シゲチヨの表情が曇くもった。

「無事だろうか……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。他ほかならぬエドのことです。僕なんかよりよっぽど優ゆう秀しゆうですよ。それに、ケンだって付いているんです」

「それは、わかっている。わかってはいるんだが──」

　親というのも、因果なものである。

「親に心配をかける息子むすこには、ほとほと困ったものだ」

「なあに……」

　と、涼すずしい顔でカツヤは言った。

「息子に心配をかける親よりは、なんぼかマシですよ」

「…………」

「とにかく義兄さん。今度の『弔い合戦』、ひとつブヮ～ッと派手にやりましょう、ブヮ～ッと！」

「君はだんだんお父上に似てくる……」

　と、シゲチヨはしみじみ言った。

「タイラー閣下にしてみれば、先が思いやられ……あ、いや、楽しみだろうな」

「そんなことないですよ。親父おやじは俺のことなんか眼中にないんです。孫であるエドの方に夢中なんです。親父の後こう継けい者しやは俺じゃなくて、あくまでエドなんですから」

「そうかな」

　と、シゲチヨは首を傾かしげ、微笑ほほえむ。

「君が生まれた時の、閣下のはしゃぎぶりを私は見ているからね。そりゃあもう、目の中に入れても痛くないほどの喜びようだった……。『男だ男だ。バンザ～イ！』とね。あんまり喜ぶので、キサラが機き嫌げんを悪くして、私に八つ当たりしたほどだ……」

　そう言って、頭を抱かかえた。

「でも、ノリカが産まれた時も、同じくらいはしゃぎ回ったって聞いてますよ」

「あの時も、凄すごかったな。『また女か……。よ～し、今度は失敗せずに、おしとやかな手弱女たおやめに育てるぞ』って……。おかげで『あたしゃ失敗作か!?』と、激げき怒どしたキサラが私に八つ当たり……」

「義に兄いさん……」

　と、ポンとシゲチヨの肩かたに手を乗せてしんみり言うカツヤ。

「今度一いつ緒しよに、飲みましょう」

　しかし結局、二人目の娘むすめの教育にも、タイラーは『失敗』する。

「要するに、親父があんなにもエドを可愛かわいがるのは──」

　と、カツヤはしみじみ言った。

「自分の直系の中では、唯ゆい一いつの成功例だったからじゃないですかね？」

「そういう君はどうなんだ、カツヤくん？」

「俺？　あ、ハハハ……。俺は失敗作の極きよく致ち。なにせ、七歳で煙草たばこを覚えましたからね」

「しかし、十歳で『体に悪いから』とやめた。それを聞いた時、私は君は将来偉い人じんになると思ったよ」

「その代わり、十一歳からもっとヤバい葉っぱに手を染めましたよ」

「大きな声では言わないが、あれは非合法だが、煙草よりは体にいいんだ」

「優等生の義兄さんには、似つかわしくない台詞せりふだな」

「優等生を演じているだけだ。もう一生続けるしかないがね。しかし、君には期待していた。士官学校に入学したと聞いた時、これは将来、私すら手て駒ごまとして使える提てい督とくの誕生かと欣きん喜き雀じやく躍やくしたものだがね……。どうして？」

　シゲチヨは大きくため息をついた。

「器うつわじゃなかったということで、勘かん弁べんしてもらえませんか？」

「駄だ目めだね。ひょんなことから君の在学中の成績を見てしまったからね。なんと、士官学校始まって以来のオールＡＡＡ。私でさえＡＡａどまりだったのだからね。特にタクティクス（戦略）とロジスティックス（兵へい站たん）は素す晴ばらしかった。本当に、どうして……」

「寮りように一人、気に入らない奴やつがいましてね。寮の主として威い張ばっていたのです。叩たたきのめしてやりました」

「それでか……。聞けば抹まつ籍せき処分になるにあたって、君は一言も言い訳しなかったそうじゃないか」

「言い訳するのが、嫌きらいなんです。それに、寮の主を倒たおして、自分が新しい寮の主に奉たてまつり上げられるのも嫌いやだったし……。ああいうの、体質的に合わないんです」

「相手の寮長は自主退学ということになっているが……」

「再起不能ですよ。まともに豆とう腐ふも嚙かめない顎あごでは、軍人は勤まりませんからね」

　そう言ってカツヤは、ニヤリと嗤わらってみせた。我わが意を得たりという表情だ。

「あいつ、やりたい放題だったんですよ。実力もないくせに、下級生をいたぶって喜んでいるような下げ種すだった。そういうの、赦ゆるせない性しよう分ぶんなんだなあ……。ま、軍としては、僕という逸いつ材ざいを失った代だい償しように、あいつという百害あって一利なき愚ぐ物ぶつを除くことができたんだから、損得勘かん定じようとしては間ま違ちがってませんよ」

「そうは言うが、タイラー家としては有能な後こう継けい者しやを失った。それは痛い」

「だから、エドがいるじゃないですか。もっとも、義に兄いさんとしてはむしろ、期待しているのはカールの方ですか？」

「いいや……」

　と、シゲチヨは静かにかぶりを振ふった。

「おおっぴらには言えないが、私が期待しているのはエドの方だ。キサラもそうだと思う。カール・ハインツは、有能な官かん僚りようにはなるかも知れないが……」

「食わしてくれるのはカールの方でしょうね。でも可愛かわいいのはエドって訳だ」

「だからね、カツヤくん」

　と、シゲチヨは言った。

「タイラー閣下から見ても、本当に可愛いのは実の息子むすこである君だよ。君のことを閣下は、心から案じておられるのだ」

「ピンとこないなあ……」

　とカツヤ。

「いや実際の話。それに、僕はどうも親の七光ってやつは苦手で──」

「誰でも苦手だ」

　とシゲチヨ。

「親の七光に潰つぶされないように生きること。これはタイラー家の人間が、誰しも背負って産まれた宿命のようなものじゃないかね？　キサラもエドも、それなり懸けん命めいにプレッシャーと戦っているよ。それに気付かない君でもあるまい？」

「そうなんですけどねえ……」

　カツヤは煮にえ切らない。

「ま、今度の実戦デビュー、見ていてください。答はそれからってことで──」

「頼たのむよ」

　苦く笑しようするシゲチヨ。

「さて、ここで君に一人、スタッフを紹しよう介かいしておこう」

　司令部のドアに掌しよう紋もんを翳かざしてオートロックを解除しながら、シゲチヨは言った。

「彼も、君やエドと同じ、プレッシャーと戦っている者だ」

　司令部には、既すでに一人の青年士官がいた。カツヤとそう変わらない。少しよう佐さの階級章に加え、参さん謀ぼう肩けん章しようを付けている。二人を見て、さっと敬礼した。

「ドミトリー・ハイフェッツです」

「ああ、ハイフェッツ提てい督とくの──」

「孫です。親父おやじは新聞記者ですが、自分は祖父と同じ軍人を志望しました」

「参謀本部期待のホープだ」

　とシゲチヨ。

「しかも、父親譲ゆずりの正義漢でな。理り不ふ尽じんな相手には上官でも嚙かみ付く。私も嚙まれたことがある……」

　苦笑した。

「よろしく！」

　祖父とは対照的に長身のドミトリー・ハイフェッツ参謀少佐は、にこやかに挨あい拶さつし、ごつい手を差し延べて来た。あらゆる意味で骨太な好漢だ。

「今回、我々をサポートしてくれる」

　とシゲチヨ。

「俺は嚙んでも、美う味まくねえと思うよ」

　そう言って、ドミトリーの手を取る。凄すごい力だ。

「格かく闘とう技ぎの、経験は？」

「サンボと、シュートボクシングと、骨法を少々……」

「参謀が、サンボね……」

　とても『少々』ではなさそうだった。闘たたかう参謀という表現が相応ふさわしい。

「彼は軍のマーシャルアーツ大会で、破竹の連勝を続けている。クライバーン准じゆん将しようが引退した今では、無人の野を征ゆくが如ごとしだ」

「上官だけは、殴なぐらない方がいいですよ」

　と、身をもって忠告するカツヤ。

「俺みたく、なりたくなかったら……」

「道場の中なら、問題ないでしょう」

　と、涼すずしい顔のドミトリー。

「現に去年の決勝戦では、ゴドノフ大たい佐さをぶん殴って優勝しました」

「え？　あのモンスター・ゴドノフを!?」

　その名はつとに有名であった。クライバーンの再来とも言われた漢おとこだ。身長は二メートル三〇センチに近かったと記き憶おくしている。しかも、巨きよ体たいだけが頼たのみのウドの大木ではない。その体格でローリングソバットを操あやつるのだ。しかし、そのゴドノフをもドミトリーは一いつ蹴しゆうしてしまったのだという。

「はい。で、優勝の御ご褒ほう美びに昇しよう進しん……。たぶん、上官を殴って昇進した軍人は、自分くらいなものでしょう」

　笑うと目がなくなる。どうやらこいつともうまくやれそうだなと、カツヤは安あん堵どした。問題はどうやって、言うことをきかせるかだ。無理な命令には、関節技サブミツシヨンの報復がありそうで怖こわい。喧けん嘩かには自信のあるカツヤだが、こいつだけには歯が立つまい。それを見み越こしてシゲチヨが参さん謀ぼうに付けたのだとしたら、すごい先見の明だ。

　小男で有名だったイツァーク・ハイフェッツが、僅わずか二代にしてこれほどの猛も者さを得るとは、よほど大おお柄がらな血筋を導入したに違ちがいない。カツヤはドミトリーの母と祖母に会ってみたい衝しよう動どうに駆かられた。

「言っておくが、参謀としても大変優ゆう秀しゆうだ」

　とシゲチヨ。

　まあ参謀とは、よほどの愚ぐ物ぶつでもない限り、大たい抵ていの場合指揮官よりもいい意見を持っているものなのだ。要するに、その意見をどうやって上官に通させるかが参謀の『実力』と言ってもいい。

　その点に於おいても、ドミトリーは『優秀』に違いなかった。彼を力でねじ伏ふせられる提てい督とくは、それこそ宇宙軍には皆かい無むであろう。

「では早さつ速そく──」

　と、ドミトリー・ハイフェッツは立体スクリーンに作戦図を点灯した。

「今回、自分が考案した作戦試案を見て頂きましょうか」

　得意満面である。カツヤにもシゲチヨにも、何の異存もない試案であった。完かん璧ぺきと言ってよい。彼は掛かけ値なしに優秀であったのだ。

「素す晴ばらしい！」

　と、シゲチヨ。

「言うことなしだ。これでいこう!!」

「ああ、よかった……」

　と、安あん堵どの表情のドミトリー。

「もし駄だ目めと言われたら、腕うでずくで採案していただくところでした」

　そう言って制服を二の腕までめくり、隆りゆう々りゆうたる力ちから瘤こぶを見せるのであった。

　その表情から察するに、どうやら本気であった。




「なんか、軍も捨てたもんじゃないって感じですね」

　とカツヤ。

「面おも白しろい奴やつが、けっこういるじゃないですか」

「どうだね、ここらで復学を考えてみては？」

　シゲチヨはかなり本気で言った。

「『弔とむらい合戦』が終わったら、正式な手続きを踏ふんで、士官学校をやり直すんだ。及およばずながら私も微び力りよくを尽つくさせてもらうよ」

　どうやら素人しろうとのカツヤに討とう伐ばつ艦かん隊たいの指揮を特例として認めた裏には、そういう目論もくろ見みもあったらしい。

「でも、今から士官学校じゃ、少しよう尉いに任官する頃には二十五、六になってしまいますね」

「ああ。だがそこからは早いよ。何と言っても君はタイラー閣下の御子息だし、弔い合戦で実績を作っておけば、卒業しさえすればいきなり中尉か大尉という可能性もある」

「勝てればの話です」

「勝てるさ。集められる限りの有能な人材を君に付ける！」

「義に兄いさんも含ふくめて？」

「まあ、そういうことだ……」

「でもやっぱり俺には、性しように合わないな」

　と、贅ぜい沢たくなカツヤ。

「親父おやじみたく、士官学校を出ないでも元げん帥すいまで行ける道はありませんか？」

「あの頃はともかく、今はもうそういう時代ではないのだよ、カツヤくん。戦時中でもなければ、どんなに実績を積んでも戦地任官のみで少しよう佐さ以上は無理だ」

「親父の時代に、産まれたかったな……」

「まあ、今はひょっとすると戦時中よりも悪い時代かも知れんぞ。とにかく戦死者は少ないからポストも空かない。どうしても実績より年功序列主体になってしまう。だからブラック・セラフィムのような連中も現れるのかな？」

「とにかく今は、この『弔い合戦』に勝つことだけ考えましょう」

　と、さすがに気持ちの切り替かえは早いカツヤ。

「全すべてはそれからです」

「甘あまいな」

　不意に声がした。

「勝つつもりでいるのか？　ブラック・セラフィムはそんなに甘い相手ではないぞ」

「なに!?」

　顔を上げると、目の前にラアルゴン人の士官がいた。まだ若者で、暗あん紅こう色しよくの髪かみの毛をしている。ちょうど軍ぐん艦かんの艦底に塗ぬる塗と料りようのような色だった。

「戦う前から昇しよう進しんだと？　実戦を知らぬ苦労知らずが考えそうなことだな」

「お言葉だな」

　とカツヤ。若者を睨にらみ付ける。

「なんでラアルゴン人が、司令部こ こにいる？」

「交こう換かん将校というやつだ」

　と若者。ラアルゴン人にしては細ほそ面おもてだが、佇たたずまいは剽ひよう悍かんそのものといった感じだ。だがラアルゴン人の特とく徴ちようである毛深さとは縁えん遠どおく、頰ほおから顎あごにかけては髭ひげの剃そり跡あとも目立たず、地球人のようにすべすべしていた。たまたまそういう体質なのか、それともまだ若いからなのか。もしそうだとしたら、彼はまだ、相当に若い。少年と言ってよい年頃かも知れない。しかし、仮にも交換将校を名乗るからには、相応の地位にあるに違ちがいなかった。それとも皇族か。しかし、カツヤは記き憶おくにあるラアルゴンの皇族名めい簿ぼの中に、彼に似た年格好の若者を思い出せなかった。そもそも誇こ張ちようでなく、タイラー家とラアルゴン皇族との間には、家族ぐるみの親交がある。

　いずれ、どこぞの貴族の子し弟ていであろう。

「場違いだな」

「民間人のくせに、軍の中ちゆう枢すう部ぶに出入りしている奴やつよりは、マシだと思うがな」

「なに？」

　カツヤもさすがに、カチンときた。いちいち気に障さわる。故意に喧けん嘩かを売っているとしか思えない、青年士官の言動である。

「そうか。ドックに係けい留りゆうしてあった巡じゆん洋よう艦かんは、おまえの艦ふねだったのか」

「『バルバローメ』のことか。あれは私の艦ではない。だが、私をここまで運んでくれた。私の艦はもっと大きいのだが、目立ち過ぎるのも困るのでな。今は艀はしけ代わりに使っている」

「戦艦の艦長なのか、てめえ」

「もっと大きい。私は艦隊を指揮する身分だ」

「提てい督とく？　その若さで」

　カツヤは目を丸くした。

「十五の時から、艦隊を指揮している。今は十九だが、麾き下かに三個艦隊を率いる身だ。デ・ルシオと呼んでくれ。宜よろしく」

「デ・ルシオ？　ラアルゴン人には珍めずらしい名だな」

「ラアルゴンがまだたったひとつの惑わく星せいの民たみであった頃からある、旧ふるい名だ。そうだな、地球で言えば何々のミコトとかいう表現に近いかな？　母が付けてくれた」

「古風な御お方かたで……。きっと古いにしえの王家の出かなんかか？」

「母はおまえらと同じ地球人だ」

「あ、義に兄いさんの逆パターンか……」

　そう言ってやはり地球人とラアルゴン人とのハーフであるシゲチヨを見る。

「道理で生きつ粋すいのラアルゴニアンにしちゃ、髭ひげも薄うすいし髪かみの毛の緋あかも暗いと思ったぜ」

　地球人とラアルゴン人の混血は、何な故ぜか長身で細ほそ面おもての優やさ男おとこになる傾けい向こうがあるようだ。双そう方ほうのいいところがブレンドされて、地球人の婦女子好みのルックスになる。逆に女児の場合は大おお柄がらで野性的な美女になり、これはラアルゴン人の男性が最も好むタイプだ。しかし地球人の男性の手には馭ぎよし難がたく、手に余る。

　デ・ルシオと名乗る若者の両親も、かなりな美男美女のカップルであったに違ちがいない。しかし、性格は相当に苛か烈れつだ。

『友だちは少なそうだな……』

　とカツヤは思った。しかし乾こ分ぶんや手下には不自由していないだろう。

「で、三個艦隊を率いるデ・ルシオ提督は、何をしにここまで来たのかな？」

「おまえに加勢するためだ、カツヤ・タイラー」

　と、デ・ルシオは言った。暗あん紅こう色しよくの髪の毛が揺ゆれた。絵になる。

「父にそう、命ぜられたのでな。あまり気は進まぬが、遠路はるばる銀河辺境くんだりまで来たという訳だ」

「要いらん！」

　と、カツヤは言下に言った。

「嫌いやいや来た奴やつの手など借りん。俺は与あたえられた戦力だけで、勝ってみせる!!」

「まあまあカツヤくん……」

　シゲチヨがなだめた。

「せっかくの救きゆう援えんだから……」

「ハイフェッツ参さん謀ぼう少しよう佐さの作戦を見たでしょう。あれさえあれば、手持ちの戦力だけで楽勝です。指揮系統のあやふやな増援など、かえって足あし手で纏まといですよ」

「そ、それはそうだがしかし……。せっかく蜜みつ月げつ関係にある地球とラアルゴンとの関係に亀き裂れつが入っては──」

　シゲチヨはどこまでいっても、仲ちゆう裁さい役やくが板に付く苦労人であった。

「彼は、ラアルゴン共和国の総代として来ている訳だし、彼を邪じや険けんにすればラアルゴンの国民感情、ひいては、やはりハーフである私の立場も……」

「両親の仲が悪くなって困るのは、こいつだって同じですよ」

　と、デ・ルシオを横目で睨にらみながら口元には薄うす笑いすら浮うかべるカツヤ。

「そもそもこんな奴を、総代として寄よ越こすラアルゴンが悪い」

「かも知れんな」

　と、鷹おう揚ようにデ・ルシオ。

「で、地球人の総代が貴様か？」

　最悪の取り合わせかも知れない。

「万が一ラアルゴンとの関係がまずくなっても、うまい解決策がありますよ、義に兄いさん」

「それは何かね？」

「エドをロージーとくっつけるんです」

「そ、それは……」

　絶句してしまうシゲチヨであった。

「ロージーはエドと結けつ婚こんできて満足、タイラー家はラアルゴン皇家と縁えん続きになって満足、皇こう帝てい陛下は愛まな娘むすめをパコパコの孫に嫁とつがせることができて、陛下御おん自みずからが果たせなかった夢を叶かなえることができて大満足。ついでに地球とラアルゴンとの親善にもなって、八方万事めでたしめでたし。泣くのはエドだけ……」

「貴様！」

　それまで余よ裕ゆうをもって構えていたデ・ルシオが、真っ赤になって怒おこった。

「ローゼリア妃ひ殿でん下かを愚ぐ弄ろうするか！　それ以上暴言を吐はくと、その首が千切れて飛ぶぞ！」

叫さけびつつ、マントの下に隠かくしてあった長ちよう剣けんを抜ぬき放つ。

「言っておくが、私の剣技は父譲ゆずり。未いまだ負け知らずなのだ!!」

「別に愚弄したつもりはないんだがな」

「殿下を知っておるのか？」

「俺の甥おいっ子が、追い掛かけ回されてヒーヒー言っている」

「私の息子むすこだ……」

　とシゲチヨ。

「ローゼリア妃殿下が貴様らごときの身内に嫁ぐことなどあり得ぬ！」

「それならそれで結構……」

　とカツヤ。ロージーがエドと結婚しても、結果は目に見えている。

「嬶かかあ殿下は義兄さんとこだけで充じゆう分ぶんですからね。父子二代の虐しいたげられた亭てい主しゆはもう見たくないでしょう。ねえ、義兄さん？」

　うなだれたまま、無言でこくんと頷うなずくシゲチヨ。

「それに、エドにはマチコという心のフィアンセがいるからなあ……」

「そんなことはどうでもよい。増ぞう援えんは断ると言うのだな？」

　念を押おすように尋たずねるデ・ルシオ。

「ああ。こっちから願い下げだね。増援をカタに、後で惑わく星せいを寄よ越こせとか言われたらたまんねえ。その尊大な態度も、気に喰くわねえ！」

「わかった！」

　憮ぶ然ぜんとした表情で剣を鞘さやに収めるデ・ルシオ。

「どうやら私は、招かれざる客だったようだ。帰る！」

　颯さつ爽そうとマントの裾すそを翻ひるがえす。

「おととい来やがれ！」

　と、その背中に投げつけるカツヤ。これ以上の決けつ裂れつはない。いや、これ以下はない、か。

「再認識したよ」

　と、冷ひや汗あせを拭ぬぐいながらシゲチヨ。

「やはり君は、大物だ。銀河の一大事を、誰に断るでもなく自身の一存で決めてしまうとは……。一民間人の身で……。それで平然としていられるとは、嫌いや味みでなく本当に凄すごいな。私にはとても無理だ」

「タイラーの息子むすこですからね」

　とカツヤ。

「さあ、邪じや魔ま者ものはいなくなったところで、作戦を煮に詰つめませんか、義に兄いさ……ヤマモト中将閣下」

「うん」

　苦笑いしつつ、頷うなずくシゲチヨ。なんのかんの言って、彼はカツヤが嫌きらいではない。少なくとも自分よりは遥はるかに大物である。何となく、バックアップしなくてはいけないような気になる。タイラー家とヤマモト家の、血筋のなせる業わざ……というだけでは説明がつかない。しかし、サポートのし甲が斐いは確かにあるのだ。

「カツヤくん……。おっと、カツヤくんではまずいな。君が艦かん隊たいを指揮するとなれば、大勢の部下の前で名前を呼ぶ訳だし、何か君にも適当な階級呼こ称しようが欲ほしいところだ」

「そうですね」

「しかし、軍人でもない君を、タイラー閣下と呼ぶのも妙みようなものだし……」

「いずれはそうなるにしてもね」

「特別の、暫ざん定てい的てきな階級を与あたえようか」

「カツヤ大明神とか、臨時元げん帥すいとかですか？」

　言い出して、自分でも笑ってしまう。

「サカイ中ちゆう尉いが付けてくれた一日提てい督とくというのは、傑けつ作さくだとは思うんですがね……」

　何となく、ボランティアのような気がする。

「タイラー一日提督、タイラー一日元帥……芸能人だな」

　とシゲチヨ。テープカットが唯ゆい一いつの仕事であろう。

「タイラー特将というのは、どうだろう？」

「大昔のロボットアニメですね」

「ではタイラー聖大使は？　聖護使でもいいが……」

「新興宗教ですね。ブラック・セラフィムを笑えませんよ」

「う～ん、困ったなあ……」

　と、頭を抱かかえる二人。

「タイラー総長、タイラー議長、タイラー総裁、タイラー総帥、タイラー総督、タイラー総統、タイラー代表、タイラー特使、タイラー公使、タイラー元帥代理、タイラー局長、タイラー所長、タイラー署長……どれも違ちがう」

「いっそ、こんなのはどうかね」

　と、苦し紛まぎれにシゲチヨは言った。

「カツヤ・タイラー番長というのは……」

「そ、それいい！」

　と、思わず叫さけぶカツヤ。

「宇宙時代に番長！　センスはともかく、俺らしい!!」

　決まりだった。




「父上……」

　最さい新しん鋭えい巡じゆん洋よう艦かん『バルバローメ』に戻もどったデ・ルシオは、長ちよう距きよ離り通信用モニターの前で、畏かしこまった。

「父上のおっしゃる通りでした。カツヤ・タイラーはなかなかに、骨のある漢おとこです。増ぞう援えんの申し出を、あっさりと断られました」

『どうであった？　我わが子デ・ルシオよ』

　と、さすがに乱れがちなモニタースクリーンの中で、彼の父は尋たずねる。

「はい」

　微笑ほほえみつつ頷うなずくデ・ルシオ。

「いささか粗そ野やにして自信過か剰じようなれど、私にはむしろ好ましく思われました」

『なるほど。カツヤには、そちに似たところもあるからのう……』

「御言葉なれど、私はあそこまで下品ではありませぬ」

『ははは、赦ゆるせ』

「しかし、喉のどから手が出る程ほど戦力の欲ほしい今、増援と聞いて物欲しそうな表か情おをすると思いきや、突つっ撥ぱねるとは、なかなかどうして、並みの軍人ではああはいきませぬ。あ、軍人ではなかった……」

『いずれ、ひとかどの軍人になろう』

　と、彼の父は言った。

『ひょっとすると、あれの父親以上の軍人かもな』

「実力的には、そうでしょう。問題は、運です」

『父親の半分の強運でも、大したものだ。デ・ルシオよ、おまえとカツヤとは、よきライバルになるかも知れぬのう』

「可能性はあります。私もそれを感じました。かつて、父上とカツヤの父ジャスティ・ウエキ・タイラーとが、宿命のライバルであったように──」

『それもまた一興……』

　と、ル・バラバ・ドムは紅白になった髪かみを搔かき揚あげながら言った。一人息子むすこは遅おそい子である。

『で、これからどうする、デ・ルシオ・ドム提てい督とく？』

「今暫しばらくこの宙域に滞とどまり、成り行きを見守りとうございます」

『それもよかろう。陛下には私からその旨むね、申し上げておく。そこからなら地球も近い。母の故郷を訪ねるか？』

「記き念ねん碑ひだけ見ても、どうということはありませぬ」

『おまえらしい……』

　デ・ルシオ・ドムの母親はまだ生きている。きっとこの瞬しゆん間かんにも宇宙のどこかで──。ただし、ドム父子が彼女に逢あうことは金輪際叶かなわない。

「父上」

『ん？』

「母上は、どんな方でしたか？」

『美人だった』

　とドム。

『陛下の、次くらいにな……』

「どうして私を──？」

『私も、タイラーを見ていて後こう継けい者しやが欲ほしくなったのだ。だが、そのせいでおまえを母を知らない子供にしてしまった。おまえの心など考えずにな。赦ゆるせよ』

「いえ……ただ、私は、母上が……卵らん子し提供母がどんな女ひ性とだか知りたかったのです。人工子宮児の私が、こんなことを言うのは女め々めしいですか？」

『いや』

　と、首を振ふるドム。

『その気持ち、当然だ。人の子ならばな……』

「安あん堵どしました」

『この機に母の故郷を訪ねるがよい。地球は、イングランドのサウスエンドというところだ。ちょうど今時分は、いい気候だぞ。そこにおまえの母の記念碑と、祖父母の墓がある。堂々と行け。そして息子むすこと名乗るがよい。胸を張って言うのだぞ』

「わかっております」

　と、デ・ルシオは言った。

「臆おくすることなく、名乗ります。私がレン・アンダーソンの息子だと！　彼女が第三次『眠れる美女スリーピング・ビユーテイ』計画で未来に旅立つに先立ち、遺のこした冷れい凍とう卵子から人工受精で産まれた百三十五人の子供たちのうちの、一人だと──！」

　そう叫さけぶデ・ルシオの頰ほおを、つーっと一筋の滴しずくが伝った。

　それを見たモニターの向こうの父親も、そっと目め頭がしらを押おさえた。






















第四章　汝なんじの敵を愛せますか









「君にひとつ、仕事を頼たのみたいのだ、プリンシパリティー・エド」

　と、キムタークは微笑ほほえみながら言った。

「どのような任務でしょうか？　オーファン・キムターク」

　下級幹部が、すっかり板に付いてきたエドである。感情を押おし殺したような表情や、抑よく揚ようのない無人格口調ばかりが、妙みように上手になってしまった。やはり朱しゆに交われば赤くなるものであろうか。むろん初めの頃ころは演技だ。だがその演技がいつしか、思考回路にまで影えい響きようを与あたえる。言語中ちゆう枢すうを経た自己暗示による洗脳効果には、侮あなどれないものがある。

　エドは少しずつ自分が自分でなくなっていくようで、怖こわかった。

『ここにあまり長居はできないな』

　と、ひしひし感じる。

『早いところ目的を遂とげて、こんな組織とはおさらばしなければ……。でないと、本当に心の髄ずいからブラック・セラフィムになってしまう……』

　エドでさえ、それ程ほどの危機感を抱いだいている。凡ぼん人じんなら、三日で彼らの教義に心しん酔すいしてしまうかも知れない。

「なに、簡単な任務だよ」

　と、含ふくみ笑いのキムターク。

「しかし、重要な任務でもある。これに成功すれば、君はパワーへの、いや、さらに上の階級ステージへの昇しよう格かくも夢ではない……。ひょっとすると、ヤーヴェやマリアへの、お目通りが叶かなうかも知れんぞ……」

　そう言って、エドの目を見る。

『こいつ、どこまで感付いているのかな？』

　薄うす々うすではあるが、正体を疑われているのがわかる。緊きん張ちよう感かんを悟さとられまいとして、エドは無理に微笑ほほえんだ。

「で、具体的にはどのような？」

「君の、忠誠心を見たい」

「ヤーヴェに対する、ですか？」

「それと、私にだ」

　涼すずしい顔で言い放つキムターク。やはり彼には野心がある。

「……と言うのは冗じよう談だんだが。君とプリンシパリティー・ケンの能力はわかっている。問題はやはり、我々のためにどこまでやってくれるのかという『心』の問題だな」

「『心』ですか……」

「そうだ」

　頷うなずく。

「軍人でもないタイラーの小こ倅せがれが、身の程知らずにも艦かん隊たいを率いて我々に歯向かおうとしておることは、既すでに承知しておろうな」

「はい」

「父親の弔とむらい合戦だそうだ。まあ返り討うちだろうな」

「まったくです」

「無む謀ぼうだろう」

「ええ、いかにもカツヤらしい……」

　言いさして、しまったと緊張するエド。

「ほう、知り合いか？」

「え、ええ……。小学校の先せん輩ぱいでね。中学は入れ違ちがいでしたが……。親分肌はだの嫌いやな奴やつです」

「すると、面識がある訳だ」

　周しゆう到とうに追い込まれていくのを感じる。

「え、ええ……。でも、それほど親しいという程ほどでも……。むしろ、ケンの方が彼に関して詳くわしいのでは？」

『赦ゆるせ、ケン！』

　と、心の中で手を合わせるエド。

「ならば好都合だ」

　と、キムターク。

「では君ではなく、彼に頼たのむとしよう」

「ケンにですか？」

「そうだ」

「何を……」

「カッツ」

　と、指を鳴らすキムターク。

「はい、キムタークさま」

　畏かしこまる腹心・カッツ。

「プリンシパリティー・ケンを呼んでくれ」

「畏まりました」

　キムタークの前に、ケンも呼び出された。まるで教師に呼び出しを喰くった居残り組のようだ。

「エドから聞いた。カツヤ・タイラーと親しかったそうだな」

「まあ、それほどでも……」

「面識があるなら、それでよい。彼に接近できるか？」

「できると……思います」

　エドと顔を見合わせ、頷うなずいた。

「ではカツヤに近付け。小学校の後こう輩はいなら、可能だろう？」

「それは……はい」

　躊ちゆう躇ちよしつつも、頷く。

「カツヤを浄じよう化かしろ」

　二人の表情は、凍こおり付いた。

「方法は任せる。彼を父親の側そばに送ってやるのだ」

「私に、そのような……大任を……」

「チャンスを与あたえよう」

　とキムターク。

「君らの働きには、それだけの価値を認めているということだ」

　憎にくらしい程、微笑ほほえみが絵になる。

「では、エドと一いつ緒しよに……」

「ならん！」

　強く拒きよ否ひするキムターク。

「プリンシパリティー・ケンが任務を遂すい行こうする間、プリンシパリティー・エドは私の下もとにいるのだ」

　体ていよく人質に取られた訳だ。ケンが妙みような動きをすれば、エドの命はない。

「首しゆ尾びよくカツヤを始末できたら、その時は二人とも、ドミニオンに推挙してやろう。悪い条件ではないだろう？」

「はい……」

「それはもう……」

　ケンは当とう惑わくし切った表情でエドを見る。これまでが順風満まん帆ぱんであり過ぎたのだ。いつしか二人の間にはブラック・セラフィムを侮あなどる気持ちすら芽生え始めていた。手痛い竹しつ篦ぺ返がえしだ。

『どうしよう？』

　と、ケンの目が動どう揺ようしているのを看みて取り、

「やったな、ケン！」

　と、エドはわざと力強くその両肩かたを叩たたいた。

「チャンスじゃないか。思い切りやれ！　あの父親の威い光こうを嵩かさに威張り放題だった、嫌いやなカツヤの奴やつに復ふく讐しゆうできるぞ」

　現実のカツヤは、むろんそれとは程ほど遠い。父親の権威を後ろ盾だてに威張り散らすなど、カツヤの最も嫌うところだった。

「そ、そうだな……エド」

『いいのか？』

　と、ケンの揺ゆれる瞳ひとみが尋たずねている。

「楽には死なすなよ」

　と、エドは念を押おす。

「俺おれのことは……気にするな」

『自分一人なら、どうにかなる』

　と、眸めで合図を送った。

「わかった……」

　さすがにケンも、無責任カルテットの一いち翼よくを担になう一人である。

「カツヤは俺に任せろ。父親と同じ運命だ」

　意図するところは『死んだふりをしてもらおう』ということである。

「ケンの武運を祈いのろう」

　と、キムターク。

　どちらに転んでも、彼の功績は大きい。ひょっとするとケンの働き如何いかんで、彼は四人目のセラフになる可能性すらあるのだ。そうなれば勢いとして、彼は一いち躍やくヤーヴェの後こう継けい者しやの最有力候補だ。

『これは狡ずるいぜ……』

　と、エドは思わずにはいられなかった。

「さて、そうと決まれば今こ宵よいはケンの壮そう行こう会かいだ」

　とキムターク。

「カッツ、酒しゆ宴えんの用意をしろ」

「はい」

　頷うなずくカッツ。

「酒宴？」

　驚おどろくエド。

「ブラック・セラフィムの教義では、飲酒を固く禁じているのではありませんか？」

「一いつ般ぱん信者はな」

　と、鼻で嗤わらうキムターク。

「飲酒の禁を犯おかした者は、理由を問わず浄じよう化かだ。だが高級幹部ともなれば別だ。『浄じよう水すい』という名目で、こっそり飲む分には構わんのだ」

　仏教の、『般はん若にや湯とう』のようなものだろう。

「ヤーヴェから頂いた、最高級のブランデー……おっと、葡ぶ萄どうから蒸留した『浄水』がある。今夜はそれを開けよう」

「私はどちらかと言えば、米から醸じよう造ぞうした『浄水』のほうが好きです」

　と、エド。

「贅ぜい沢たくな奴やつめ」

　笑うキムターク。エドの正体はともかく、彼のことを気に入っているのは確かなようだ。

「カッツ、米の『浄水』はあったかな？」

「残念ながら……」

　と首を振ふるカッツ。

「キムタークさまのキャビネットには、他に大麦から醸造した発はつ泡ぽう性せいの『浄じよう水すい』と、葡萄を醸造した『浄水』の赤と白……。それに、トウモロコシから蒸留した『浄水』と、サトウキビの絞しぼり滓かすから蒸留した『浄水』が少々……」

「ラム！　いや、サトウキビの『浄水』が好みです!!」

　とケン。

　どうにでもなれという気分になっている。

「わかった」

　と、頷うなずくキムターク。寛かん容ようなところを見せたいらしい。

「大おお盤ばん振ぶる舞まいだ。今こ宵よいは俗ぞく世せの歌も赦ゆるすぞ」




「なかなか強いな、二人とも」

　と、グラスを片手に、真っ赤になったキムタークが言った。

「ブラック・セラフィムでは、私がいちばん酒……じゃなかった『浄水』に強いと思っていたが……」

「俺たち……いや、私共、中学の頃から飲やってますからね」

　とケン。彼も相当に酔よってはいるのだが、まだ口調も足元もしっかりしている。同じピッチで飲んでいけば、どうみても先に酔い潰つぶれるのはキムタークの方であろう。

「俺たちで、よいじょ」

　と、そろそろ呂ろ律れつが怪あやしくなり始めたキムターク。

「今宵は無礼講らろ」

「しぶといですなあ……」

　と、そんなキムタークの耳元に口を近付けて、カッツは言った、彼だけは素面しらふである。

「二人とも、俗世では相当に鍛きたえられているようです」

「ますます二人が、好きになったろ」

　キムタークの言葉に顔をしかめるカッツ。酒さけ臭くさい息のせいばかりではない。

「しかし、しぶとい。そろそろべらべら喋しやべり始める頃かと思うのだが……」

「はい」

　頷くカッツ。

「効果が現れませんなあ……」

　と、二人に聞き取られないように囁ささやく。

「ちゃんと自白剤ざいは混ぜたのだろうな、カッツ」

「はい……。商品名『ブチマケールＺツエツト』。化学工房で精製したばかりの、超ちよう強力なものです」

「何な故ぜ効かぬ？」

　この調子では、酒だけを飲んでいるキムタークの方が、先に自白を始めてしまいかねない。

「効果は出ております」

　とカッツ。

「その証しよう拠こに、二人はさっきから饒じよう舌ぜつになっております」

「単に『浄じよう水すい』のせいではないのか？」

「何とも言えませぬ……。今暫しばらく、様子を──」

「その前に俺が、吐はいてしまいそうだ……」

　そろそろ酩めい酊てい状態を通り越こして、気分が悪くなり始めたキムターク。チャンポンはこたえる。しかしエドとケンの二人は、屁へでもないという顔だ。

「本当に底無しか、あの二人……」

　カッツはそら恐おそろしくなってきた。これでようやく、飲酒年ねん齢れいに達したばかりなのだ。

どういう鍛きたえられ方をしたのだろう。笊ざるもいいところである。

『周囲に相当な酒しゆ豪ごうがいたのだろうな……』

　とカッツは思った。

『しかし、「ブチマケールＺ」の効き目も、確実なはずだ……』

「なあ、二人とも……」

　と、キムタークが言った。

「おまえたち、素す直なおに白状しろ。スパイではないのか？　白状すれば、命だけは助けてやるぞ」

「あちゃ～！」

　顔を覆おおうカッツ。

『キムタークさまの方が、先に口走ってしまわれた……』

「白状せい、エド、ケン！　おまえらスパイだろう」

「滅めつ相そうもない」

　と、涼すずしい顔で答える二人。

「酔よってますよ、キムタークさま」

『おかしい……』

　カッツは焦あせり始めた。

『どうして二人は平気なのに、先にキムタークさまが……。「ブチマケールＺ」は、二人のグラスにだけ混入したはずなのに。あ──!!』

　重大な事実に、気付いてしまった。

『そういえば、宴えんが興じて回し飲みしておられた……』

　意味なし！

「隠かくしても無む駄だらろ!!」

　と、ヘベれけ寸前で問い詰つめるキムターク。

「俺はずっと、疑っていたのら。答えられぬなら、俺がおまえらの正体を当ててやろう。おまえらは、タ──」

「キムタークさま！」

　慌あわててその口を押おさえるカッツ。

「ささ、宴えん酣たけなわではございますが、どうかこちらへ！」

　力ずくで、キムタークを引き摺ずっていこうとする。

「放せ！　無礼者!!」

　抵てい抗こうするキムタークだが、如何いかんせん酔っていた。

「せっかく楽しく飲んでおったところを!!　水を差しおって！　浄じよう化かするぞ!!」

「キムタークさまこそ、この醜しゆう態たいがヤーヴェに知られたら、降格ものではございませんか……」

「うるさい！　放せ！　放さんか!!　私は、エドとケンと、楽しく──」

　不意に、窓の外で雷かみなりが鳴った。

　稲いな妻ずまが走り、やや遅おくれて雷らい鳴めいが轟とどろく。

「おや珍めずらしい……」

　と、窓から外を見て、エド。

「いつも天気のいいだけが取り柄えの惑わく星せいだと思っていたが、稀まれには雷もあるのか……。ビシュラムの夕立を思い出すねえ……」

「ビシュラムか。随ずい分ぶん長いこと行っていないな」

　と、頷うなずくケン。

「そういえば不意の雷雨に、ロージーと一いつ緒しよに、雨宿りしたっけ……」

　やはり強力自白剤ざい『ブチマケールＺ』は効いていた。二人が何気なく口走った一言は、相当に限定された情報である。ちょっとラアルゴン皇室に詳くわしい者なら、保養惑星であるビシュラムの一言で身元の察しは付く。

　しかし、幸いにして、キムタークもカッツも、その決定的な一言を聞いてはいなかった。

　聞くどころではなかったのである。

　二人は部屋の中央で、亀かめのように縮こまっていた。頭からテーブルクロスを被かぶり、震ふるえていた。不様であるが、その不様を気にする余よ裕ゆうすらないのだ。

「怖こわいよう……怖いよう……」

「眩まぶしいよう……」

　と、泣きわめく様は、日頃の威い厳げんが別人のようだった。そのギャップがあまりにも激しいので、笑うことすら憚はばかられる。

「どうなってるんだ？」

　とエド。

「さあ……？」

　と、あまりの豹ひよう変へんぶりに首を傾かしげるしかないケン。

「恐がったふりをしてるんじゃないのか？」

「何を根こん拠きよに？」

「その昔、蜀しよくの劉りゆう備び（玄げん徳とく）は、曹そう操そうと会食の席上に於おいて、雷かみなりに驚おどろいたふりをしてわざと箸はしを落とし、天下人たらん己おのれの野心を見み透すかされまいとしたという逸いつ話わが残っている」

「どう考えても、野心を隠かくす必要はなさそうだぞ」

　と冷ややかにエド。

「それに、この様子は本気で雷を怖がっている」

「怖いよ……ママ……」

　口調まで、幼児に退行してしまったキムタークである。今ならその気になりさえすれば、二人を殺すことなど造作もなかったろう。だが、さすがにそこまでは躊躇ためらわれた。

「ママ？　こいつマザコンだったのか？」

「よっぽど幼児期に、雷で怖い想おもいをしたんだな。あ──!!」

　はたと気付く。

「ケン、こいつらリガの出身だった……」

「なるほど。雷を見ると、あの事故の記き憶おくが──!!」

「気の毒と、言っていいだろうな」

「ああ……。身も蓋ふたもない、この怯おびえようを見ているとな……」

　同情すらしたくなる。

「行こうか」

　と、促うながすエド。

「この様子を見るのも、忍しのびない」

「ああ」

　頷うなずくケン。

「とんでもない任務を命ぜられて、一時はどうなることかと思ったが、おかげでこいつらの弱みを押おさえることもできた……。損得なしだ」

　なおも頭を抱かかえて震ふるえる二人をその場に残したまま、二人はテラスに。

「キムタークもカッツも、俺たちにあんな姿を見られて、後で死にたくなるだろうな」

「いや。案外記憶に残らないかも知れんぞ。いずれにせよ、言わぬのが礼れい儀ぎというものだろう」

　とケン。

「それより後で、何かの交バ換ー条タ件ーに使える」

「うん。しかし、何か見てはいけないものを見てしまったような気がする……」

　後味は、けしてよくはない。

「あいつらも、人間だったんだなあ……」

　いつしか雷かみなりは熄やみ、夜空にはこの惑ほ星しの月が出ていた。地球の月に匹ひつ敵てきする大きさと明るさがある。

「おや？」

　月明りに、テラスにいる別の人ひと影かげが見えた。

　白いローブを羽織った──女性！

「久々に、見たぜ」

　と、奇き妙みような感動。

「ここにも、女はいたんだ……あ!!」

　思わず叫さけぶ、エド。

「マチコ！」

　まさに天てん佑ゆうと言ってよかろう。実に十三年ぶりの、初はつ恋こい同士の再会であった。




「雷が恐おそろしくて……。宮きゆう殿でんの中を逃にげ惑まどううちに、迷ってしまったのです」

　と、マリアことマチコ・バッハ・カヤマは言った。

「怖こわかったろうね」

　とエド。

「マチコ……」

　触ふれることは、憚はばかられた。本当は口をきくことはもちろん、まともに顔を見てもいけないのだ。今ではブラック・セラフィム内部での二人の身分はそれほど違ちがう。

　前に別れた時は、対等だったのに──。

「私の本名を知っている、あなたは誰だれです？」

　と訝いぶかるマチコ。

「見ればまだ、プリンシパリティーではありませんか。無礼の極きわみでしょう。でもこんな場所にまで一人で来てしまった、私わたくしにも非はありますね……」

「何から話せばいいんだろう……」

　咄とつ嗟さのことに、エドは混乱していた。まさか、こうも早くチャンスが訪れようとは予想だにしなかった。

　横目でケンの方を見る。野や暮ぼでもお節せつ介かいでもない彼は、テラスの遥はるか離はなれた所で、月を眺ながめているふりをしていた。その一方で無ぶ粋すいな邪じや魔まが入らないように見張ってくれている。

　いい奴やつだ。理想の親友と言ってもいい。

『よし。おまえのためにも、頑がん張ばるからな……』

　とエドは誓ちかった。くるりとマチコの方を振ふり返る。

「覚えちゃいないだろうな。十三年も昔のことなんて──」

「え……？」

「だが僕ぼくは、一日だって君のことを考えなかった日はなかった。この十三年間、ずっとだ。その証しよう拠こに──」

　エドはローブのポケットをまさぐった。いつも肌はだ身み離はなさず持ち歩いている、あの少女時代のマチコの写真を収めたロケットを取り出そうとした。が、ない。

「あ……おかしいな……」

　動転するエド。

「どっかに落としたかな……。あれ？」

「そんなこと、しなくてもいいのよ」

　と、マチコは言った。

「あたしも、忘れたことなんて一日もなかったんだから……エド」

「え──!?」

「これを……」

　そう言って、ポケットから何かを取り出した。

　あの、縁えん日にちで一いつ緒しよに買った玩具おもちやの指ゆび輪わであった。

　マチコも持ち歩いていた。肌身離さず！

「マチコ!!」

「エド！」

　二人は磁石のようにどちらからともなく抱だき合った。

「もう離したくない……」

「あたしも……」

　少し離れた場所で、ケンは見ている。

「ええ話や……」

　思わず洟はなを啜すすった。

「でも、僕にとっては正直寂さびしい状じよう況きようだな。僕も頑がん張ばろう……」

　月に向かって、誓ちかう。

　ケンがその気になれば、頑張る必要などないのだ。女性は向こうから群がってくる。選より取りみどりだろう。

「迎むかえにきたよ」

　とエド。

「でも、それにはもう少し、力不足かな……」

「遅おそかったわ」

　と、マチコ。切れ長の瞳ひとみが責めるようにエドを見た。

「どうしてもっと早く……十三年と七か月も放ほうっておいたの？」

「捜さがしたんだよ」

　とエド。

「それこそ八方、手を尽つくしたんだ」

「噓うそ。本気で捜さなかったんでしょう」

　と、いきなり咎とがめられてエドは困こん惑わくした。

「噓よ！　噓よ!!　遅すぎたわ。こんなの残ざん酷こくよ!!」

　小さな左右の拳こぶしが、交こう互ごにドンドンと、エドの胸を叩たたいた。逞たくましい胸むな板いたはビクともしないが、ダメージは直接胸の奥おくにまで届き、そこに蓄ちく積せきされる。

「すまない……」

「すまないじゃ済まない！　おかげであたしは、新興宗教の女王様よ!!　かぐや姫ひめみたいに、好きでもない求きゆう婚こん者しやたちの中から、相手を選ばなきゃいけないのよ！　全部、十三年も放っておいた、あなたが悪いの!!」

「僕が、偉えらくなれば……」

「駄だ目めよ」

　と、絶望した表情のマチコ。どうやらマリアには洗脳は施ほどこされなかったらしい。

「ついこの前、定員六人で締しめ切られちゃったわ」

「あと一歩か……」

　臍ほぞを嚙かむエド。

「いつもあと一歩なんだ、俺は……」

「エドくんの馬ば鹿か！　馬鹿！　馬鹿!!」

「そう馬鹿馬鹿言うな。こっちだって努力はしたんだ」

「結果が全すべてじゃない!!」

「そう言われてしまうと、返す言葉がない。で、六人の花はな婿むこ候補たちの中で、君は誰にご執しゆう心しんなんだい？」

「よくそんなことが訊きけるわね」

「参考意見さ」

「キムタークが、ややましかな」

　と、ちょっと考えてマチコ。

「他ほかは論外よ。あなたしか考えられないわ」

「キムタークも、やめておいた方がいい……」

　と、親身にエド。

「雷かみなりが鳴ったら、夫ふう婦ふしてテーブルの下に逃にげ込んで震ふるえるしかないだろう。その点僕なら、君を雷から護まもってあげられるからね」

「よく言うわ。雷に対しては、あなただって無力じゃない」

「雷も、僕に対しては無力だ」

　とエドは言った。

「何な故ぜならそれは、僕がジャスティ・エドワード・ウエキ・ハス・ヤマモトⅢ世だからだ。宇宙の意志が、僕を滅ほろぼすはずがない」

「大きく出たわね」

　微笑ほほえむマチコ。

「昔とちっとも変わってない……。転校生だったあたしを、いじめっ子たちから守ってくれようとしたのはいいけれど、反対にボコボコにされた頃から、少しも進歩してないのね」

「実力がやや伴ともなわなかったな。でも、君は守ったぜ。それに、あの連中はあの後、全員転校する羽目になった。父親たちが全員、どっかからの圧力で職を失ったからな」

「それはあなたの実力じゃないでしょう？」

「もちろん祖父の力だ。でも、それは僕の力でもあるんだ」

「それにしても、あの時ボコボコにされたあなたの台詞せりふったらなかったわ。『今日はこのくらいにしといたる……』だって。お祖じ父いさまの後ろ盾だてがあったから、あんなことも言えたのね」

　思い出したように、ぷっと吹ふき出すマチコ。

「そんなことがあったっけか……」

「ええ。あたし、記き憶おく力りよくはいいんだから。あなたの言ったことは、全部覚えているわ。あたしのために、御ご殿てんを建ててくれる約束は覚えてる？」

「覚えてるとも！」

　と、叫さけぶエド。本当はすっかり忘れていたのだが、それを悟さとられまいと胸を張る。ま、そんなものだ。

「百万坪つぼの、でっかい御殿だ」

「噓うそ……」

　と、早くも露ろ呈ていしてしまうのが哀かなしい。

「小さいけれど、二人だけで誰の邪じや魔まも入らないマイホームを築くんだって、あなた言ってたわ。言ったのよ！」

「あちゃ～」

「なんかあなたって、この十三年間で想おもい出を美化するんじゃなく、どんどん大おお風ぶ呂ろ敷しきを広げる方向で膨ぼう脹ちようさせてない？」

「かもね」

　マチコは鋭するどい。

「やっぱりあなたは、タイラー大統領の孫ね……。はあ～っ」

「しみじみ言わないでくれ、しみじみっ!!」

　感動の再会のはずが、何な故ぜか夫婦めおと漫まん才ざいの予行演習になってしまった。

「ねえ、エド」

「ん」

「指輪出して」

「これか……」

　エドは反対側のポケットから、もう片方の指輪を取り出した。これは失くしてはいなかった。二個で一組。何の変へん哲てつもないリングだが、ちゃんと石の部分は割り符ふになっていて、ぴったり合う。玩具おもちやではあるが、二つと同じ組み合わせはない。つまり、合うのはひとつだけ……と夜店のおっさんはそう言っていた。

「ほら──」

　と、指輪と指輪を合わせるマチコ。

　別に絡から繰くり時計の針が動き出したり、大だい魔ま王おうが飛び出したりはしないが、奇き跡せきは起きた。二人が再会できたことが即すなわち奇跡だ。

「ぴったり……」

「そうだね」

「交こう換かんしよう」

　とマチコ。

「うん」

　エドに異存はなかった。マチコの指輪をエドが、エドの指輪をマチコが持つ。

「今は無理でも……」

　と、マチコは言った。

「きっと、あたしをここから連れて逃にげてよ」

「ああ」

　力強く頷うなずく。

「約束する」

「ここでしたか、マリア！」

　無ぶ粋すいな邪じや魔ま者ものは、ゴロン・イノセントであった。

「心配しておりました……」

　じろりとエドに、一いち瞥べつをくれる。

「マリアを保護してくれたようで感謝はするが……変な真ま似ねはしなかったろうな？」

「いいえ……」

　とエド。

「滅めつ相そうもない」

　とぼけた演技が咄とつ嗟さに出たのは、マチコに再会叶かなった余よ裕ゆうからであろう。

「言っておくが──」

　超ちよう絶ぜつ美形のイノセントは、念を押おすように言った。

「たかがプリンシパリティー風ふ情ぜいが、本来ならばマリアと同じ空気を吸うことすら許されんのだぞ」

「重々承知しております」

　跪ひざまずく。

「なら、よい……」

　あとは冷ややかに無視して、イノセントはマリア──マチコをエスコートして行ってしまった。

「よく我が慢まんしたな」

　とケン。

「俺はてっきり、あのマヌカン男を殴なぐり飛ばしてしまうんじゃないかと、ハラハラもんだったよ」

「俺はてっきり、おまえが殴るんじゃないかと思っていた」

　とエド。

「しかし、いずれはそうするにしても今はまずい。お互たがい成長したもんだ」

「まあ、マチコを救い出すという、大義名分があるからな……」

「それに、あいつカッコ付けちゃいたが──」

　ふっと同情するような目付きになり、憐あわれむようにエドは言った。

「雷かみなりが鳴った時には、マリアをお護まもりするどころじゃなかった。頭からシーツを被かぶって震ふるえていたに違ちがいないんだ。あいつもリガの孤こ児じたちの一人だからな。ひょっとすると、キムタークやカッツより激しく怖こわがっていたかも知れないそ。その姿を想像すれば、別段腹も立たんよ」

「なあるほど……」

　と、感心するケン。

「今度から連中に腹が立った時は、その姿を想像すればいい訳だ。俺もそうしよう……」

「ケン」

「ん？」

「カツヤに会ったら、宜よろしくな。間ま違ちがっても、殺すなよ」

「わかってる」

　微笑ほほえむケン。

「だが、おまえはどうする？」

「俺のことなら、心配するな」

「ああ。大だい丈じよう夫ぶだろう。ここにいればマチコもいるし……。それよりも僕は、あの健けな気げなエンジェルたちに会えなくなるのが辛つらいよ」

「あいつらも悲しむぞ」

　と、エド。ドルトムント兄弟や、少年信者たちの表情が瞼まぶたに浮うかぶ。

「だが、それも心配するな。あいつらの面めん倒どうも、俺が看みる。最後まで、責任持ってな」




「やれやれ、思わぬ醜しゆう態たいを晒さらしてしまったようだな……」

　まだ酔よいの残っている頭を抱かかえながら、キムタークは立ち上がった。

「しかし、この惑わく星せいであんな大きな雷は初めてだ。皆かい無むと聞いていたからこそ、我々はこの惑星に居を構えたのだが、あんなことが度たび々たびあるようでは、大いに再考の余地ありだ」

「同感です。キムタークさま……」

　とカッツ。

「それよりもエドとケンに、あの姿を見られてしまいましたが……」

「心配するな」

　と、髪かみを搔かき揚あげるキムターク。相変わらず絵になっているが、あんな醜態の後なのでどことなくばつが悪い。

「あの二人は決して口外したりはせぬ。そういう漢おとこたちだ……」

「もし他の幹部たちに喋しやべるようなことがあれば、浄じよう化かしてやります」

「その必要はない。我らは皆みな、等しき心ト的ラ外ウ傷マを抱だいている。お互たがい同士を笑えんのだ。それにしても、ゴロン・イノセントの奴やつの七しち転てん八ばつ倒とうは見たかったな。施し設せつにいた頃は、あいつがいちばんの雷恐きよう怖ふ症しようだった……。俺たちは怖こわがる一方で、あいつのことを笑っていたっけ。何しろ俺はせいぜい枕まくらに抱き付くくらいだったが、あいつの場合は簞笥たんすの中に逃にげ込んで、内側から鍵かぎを掛かけてわめいていたからな」

　人これを指して、五十歩百歩と言う。

「天然の惑わく星せいはこれがあるから嫌きらいだ。俺がブラック・セラフィムの後こう継けい者しやになったら、雷のない宇宙ステーションを常じよう駐ちゆう拠きよ点てんにするのにな」

「おそらくゴロン・イノセントも、同じことを考えているでしょう」

「ああ。だが奴には天下は取らせん。俺と奴の意見が一いつ致ちするのは、雷に関してくらいのものだ……。ともかく俺は──」

「おや？　キムタークさま……」

　カッツはふと気付いた。

　キムタークの握にぎり締しめた右拳こぶしから、鎖くさりの端はしが覗のぞいている。

「どこでそのようなものを？」

「ああ、これか……」

　と、照れ笑いをするキムターク。

「テーブルの下に、落ちていたんだ。雷かみなりが鳴っている間中、こいつを握り締めて夢中で祈いのっていた。笑いたくばカッツ、笑うがよい」

「笑いません」

　と、笑いながら言う。

「こいつめ……」

　掌てのひらを開いた。ペンダントトップは、ロケットである。

「エドかケンの落とし物か。意外な少女趣しゆ味みだな。返してやろうかな……」

「そうすれば我々の醜しゆう態たいを黙だまっていてくれるでしょうか？」

「だから最初から言わんと──、むっ……」

　何気なくロケットの蓋ふたを開いて、口を噤つぐむ。

「何か？」

「マリ……あ、いや、何でもない」

　蓋を閉じ、ペンダントをポケットにねじ込む。

「カッツ、このことは口外無用」

「はい……」

　畏かしこまる。

「俺は何も拾わなかった」

「心得ました」

『わからぬ……』

　だが、キムタークの表情は釈しやく然ぜんとしない。

『何な故ぜ、あの二人がマリアの、それも御幼少の砌みぎりの御写真を……』

　考えれば考える程ほど、腑ふに落ちない。

『まさか、あの二人……』

　そんなキムタークを、カッツはじっと見ている。

『やはり、私が──』

　と、カッツは考えた。

『キムターク様の障害になるような者は、この私が、排はい除じよせねば。キムタークさまの御お手てを、煩わずらわすことなく……』

　カッツの円つぶらな瞳ひとみには、確たる決意があった。














第五章　銀河は燃えてますか









『惑わく星せい連合宇宙軍の勇気ある将兵の皆みなさん！』

　と、カツヤ・ウエキ・タイラー・ジュニアの声は七百隻せきの艦かん隊たいの各艦かん艇ていに遍あまねく響ひびいていた。ここぞの檄げきである。

『皆さんのほとんどは、軍人でありながら戦争を知らないそうですね。僕ぼくもそうです』

「よく言うよ」

　と、空母『玄げん鳳ほう』の格納庫甲かん板ぱんでは、サンシロー・サカイ中ちゆう尉いが愛機カワサキ『閃せん空くう』のコックピットに両足を投げ出した姿勢で呟つぶやいた。

「あの野や郎ろう、案の定役者だった。それも、とんでもねえ演技派だ。ま、俺おれが奴やつの立場でも、ああするしかないだろうがね……。情じよう緒ちよに訴うつたえる、か」

『ブラック・セラフィムは強敵です』

「わかってるよ」

　と、いちいち突つっ込むサンシロー。

「皆知って、ブルってんだよ。局地戦以外に、実戦経験が乏とぼしいんだ。俺たちのせいじゃねえよ」

『でも、勝てます』

　とカツヤの声。

『亡ち父ちも、見守ってくれていると思います』

　と言うところで、思い切り声を震ふるわせる。

『どうか皆さんも、僕に力を貸してください。はっきり言って、これは私的な復ふく讐しゆうかも知れません。カツヤ・タイラーは極きわめて私的な仇あだ討うちに、軍の力を借りたと、後世謗そしられることになるかも知れません』

「歴史に残ればな」

　と、彼のすぐ横で、シゲチヨ・ヤマモト中将は眩つぶやいた。

「それを決めるのは、おまえだ。しっかりやれ、タイラー番長……」

　やはり軍ぐん艦かんのブリッジに『番長』という肩かた書がきは違い和わ感かんがある。しかし、この一戦が軍の力を借りた喧けん嘩かだとすれば、これ以上相応ふさわしい呼び方もない訳だ。

　カツヤは見事に『番長』だった。実戦経験はないが、喧嘩は子供時代から、それこそ達人の域だ。拳げん骨こつの代わりに艦隊を指揮すると思えばいい。乱暴な比ひ喩ゆだが──。

『でも、僕は、父の仇かたきが討ちたいんです！　やらせてください!!』

「やるか……」

　と、サンシローはヘルメットを被かぶった。

「親父おやじ、俺もあんたにゃ負けねえぜ」

　パイロットとしては偉い大だい過ぎる父、コジロー・サカイの表情が浮うかんだ。

『閃せん空くう』は、エレベーターで飛行甲かん板ぱんに出る。

「発艦始め！」

　実に久々の、艦隊決戦らしい艦隊決戦であった。

「戦争を知らない、子供たちが征ゆく、か……」

　シゲチヨは、ふっと呟つぶやいた。

「飛び越こされたかな、私は……」




「凡ぼん夫ぷどもの艦隊はどうだ？　オーファン・カイ」

　調ちよう伏ぶく船団の指揮官であるカーツ・ウェクサーも久々の陣じん頭とう指揮に、昂たかぶる気持ちを抑おさえきれないでいた。セラフのステージにある者が、直接に船団を率いるなど、ブラック・セラフィムの歴史始まって以来のことではあるまいか。もっとも、まだ潜せん伏ぷくしていた時期をも含ふくめて、せいぜい七、八年の歴史しか持たぬ彼らではあるが、ここ二、三年の破竹の進しん撃げきは目覚ましかった。惑わく星せいフーロンで、無責任カルテットにその連勝記録を阻そ止しされるまでは、まさに負け知らずであったのだ。

　その無責任カルテットの一人、カツヤ・タイラーが敵艦かん隊たいの指揮官であるというのだから、彼らが雪せつ辱じよくに燃えない訳がない。

　特に、フーロンで彼に苦く汁じゆうを飲まされ屈くつ辱じよくの捕ほ虜りよにまでなったカイ・マサヒコは、たとえ刺さし違ちがえても、カツヤだけは殪たおす覚かく悟ごであった。

「セラフ・ウェクサー。どうやら敵は、空母を中心に据すえた機動部隊主体の作戦で来るようです」

「私もそう思う」

　とウェクサーは物々しく頷うなずいた。

「受けて立つ備えはある。私個人としては、主力艦隊同士の遠えん距きよ離り砲ほう撃げき戦せんが好きなのだが──」

　ジャスティ・ウエキ・タイラーの全ぜん盛せい期きならいざ知らず、今はもう大艦巨きよ砲ほう主義の時代ではない。世代交代の波は、戦法にまで少なからぬ影えい響きようを与あたえていた。

「私もです」

　とカイ。

「しかし、敵は我らの航空戦力を侮あなどっておりますな」

「まったくだ」

　と嗤わらうウェクサー。

「我らにも空母部隊があることを、それは船団の火砲にも劣おとらぬ驚きよう異いであることを、今日を境に惑星連合宇宙軍は思い知るであろう」

「キヨシがやってくれますよ」

　と、カイは微笑ほほえんだ。

「我らが翼つばさに、出撃命令を──!!」

「うむ」

　頷うなずき、手で合図するカーツ・ウェクサー。

「『ゾルテック』部隊、発進せよ！」

　実に百隻せきを超こえる『メタトロン』級攻こう撃げき空母から、戦せん闘とう機き『ゾルテック』隊が発艦を開始した。その数は、惑わく星せい連合側の全航空戦力の実に三倍半という勢力である。圧あつ倒とう的てきだった。

　もっとも、『ゾルテック』は無人戦闘機だった。軍のデータを盗ぬすみ、それらを彼らの技術で独自に改良したのだ。動きやレスポンスにやや融ゆう通ずうが利きかないという欠点はあるが、並みのパイロットが相手なら充じゆう分ぶんであった。今の惑星連合宇宙軍に熟じゆく練れんパイロットが皆かい無むと言ってよいことを見み越こした上で、彼らは『ゾルテック』の配備を推進してきたのである。

　もちろん、それだけでは不安もある。『ゾルテック』部隊には、二十四機に一機の割で、有人操縦タイプの機体が混じっている。彼らが無人機を管制しつつ、空戦の指揮を執とるのである。

　そして、編隊全体を指揮する航空指揮官は、ドミニオンの階級ステージにあるキヨシ・サナギであった。彼は小型宇う宙ちゆう艇ていの操縦には、天性の冴さえを見せる。カイも、そしてウェクサーも、彼には全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せている。

「いいか、シミュレート通りにやれば絶対に勝てる」

　と、彼は編隊の有人機に搭とう乗じようする部下たちに向けて言った。そのほとんどが紅顔凜り々りしい少年パイロットたちである。操縦に適性のある者を選せん抜ばつし、シミュレーターで鍛きたえたのである。実戦経験が乏とぼしいという台所事情はこちらもそう変わらない。多くは初うい陣じんである。しかし、無人機の盾たてで護まもられているという心理的優位と、ヤーヴェの御加護が彼らにはあった。

「落ち着いていこう！」

　キヨシは温和な性格で、部下たちにも慕したわれている。彼の声がどれほど、まだ十五、六歳さいの天使たちを勇気付けたことか。

「来たきた、蚊か蜻蛉とんぼどもめ。雲うん霞かの如ごとく来やがったぜ！」

　と、迎むかえ撃うつ惑わく星せい連合宇宙軍側の方も、既すでに迎げい撃げき戦せん闘とう機き部隊を発はつ艦かんさせて、艦隊を傘かさ型に掩えん護ごしている。

「数が多けりゃ、いいってもんじゃあるめえによ」

　圧あつ倒とう的てきな数の敵編隊を前に、なおサンシロー・サカイには笑うだけの余よ裕ゆうがあった。彼はいまや数少ない、貴重な熟じゆく練れんパイロットである。父親や母親──単にパイロットとしてなら、父親以上の逸いつ材ざいだった。撃ス墜コ数アでも父親を凌りよう駕がしている──に直接模擬空戦アグレツサーで鍛えられているのだ。まだ公式撃げき墜つい記録は四機に過ぎないが、今日は五機目を撃墜し、エースになれることは確実であった。

「一挙にスコアが伸のびそうだなあ……」

　と、彼は微笑ほほえんだ。

「ワクワクするぜ」

『ツァイス・リーダーよりバリオ・ゾナーへ！　編隊を離はなれるな!!』

　編隊長の叱しつ責せきが飛ぶ。そうでなくても、サンシローは独断専行が多い。懲ちよう罰ばつも数え切れなかった。

「こちらバリオ・ゾナー。わかりました……といいたいところだが、好きにやらせてもらいますよ。その方が動き易やすいんだ」

『駄だ目めだ、サカイ中ちゆう尉い。中隊長の立場を忘れるな。ヒヨっ子どもを路頭に迷わすなよ』

「諒解ラジヤー……」

　しぶしぶ、本当にしぶしぶ、サンシローは頷うなずいた。

「だけど、乱戦になったら保証しねえぜ……」

　父親に較くらべればまだまだといったところだろう。それでもやはり、彼は卓たく抜ばつしたファイター・パイロットであった。

「カあツいヤツの言った通りだぜ……」

　と、サンシロー自じ虐ぎやく的てきに呟つぶやいた。

「所しよ詮せん俺は、『空戦屋』か……」

　だが敵編隊はその間にも近付いてくる。予想以上に数が多い。

『親父おやじ……あんたもこんな大群の中に飛び込む時は──ままよ』

　ぐっと、操縦桿かんも引き付ける。

「うろたえるな！」















　と、彼は部下たちと、自分自身に向けて叫さけんだ。

「敵は数だけだ。これをまさに、烏う合ごうの衆と言う!!　おまえらのスコアを伸ばしてくれるだけの、有り難がたいターゲットと思え！」

　双そう方ほうの編隊が、一いつ斉せいに増ぞう槽そうを捨てた。

　切り離はなされたタンクが、銀の魚のように宙を舞まう。

　と──、

　それらの超ちよう々ちようジュラルミン製のタンクが、一いち時どきに破は裂れつし、細かな破は片へんとなる。どちらのタンクも、切り離されると自ら細かく砕くだけてチャフを兼かねる構造になっているのだった。

　レーダースクリーンが、瞬しゆん時じにして真っ白になる。

「有視界戦せん闘とうだけが頼たよりだ！」

　と、サンシローは叫さけんだ。

「ミサイルの誘ゆう導どうも一いつ切さい利きかねえぞ！　レーザー機き銃じゆうだけが武器だ。まさしくドッグ・ファイトよ！　腕うでを信じろ!!　そのために、血ち反へ吐どを吐はいてきたんだろうが！」

　散開し、衝しよう突とつを避さける。レーダーが使用不能となれば、いちばん怖こわいのは味方との接せつ触しよくだ。

「バリオ・ゾナーより編隊各機へ！　テッサー、プラナー、ビオゴンは右！　ディスタゴン、テレテッサー、ホロゴンは左!!　トリオターとビオメターは俺に続け!!」

　無人機の姿は、その直後に来た。

　最初の撃げき墜ついは、双方同時であった。ぶつかり合った機体が、互たがいに四散したのだ。

　単に衝突とも言う。

　しかし、その犠ぎ牲せいは無む駄だにはならなかった。

　飛び散った破片が、無人機の編隊を巻き込んだのだ。

　味方の被ひ害がい一で、敵の損害は実に八十数機──。

　そのうち四機が、有人機であった。




「よくやっていますね」

　と、ハイフェッツ参さん謀ぼう少しよう佐さがスクリーンを見ながら呟つぶやいた。

「とても初めての実戦とは思えませんよ」

「単に敵もそうなんだろう」

　とシゲチヨが言った。なかなかに厳しい。何事も楽観しないのがヤマモト家の血筋だ。

「互ご角かくと言いたいが、やはり数の上での圧あつ倒とう的てき不利は如何いかんともし難がたい……といったところだ。むしろ数の割には、よくやっている……」

　悲痛な表情で、シゲチヨは言った。

「何か案があるかね、カツヤくん？」

「いえ──」

　とカツヤ。

「お任せします……」

「そうだな。こういう殺さつ伐ばつとした局面くらいは、プロの軍人に任せてもらおう。君には劇的な方を、頼たのむ」

「はい」

　今、現実に人の命が消費されている。その現場では、いかなカツヤといえども謙けん虚きよにならざるを得ない。だからと言って必要以上に萎い縮しゆくすることもないのだ。そうでなければ、仮にも惑わく星せい連合宇宙の現役中将が、民間人に指揮権を与あたえたりはしない。それなりのメリットがあるから、戦せん艦かんにも乗せている。

「ここを凌しのげば、後は作戦通りです」

　と、ハイフェッツ参謀少佐は言った。

「ここが……酷こくな言い方ですが、彼らにとっては『命の捨て處どころ』かと……」

「人間とは、実に不公平なものだな……徹てつ頭とう徹てつ尾び」

　シゲチヨが言えばこそ、千金の重みがある。

「しかし、無む駄だには死なせん。断じて──!!」

　決意に唇くちびるを嚙かみ締しめた。

「うまくやっています」

　と、ドミトリー・ハイフェッツ──かの偉い大だいなるイツァーク・ハイフェッツ大将、行方ゆくえ不明にしてなお『現役』扱あつかいで在職中、の孫──は拳こぶしを握にぎり締めながら言った。これがマーシャルアーツのリングなら、その拳を叩たたき付ければすむのだが、今はともかく歯は痒がゆい。死にゆく同どう胞ほうに対し、何もしてやれないという苛いら立だち……。

「あの圧あつ倒とう的てきな数の敵編隊を、主戦場から引き離はなしつつあります。当初の目的は、達成されつつあります……」

「多大な犠ぎ牲せいを払はらってな」

　とシゲチヨ。

「だがどうやら、犬死にではない。見ろ、敵の主力艦隊は裸はだかも同然……」

　まんまと航空戦力を、分断されてしまった。いまや味方と敵、双そう方ほうの主力艦隊の間には、いかなる障害物も存在しない。

「過激な武装宗教集団といえども、やはり戦いくさは素人しろうとだったようだな」

「はい」

「よし、作戦の第二段階だ！」

　シゲチヨは命じた。

「左右から、宙ちゆう雷らい戦隊を突つっ込ませろ!!」

　軽けい巡じゆん洋よう艦かんに率いられた駆く逐ちく艦かんが、敵の主力を左右から挟きよう撃げきする。むろん、その宙雷戦隊の主力兵器は、必殺のタキオン魚ぎよ雷らいである。光より速い魚雷の槍やり衾ぶすまが、右から左から敵主力を貫つらぬく。その光景が、誰だれの目にも浮うかんだ。

　が──、

「敵艦隊！　ワープします!!」

　との報告に、

「む──」

　と、シゲチヨは唸うなった。

「しまった……。敵を見み縊くびり過ぎていたか……」

　正直、これは予想外である。

「ワープアウト座標を割り出せ！」

「は、はい……」

　旗艦である戦艦『伯ほう耆き』のブリッジでは、女性オペレーターが懸けん命めいに座標を算出しようとしている。プロの手並みだが、如何いかんせん惑わく星せい連合宇宙軍の黄金時代の才さい媛えん、たとえばキョンファ・キムだとかカツヤの母であるユリコ・スターだとかの神かみ業わざのようなキーオペレーションには較くらぶるべくもない。平和惚ぼけの代だい償しようは大きい。

「算出……できました……」

　と、顔面をひきつらせて、オペーレーター。

「本艦かん隊たいの、真上です!!」

「なにっ!?」

　ハイフェッツが、文字通り仰ぎよう天てんした。

「そんな正確な、小ワープができるのかッ!?」

　驚おどろくのも無理はない。たかが民間技術、船体は大きくとも、本職の軍艦の性能には及およぶまいと高をくくっていたのである。

「敵の艦隊の性能は、我々に劣おとるものではないらしい……」

　と、努めて冷静に、シゲチヨは言った。

「ついでに、敵指揮官の作戦能力もな──」

　ごくんと、ハイフェッツは唾つばを呑のみ込んだ。次に何が来るか、わかり過ぎるくらいにわかっていた。

「総員、手近な物に摑つかまれ！」

　そう命令するのが、精せい一いつ杯ぱいであった。

「耐たいショック、耐閃せん光こう防ぼう禦ぎよ!!　来るぞ！」

　次の瞬しゆん間かん、数えきれない程ほどのビームの槍やりに貫つらぬかれたのは、惑星連合宇宙軍艦隊の方であった。『討とう伐ばつ艦隊』の呼こ称しようが、一瞬にして失しつ墜ついした。

　全艦かん艇ていの実に三分の二が被ひ弾だんし、三割が瞬時にして撃げき沈ちん、もしくは航行不能となった。

　大混乱である。




「いかん、引き返せ！」

　敵味方入り乱れての空戦の中で、なおかつ戦局を見定めている余よ裕ゆうがあったのはサンシロー・サカイ一人であった。彼はこの日の戦せん闘とうだけで実に三十七機を撃墜するのだが（うち有人機七機）、そんな勝利も一撃でぶっ飛ぶような衝しよう撃げきを受けた。

「盾たてになっても、味方主力を護まもるんだ!!」

　が──、

　翼つばさを返した彼の『閃せん空くう』に従う味方機は一機もいなかった。

　それぞれが数に於おいて数倍する敵機との格闘に、手一杯だったのである。

「くっ……」

　サンシローは深い絶望感に打ちのめされはしたが、頑がんとして諦あきらめはしなかった。彼のプライドが、それを許さない。

「こうなれば、俺だけでも──」

　が、その彼の目の前に、一機の『ゾルテック』戦闘機が立ちはだかる。派手なカラーリングからして、敵の指揮官機だろう。

『なかなかやるな、おまえが撃エ墜ー王スか？』

　と、敵の指揮官からの通信。

『ちょうどよい手すさびだ。ブラック・セラフィムのエース、キヨシ・サナギが相手をしてやろう』

「エースだか何だか知らねえが、そこをどきやがれ！」

　と、この日エースになったばかりの中ちゆう尉いは叫さけんだ。

「てめえなんかと遊んでいる暇ひまはねえんだ!!」

『そうかな？　では遊ばせてもらう……』

　無人機では到とう底てい不可能な機動で、キヨシはサンシローのバックを取った。たちまちその照準に、『閃空』を捉とらえる。キヨシの顎あごに、冷たい微笑ほほえみが浮うかんだ。

「なんだ、口ほどにもない……」

　レーザー機き銃じゆうのトリガーを絞しぼる。

　が、その火線の中に、すでに『閃空』はいない。

『何ど処こを狙ねらってやがる！　俺はここだ!!』

「な──!?」

　いつの間にか、サンシローはキヨシのバックにいる。

『お返しだ！』

　が、サンシローが自信たっぷりに放った一連射も、あっさりと躱かわされた。

　実力伯はく仲ちゆうだ。

「やるな……」

「おまえこそ……」

　こんな時パイロットとは因果なもので、小こ癪しやくなという気持ちと同時に、奇き妙みようなシンパシーをも感じてしまうのだ。ともかく、片手間にどうにかできる相手ではなかった。

「仕方ねえ、相手してやるよ！」

　と、サンシローは叫さけぶ。泣いていた。

「艦かん隊たいのみんな……済まねえ。俺が行ってやれなくてよ!!」

　まあ彼一人が行って、戦せん況きようがどう変わるということもないのだが、やはりサンシローはサンシロー。自分の力を過大に評価する余り、責任も感じてしまう。

『どうか、もってくれ……。こいつを片付けるまで……』




「今ので、相当やられました……」

　と、火災の起きた『伯ほう耆き』のブリッジで、ハイフェッツは言った。

「言わずもがなだ」

　と、額から血を流しながらシゲチヨ。

「本艦の被ひ害がいは？」

「大したことはないようです」

　と『伯耆』艦長のイヂチ大たい佐さ。

「見てくれ程ほどには……」

「私と同じか……」

　と、皮肉を込こめて自じ嘲ちようするシゲチヨ。

「まったく、一生の不覚というやつだな」

「しかし、今のをもう一発喰くらえば──」

「言うな」

　とシゲチヨ。

「士気が落ちる」

「敵艦隊、エネルギー反応高まりつつあり……」

　震ふるえる声で、ブリッジオペレーター。

「第……二撃げきです」

「急速方向転てん換かん！」

「無理です!!」

　と操そう舵だ士し。

「艦隊の大半の艦ふねは、動力系統にダメージを受けています。こんな状態で回かい避ひ運動をすれば、衝しよう突とつ続出です！」

「くっ……しかし、このままむざむざ……」

「その混乱を砲ほう撃げきされたら……今度こそ」

「これまでか……」

　と、シゲチヨは唇くちびるを嚙かんだ。

「このままむざむざ……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、義に兄いさん」

　妙みようにゆったりと、落ち着き払はらった表か情おでカツヤは言う。

「な、何が根こん拠きよだね、カツヤくん!?」

「根拠？」

　と、カツヤは首を捻ひねった。

「義兄さんには、あれが見えないんですか？」

「え──!?」

　目を凝こらし、スクリーンを見る。流星群にも似た、それが見えた。

「あれは、流星……？　いや、違ちがう!!　あれは──!?」

　その言葉が終わるよりも早く、調ちよう伏ぶく船団のうちの何隻せきかが、轟ごう然ぜんと爆ばく発はつした。

「なにっ!!」

　驚きよう愕がくする、司令官カーツ・ウェクサー。

「伏ふく兵へいがいたのか!?」

　惑わく星せい連合宇宙軍のものではない、生物的なシルエットを持つ艦かん艇ていが、凄すさまじい勢いで殺さつ到とうしてくる。数は多くはない。大小併あわせて百か、せいぜい百三十隻といったところだ。だが、猛もう然ぜんと火の箭やを吐はきながら、遮しや二に無む二に突とつ撃げきを敢かん行こうしてくる。指揮官は相当な猛将に違ちがいなかった。

「ラアルゴン艦隊だと……」

　ウェクサーは目を剝むいた。

「何な故ぜこんなところに、ラアルゴン艦隊がいるのだ!?」

　最初から、いたのである。

　ただ、様子を眺ながめていただけなのだ。それが今、突然戦せん闘とうに介かい入にゆう、いや、乱入してきた。もっとも劇的な場面で──。

「デ・ルシオ・ドム見参!!」

　と、旗艦『バルバローメ』のブリッジで彼は叫さけんだ。マントを颯さつ爽そうと翻ひるがえし、その暗あん紅こう色しよくの髪かみを風に靡なびかせ……。

　その効果を演出するため、デ・ルシオがわざわざ、ブリッジの中に大型扇せん風ぷう機きを持ち込んでいたことは言うまでもない。

　彼は生まれついての、役者だった。その点でもカツヤの恰かつ好こうのライバルである。

『恩に着ろよ、カツヤ』

　と彼は言った。















『私のお陰かげで命拾いしたな』

「てやんでえ！」

　と、『伯ほう耆き』のブリッジで拳こぶしを振ふり上げ、カツヤは叫ぶ。

「ここぞというところまで、黙だまってこっちがピンチになるのを待ってやがったな。日ひ和より見みしやがって……」

『悪く思うな』

　とデ・ルシオ。モニターの中で髪が揺ゆれている。

『日和見な性格は、遺伝なのだ』

　いちばんいいところで衆目を攫さらう。それこそが彼のポリシーであった。

「怯ひるむな！　敵は僅わずかだ」

　ようやく形勢を立て直したウェクサーが叫ぶ。

「蹴け散ちらせ!!」

　が、ブラック・セラフィムが攻こう勢せいに転じようとする矢先、

「無理はするな」

　とデ・ルシオは命じた。

「一いち撃げき離り脱だつこそ、我らが身上。撤てつ退たいだ!!」

　現れた時と同じく、嵐あらしのように逃にげるラアルゴン艦かん隊たい。さながら真しん紅くの彗すい星せいである。艦隊には一隻せきの損失もない。

「ははははは……。さらばだカツヤ！」

　戦せん況きよう、ほとんど変化なし。

「何しに出て来たんだ、あいつ……」

　ただただ呆あきれる、カツヤであった。




「ゾクゾクしやがるぜ」

　と、キヨシ・サナギとの激しいドッグファイトを演じながら、サンシロー・サカイは笑っていた。

「親父おやじもきっと、宇そ宙らではこんな気持ちだったんだろうなあ……」

　既すでに双そう方ほうとも、かなり被ひ弾だんしている。しかし、勝敗の帰き趨すうは杳ようとして見えない。腕うではまったくの互ご角かくと言っていい。ただ、戦せん闘とう機きの性能で、『閃せん空くう』が『ゾルテック』よりも、僅わずかに上回っていた。

「弾たまが尽つきやがった……」

　と、トリガーボタンをカチャカチャと鳴らしながらサンシロー。

　レーザー機き銃じゆうのエネルギー残量ゲージをも見忘れるほど、空戦に熱中してしまったようだ。

「奴やつも同じか……」

　やはり一向に撃うたない相手に、サンシローはニヤリとする。

「今日のところは引き分けにしとくか……」

　互たがいに接近する。

　サンシローはヘルメットを脱ぬいだ。

　平航して飛びながら、相手もヘルメットを脱ぐのが見えた。

「結構ハンサムじゃねえか」

　と、北叟ほくそ笑えむサンシロー。

「俺には負けるけどよ」

　相手もそう思っていたとは、露つゆ知らない。

『その機体のエンブレム、忘れんぞ』

　と、キヨシの声が、ノイズ混じりに通信機から飛び込んで来た。

『垂直尾び翼よくに描えがいた、刀と梅干のエンブレムはな』

「日の丸なんですけど……」

　とサンシロー。

「こっちもてめえの機体に描いた、とぐろを巻いたミミズのシルエットは覚えとくぜ」

『蛇へびだ……』

　互いに手を振ふって、右と左に別れる。

「こちらバリオ・ゾナー。残っている奴やつは、集まれ」

　と、サンシローは呼びかけた。

「テッサー、プラナー、ビオゴン……」

　誰も応こたえない。

「ディスタゴン、テレテッサー、ホロゴン……」

　誰も現れない。

　ただ辺りの宙域には、夥おびただしい数の、双そう方ほうの機体の残ざん骸がいが漂ただようばかりだ。通信機からは、それらの破は片へんによって搔かき乱された電波の、空電ノイズばかりがザーザーと虚むなしく響ひびく。

「トリオター、ビオメター、エルノスター……」

　いつしかサンシローは、泣いていた。

「フレクトゴン……パンカラー……ピナタールはいないか？」

　ただただ、沈ちん黙もく。

「トポゴン……オルソメター……プロター……」

　味方のコードネームを片かた端はしから呼ぶ。

　返事はない。

「ひ、独りぼっちになっちめえやがった……。宇そ宙らで独りぼっちに……」

　サンシローは愛機のコックピットに、顔を伏ふせた。

「うう……すまねえ、みんな。俺にもうちょっと、周りを見る余よ裕ゆうがありゃ……。赦ゆるしてくれ。編隊長、失格だ……。うわ～っ!!」

　やおら絶ぜつ叫きようする。

　宇宙空間には、谺こだまもない。




「エンジェル・ケンジ……エンジェル・マサトシ……エンジェル・ピーター……」

　茫ぼう然ぜんと打ちひしがれたのはキヨシも同じだった。双方、二人を残して全ぜん滅めつしたのだ。

　壮そう絶ぜつな相あい討うちだった。

「エンジェル・ラッド……。エンジェル・イグナチオ……エンジェル・タケル……」

　キヨシの声も震ふるえる。

「アークエンジェル・フレッド……アークエンジェル・ミツオ……プリンシパリティー・アキラ……」

　後はもう、ノイズだけだった。

「僕独りか……」

　すうっと、息を吐はく。

「還かえれないな……」

　と、独りごちた。

「もう還る場所が、なくなってしまった」

　独り、指揮官だけがおめおめと生きて還ってきても、ブラック・セラフィムの鉄の規律は、到とう底てい彼を許さないだろう。

「あいつ、なんていったっけ……」

　と、キヨシはサンシローの、一度見たら忘れない顔を思い浮うかべた。

「なんか、敵という気がしなかったな」

　コンソールにある、スイッチを入れる。ランプが点てん滅めつを始めた。

「すまない……。おまえとの次の対決、なくなってしまった」

　点滅が、早まる。

「短かったけど、面おも白しろかったな……」

　少年の笑え顔がおで微笑ほほえむ、キヨシ。

　ピッと、スイッチの入る音。

「ブラック・セラフィムに……栄光あれ！」

　次の瞬間、キヨシ・サナギの乗る『ゾルテック』は、爆ばく発はつ四散した。




「キヨシが……」

　カイ・マサヒコの受けた衝しよう撃げきは、尋じん常じようではなかった。

「キヨシが、自爆……」

　リガで地じ獄ごくを見て以来、施し設せつにいた頃ころからずっと一いつ緒しよに育った仲間であった。『親友』などという言葉では到底括くくれない、想おもい出がある。

「なんでだよ……」

　ボロボロと自然に、涙なみだが出た。

「なんでだよ、なんでだよ、なんでだよ──ッ!!」

　自分が死んだより、もしかすると哀かなしい。

「なんで死んじまうんだよ──ッ！」

「仕方あるまい」

　と、こちらは淡たん々たんとカーツ・ウェクサー。

「個人の手て柄がらを焦あせって味方を全ぜん滅めつさせた罪は重い。生きて還かえっても、粛しゆく清せいされるだけだった……」

「俺が──」

　目に一いつ杯ぱいの涙を溜ため、カイはウェクサーを見た。

「今度は俺が、弁護してやったのに……。たとえ味方を全滅させても、次に誰かの首を持ってくりゃ、いいじゃないか。俺みたいに──」

「泣くな、オーファン・カイ。高級幹部に涙は似合わぬ。それに、どのみちキヨシのピュアな心は、手塩にかけた部下を全滅させたという良心の呵か責しやくに、耐たえられなかったのだ。彼は自分の意志で自分を裁いた。それだけのことだ」

「やりきれねえよ！」

　とカイ。

「そんなの、ありかよ……」

「今は──」

　と、目の前の敵艦かん隊たいを見る。

「その怒いかり、奴やつらにぶつけてやるのだな」

「言われなくても──!!」

　カイは涙なみだを拭ぬぐい、立ち上がった。

　スクリーンを見み据すえる。

「てめえら全滅だ。儘ことごとく宇宙の塵ちりと、消えてなくなれ！」




「な、なんか敵の攻こう撃げきが、再び熾し烈れつになってきたなあ……」

　と、辟へき易えきしながらカツヤ。

「そのようだ」

　とシゲチヨ。

「また三十隻せきほど、沈しずんだ……」

「ねえ義に兄いさん」

「ん？」

「もしかしてこれって、絶体絶命と言いませんか？」

「そうとも言う……」

　戦せん況きようは、どう見ても不利だった。

「デ・ルシオの奴も、あんまりあてにできねえしなあ……」

　もう他力本願はやめて、自分の頭で考えるしかなかった。カツヤの自じ称しようＩＱ二四〇の脳のう細さい胞ぼうは、猛もう然ぜんたる勢いで空回りを始めた。空回りというところが、哀かなしい……。

「なんかいい知ち恵え、ないかなあ……」

「高速飛行物体、接近！」

　と、オペレーターが叫さけんだ。

「もっと具体的に!!」

　と、ハイフェッツが叱しつ咤たする。

「は、はい……。連れん絡らく用ようカプセルのようです。人間一人、乗れるくらいの大きさの……。敵艦かん隊たいから、撃うち出されました」

「カプセル？」

「降こう伏ふくしろという、使者かな？」

「まさか──」

　とカツヤ。

「奴らが生きて降伏することを、認めるはずもない……」

「では……」

「中身はおおかた、猛毒のセラフィム・ダストか何かだろう」

　とカツヤは言った。

「あのカプセル一個の量があれば、楽に惑わく星せいひとつ分の全生命を、根絶できる」

「砲ほう撃げきして破は壊かいしてしまいますか？」

　イヂチ艦長が尋たずねた。

「それがよさそうだ」

　とシゲチヨ。

「砲撃準──」

『待ってくれ！』

　カツヤが命令しかけた時、不意に聞き覚えのある声が通信機から飛び込んで来た。

『撃たないでくれ、カツヤ！　僕だ』

「ケン!!」

　ぱっと明るくなる、カツヤの表情。

「砲撃やめ！」

　慌あわてて命ずる。

「無事だったか！」

『ああ……』

　宇宙の塵ちりにならずに済んで、ほっと安あん堵どした声のケンである。

「撃うたずによかったな。あいつの親父おやじは大だい富ふ豪ごうだ。大損するところだったぞ」

『それはないだろう……』

「おまえ一人か、エドは？」

『エドは──』

　不意に沈しずむケンの声。

「まあいい、話はゆっくり聞く。回収用意！」

　カツヤは命じた。いまやすっかり、艦かん隊たいは彼の私物だった。














第六章　来世を信じますか









「カッツ、おまえは──」

　実になんとも、信じられないという表か情おでゴロン・イノセントはカッツ・モリガンを見た。

「キムタークの、忠実な部下だと思っていた。そして、私の思い違ちがいでなければ、キムタークは私のことが大だい嫌きらいだったはずだ。違うか？」

「違いません」

　と、カッツはあっさり認めた。

「私の見識通りであれば、チェラブ・イノセントもまた、キムタークさまが大嫌いであったはず……」

「その通り！　だから面めん食くらっているのだ」

　と、イノセント。

「何なに故ゆえにキムタークの腹心であるおまえが、キムタークの意に反するような行動を取るのだ。納なつ得とくのいく説明を頼たのむ」

「キムタークさまの意に反することであろうと、結果としてキムタークさまの為ためになると思えば──」

「敢あえて密告もするか……。しかし、それがどうしてこの私なのだ？　教えてくれ」

「チェラブ・イノセントは、キムタークさまの最大のライバルです」

「私はともかく、向こうは勝手にそう思い込んでいるようだが……」

　歯し牙がにもかけていない風を努めて装よそおいながら、イノセント。

「ま、そういうことにしてやってもよい」

「逆に言えば、あなたなら、馴なれ合いから最も遠い人物と思えばこそ──」

「なにやら、由々しき事態のようだな」

　それはそれで面おも白しろいと、イノセントは興味を惹ひかれた。

「聞こう」

「はい」

　カッツは証しよう拠この品を、テーブルの上に乗せた。

「キムタークさまが持っておられました。着き替がえの時、私が──」

「懐ふところ刀かたなは、侮あなどれんな……」

　と、懐刀を持たないイノセントは嘆たん息そくして言った。

「心臓に最も近い位置にいる。刃やいばもある。反逆されたら、これほど怖こわい物はない。どうだカッツ。キムタークを見限って、この私に付かんか？」

「ご冗じよう談だんを」

　と真顔でカッツ。

「それに、あなたに付けば今度は私が「あなたの『懐刀』になる訳ですが……」

「やめておく」

　と、微笑ほほえむイノセント。

「こんな趣しゆ味みの悪いペンダントを、奴やつがなあ……」

「違ちがいます」

　と、カッツ。

「それは、プリンシパリティー・エドかプリンシパリティー・ケン、おそらくはエドの落とし物です」

「あの目立つ二人組か……。拾しゆう得とく物ぶつねえ……」

　手に取る。

「どうぞ、お改めください」

「うむ……」

　何気なく、ペンダントトップのロケットを開いたイノセントが絶句する。

「マリア……」

「そう見えますか。やはり……」

「これだけはっきりとした面おも影かげがあれば、間違えようもない。どういうことだ」

「幼おさな馴な染じみというやつでしょう」

「考え得る可能性は、奴は偽ぎ装そう入信者ということです」

「スパイか？」

「公的なら、そういうことになるでしょう。しかし、この写真を見る限りは私的な、それも極きわめて私的な偽装入信者のように思えます」

「いずれにせよ、放置できん！」

　と、語気荒あらくイノセントは言った。

「いかにキムタークが気に入って召めし抱かかえたとはいえ、このような危険分子を飼うとは、いかで看過できようか!!」

「私もそう思います。しかし、キムタークさまは今しばし、様子眺ながめのおつもりなのです」

「よく報しらせてくれた。礼を言うぞ、カッツ……。と、私に言われても嬉うれしくはあるまいがな」

「いえ──」

「いずれにせよ、遅おそければおまえの敬愛するキムタークにも累るいが及およぶところだった」

　そう言って、もじゃもじゃの金きん髪ぱつに細い指を入れた。興奮した時の、イノセントの癖くせなのである。

「お人好よしのキムタークは、あの二人を泳がせ、あわよくば自らの手て駒ごまにするつもりだったのだろうな。場合によっては、使えると──。しかし、事が公おおやけになればキムタークは降格ものだ。それだけならよいが、スパイを匿かくまえば最悪──。ま、軽くても後こう継けい者しやの資格を自ら放ほう棄きする訳だ。私は一向に構わぬが……。要するにカッツよ、おまえは上官に叱しつ責せきされることは覚かく悟ごで、上官の危機を救いたかったのであろう？」

　軽く頷うなずく、カッツ。

「見て見ぬふりは……できませんでした……」

　複雑な表情だった。

「褒ほめてやろう。私を選んだ、君の見識は正しい！」

　得意満面である。

「私はキムタークほど、甘あまちゃんではない。プリンシパリティー・エドを問い詰つめる」

「ケンを取り逃にがしたのは、残念でした」

「エドを呼べ。何喰くわぬ顔でな」

「呼んで、いかが致いたします」

「私の手で、詰きつ問もんしてやる」

「容易に口を割るでしょうか？」

「その時は、拷ごう問もんだ」

　実はそれが、密ひそかな悦たのしみであったりする。

「それでも口を割らなかった時は？」

「私の拷問で、一時間以上持ち堪こたえた奴やつはいない。白状するか、死ぬか、白状した後で死ぬかだ……」

「白状しても、死ななかった奴は？」

「殺す」

　冷れい徹てつに言い放つ。

「しかし、口を割らずに死なれては困ります。この件だけはうやむやにしたくない……」

「何かよい考えがあるのか？　カッツ」

「はい。私めに妙みよう案あんが──」

　そう言って、北叟ほくそ笑えむ。

「わかった」

　と、従順だけが取り柄えと思われたこいつにも、こんな一面があったのかと、イノセントは驚おどろきを隠かくせない。これは案外、本当に危険な懐ふところ刀がたなかも知れない。

「おまえのその妙案とやらを、あてにさせてもらおう」

「はい……」

『思い知れ、エド』

　と、カッツは思った。

「私よりもキムタークさまに近付こうとする者は、誰だれであろうとこうなるのだ」




「こんな所に呼び出して、何をくれるんですか？」

　と、エドは言った。

　宮きゆう殿でんの、もっとも高い尖せん塔とうの天てつ辺ぺん、よくある石造りの部屋である。

　埃ほこりと黴かびと、微かすかに血の臭においが鼻を突つく。

「いい物をくれてやろう」

　と、右手に革かわの鞭むちを持ったゴロン・イノセント。左手の腹をひたひたと叩たたく。

「噓でしょう」

　とエド。

「『化けの皮を剝はがしてやる』って、顔にそう書いてありますよ」

「その通り……」

「察するに──」

　螺らせ旋んの石段を数百段も昇のぼる途と中ちゆうでエドは、さすがに感じていた。この石段は、昇っていった奴やつの方が、自分の足で降りてきた者よりも圧あつ倒とう的てきに多いと。何な故ぜなら、右側の手て摺すりだけが手て垢あかに光っていたのに、左側の、つまり降りる時に体を支える方の手摺は綺き麗れいなままだったからだ。

　しかし、逃にげることは即すなわち、相手に口実を与あたえるだけだった。どのみちこの惑わく星せいからは逃のがれられない。マチコのいる場所から逃げるつもりもなかった。

「ここは拷ごう問もん部屋ですか？　チェラブ・イノセント、あなたの趣しゆ味みの……」

「その通り」

　と頷うなずくイノセント。

「おまえは何者だ、プリンシパリティー・エド」

「ただの通りすがりの、敬けい虔けんな信者です」

「偽ぎ装そう入信のな」

「入る時はともかく、最近じゃけっこう本気だったんですが……」

　と、平然とエドは言った。自分でもどうしてここまで堂々としていられるか、不思議だった。エドの中にそういう強さは、確かにある。しかし、こういうケースではやはり身を守る盾たてにはなりそうもなかった。

「それに、お布ふ施せの額じゃ、そこいらの高級幹部には負けませんよ。たぶんイノセント、あなたにもね」

「これを見ても、減らず口が叩たたけるか？」

　そう言って、あのペンダントを差し出す。

「あっ、よかった！」

　と、驚おどろきよりもむしろ喜びがまさった。

「それ失なくして、どうしようかと思ってたんだ!!　見付けてくれたんですね。ありがとう……」

　手を差し延べる。その手をイノセントの鞭むちが、ピシッとはたいた。

「つ──」

　一見何の変へん哲てつもない鞭だが、叩かれるとひどく痛い。手の甲こうが赤く、ミミズ腫ばれになっていた。

「痛いなあ……」

「なるほど」

　と、イノセントは頷うなずいた。

「これでわかった。あのキムタークが何な故ぜ、危険は承知の上で、薄うす々うす正体に感付いていながらそれでもなお、おまえを手元に置いておきたいと思ったのか……」

　自分でさえ、キムタークの立場であればそうしていたのではないか、度胸といい奇き妙みような人ひと懐なつこさといい、エドは人をそういう気分にさせるのだ。

「だが、ますますおまえは組織にとって危険な人間だということがわかった。捨て置けぬ」

「で、どうする？」

「正直に吐はけ！　マリアはおまえの──」

　再度、鞭が唸うなった。

「なんなのだ!?」

　膝ひざの裏側に激痛が走る。エドはがっくりと膝を突つき、苦痛に歪ゆがんだ表情でなお、イノセントを睨にらんだ。

「ひどく痛えぞ！」

「そうだろうそうだろう……」

　満足そうに頷くイノセント。この美少年は、実は尋じん常じようでないサディストだった。

「メイズビル産トカラサボテンの棘とげを埋うめ込んであるからな……。立てまい」

「……悔くやしいが、その通りだ」

　痛いのを通り越こして、痺しびれてきた。

「屈くつ強きような男でも、その激痛には二、三発で音ねを上げるぞ。おまえはどうかな？」

「叩たたいてみろよ」

　とエド。

「おまえの予想通りにゃならねえから……」

「そういう意地っ張りも、何人かいたな」

　と、詰つめ寄る。

「しかしせいぜい、五発が限度──」

　今度は左肩かたに、灼やけ付くような痛みを覚えた。

「どんな奴やつでも五回も叩けば、泣いて赦ゆるしを乞こうんだ」

「俺が泣くところを見て、楽しいか？」

「ああ、楽しいね。ぞくぞくする」

「ふうん……」

　エドは微笑ほほえんだ。

「つまんねえ奴」

「この期ごに及およんで気取ってんじゃねえよ、おめえ、このスパイがよ」

　背中に、鞭むちの乱打。

「早いとこ全部ゲロして、赦しを乞いやがれ!!」

「……だから、そうはならない」

　と、さすがにイノセントが息切れするのを待って、エドは言った。法衣の背中は裂さけ、半死半生の体ていたらくだが、それでも眼光は失わなかった。

「おまえ……よくそれで生きているな」

「鍛きたえ方が……違ちがうからね」

　とエド。

「おれはそう簡単には泣かない。おまえみたく──」

「私がいつ泣いた？」

「おととい……」

　とエド。

「雷かみなりの晩──」

「……確かに。だが見られた訳ではない」

「見たも同じさ」

　エド、精せい一いつ杯ぱいの微笑み。

「今、鞭を振ふり回している時のおまえの顔……泣いてたぜ」

「まだ言うか！」

　エドの額が割れた。

「……けっこう人間的だったぜ。おれは好きだな」

「私もおまえが……嫌きらいではない……」

　何な故ぜかハンカチを差し出す、イノセント。

「血を拭ぬぐえ。しかし、見み掛かけによらず、タフだなおまえ……」

「これでも……四分の一ラアルゴン人なんだ」

「割りに合わん！」

　憮ぶ然ぜんとした表情で、イノセント。















「あれだけ叩たたいて、引き出せた自白がそれだけとは……。おまえは容易には白状せぬ。カッツの言った通りだ」

「ほう……カッツが」

　思わず自白してしまった。暴ばく露ろしてしまった情報の重さでは、どう考えてもイノセントの方が重い。

「おまえと……キムタークとは犬けん猿えんの仲だと思ってたがねえ……」

「スパイが相手とあらば、手も組む」

「そうかな……」

「ああ。おまえがそこまで強ごう情じようであれば、仕方がない。カッツの提案を呑のもう」

　指を鳴らす。

　石造りの扉とびらが開いて、カッツが現れた。

「おまえの勝ちだ」

　とお手上げだという顔で、イノセントはカッツを見た。

「あと二、三発で白状するとは思うのだが、それをやるとこいつが死んでしまいそうなのでな」

「そうでしょう」

　と得意げにカッツ。

「私は人を見る目はあるのですよ」

「だからキムタークに付いていると？」

　イノセントの問いかけに、カッツは曖あい昧まいに微笑ほほえんで言葉を濁にごした。

「何か言うことはありますか？」

　と、カッツは足元に転がっているエドを見下ろしながら尋たずねる。

「今ならまだ、浄じよう化かされるだけで済みますよ」

「……ないね」

　と、負け惜おしみでなくエド。

「今をときめく……ブラック・セラフィムに……潜せん……入にゆうするんだから、な……。覚かく悟ごはしていたさ」

「いい心掛がけです。しかし、いつまでその余よ裕ゆうが続きますか」

「……死ぬまで」

「それで勝ったことに、なるのですか？」

「少なくとも、おまえは悔くやしがるだろ。スッポンのカッツよ」

「スッポン？」

　眉まゆをしかめる。

「ああ」

　喘あえぎつつ、頷うなずく。

「愛あい嬌きようのある顔だが、喰くい付いたら……しつこい。でも雷かみなりに弱い……スッポンだ」

「下品な冗じよう談だんです」

　とカッツ。ペッと吐はいた唾つばが、エドの頰ほおに。

「そちら……こそ、お上品な……ことで……」

「まあいいでしょう」

　と、足蹴げにしておいて振ふり返る。

「これを見ても、まだ、そう言えますか？」

　ゴゴゴと唸うなりを立てて、隔かく壁へきが動いた。壁かべの向こうにもうひとつの部屋がある。意外に大きい。無理をすれば十数人は詰つめ込める部屋だ。そして実際に、無理やりに十数人が詰め込まれていた。

「おまえたち……」

　その光景を見て、エドの心臓は凍こおり付いた。

「プリンシパリティー・エド……」

　と、ヒカル・ドルトムントが言った。

「ごめんなさい。僕ぼくたち……」

「謝あやまる必要はない」

　とイノセント。

「裏切り者エドだ。知らずに仕えていたとはいえ、おまえたちも同罪だ」

「やめろ……」

　と、エドは転がったまま、低く唸った。

「俺おれが死ねば、いいんだろう……。こいつらには、やめてくれ……」

「効果てきめんだな」

　と、驚おどろきの表情でカッツを見るイノセント。

「ここまで劇的とは……」

「言った通りでしょう」

　と、勝ち誇ほこるカッツ。

「要は、北風と太陽ですよ。無理に白状させようとしても駄だ目めなんです。自ら進んで白状したくなるような状じよう況きようをセッティングしてやればよいのです」

「何が『北風と太陽』だ。ふざけるな！」

「おや、まだこんな元気があったとは──」

　自分の足にまとわりついてくるエドを振ふり払はらいながら、カッツ。

「言いたいことなら、言ってしまいなさい。少しは喋しやべれるうちにね」

「俺に言わせりゃ、『ブリザートと白はく色しよく矮わい星せい』だ。それでもまだ、ブリザードの方は許せるがな……」

　エドは身を捻ひねって少年信者たちを見た。

「おまえたちは……悪くない。信じた男が、悪かったんだ。すまん……」

　泣いていた。

「で、どうしますか？」

　とカッツ。

「白状しますか？　状況を、ようく見てくださいよ」

　少年信者たちは透とう明めいな床ゆかの上に裸足はだしで立たされていた。鼻血を流している少年もいる。床の下は、数十メートルの奈な落らくだ。宮きゆう殿でんの城じよう壁へきを取り巻く激流が、彼らを待つ。

「このスイッチで……」

　と、リモコンを手にカッツは言う。

「可愛かわいいあなたの『信者』たちは、神の奇き跡せきに身を委ゆだねることになる。もっとも、彼らには神も愛あい想そを尽つかすことでしょうが──」

「今ほど雷かみなりに鳴って欲ほしいと思ったことはねえ！」

　とエド。

「何な故ぜ鳴らないのか、不思議でたまらん。本当に……神とやらがいるなら……」

「言葉に気を付けろ！」

　イノセントの鞭むちが唸うなった。

　エドは寝ね返がえりを打ち、呻うめいた。

「やめてくださあい！」

　ヒカルが叫さけんだ。少年たちが唱和する。

「僕たち……どうなってもいいです。これ以上エドを責めないでください……」

「慕したわれているのう」

　とイノセント。

「見苦しい茶番なりに、涙なみだを誘さそうぞ。私は泣かんがな」

「おまえたち……」

　精せい一いつ杯ぱいの微笑ほほえみで、エド。

「哀かなしいこと言うな……。俺は自分のドジで、死んでいくんだよ。おまえたちを巻き込んで、済まなかったな……」

「で、そのドジなのは何ど処このどいつだ？」

　詰つめ寄るイノセント。

「ジャスティ・エドワード・ウエキ・ハス・ヤマモト・タイラーⅢ世……」

「う──」

　あまりなことに、イノセントとカッツは互たがいに顔を見合わせ、絶句した。

「タイラー……タイラーなのか、おまえも……」

「祖父は元大統領、もう一人の祖父は退役元げん帥すい、母は現役元帥、父は中将だ……。満足したか。狂きよう信しん者じやども！」

「……ヤーヴェに、報告の義務があるな……」

　とイノセント、既すでに状じよう況きようは、彼らの手には負えない。

「こいつ、意外な大物だった……」

「ええ。あっさり殺すという訳にはいかないようですね」

「殺せよ」

　エドは唸うなった。

「ひと思いに殺せ。でないと……俺は必ずおまえらを殺してやるぜ。特に──」

　と、カッツを指差す。

「おまえは、な」

「やってみなさい」

　そう言って、カッツはエドを踏ふみ付けにする。

「まだ言いますか？」

　呻うめくエド。

「やめてくださあい!!」

　少年たちが叫さけんだ。

「エドは……いい人なんですう！」

「いいや、悪い人だね」

　と、カッツ。

「罰ばつは当然です」

　蹴ける。肋ろつ骨こつが折れた。エドは歯を喰くい縛しばって耐たえる。

「私とキムタークさまとの間に入る者は、何があろうと──」

　本気で蹴り殺そうと、カッツは足を振ふり上げた。顔に似合わず、彼は屈くつ強きようだった。惑わく星せいサッカーリーグのエースストライカーも務まる程ほどの脚きやく力りよくだった。

「こ、殺すな……」

　と、弱々しく制したイノセントだが、すっかりカッツの殺気に呑のまれてしまっていた。

「殺さないほうがいい……後々……」

「いいえ」

　と、カッツ。

「僕は殺したいです」

　もし、彼を止められる唯ゆい一いつの漢おとこがこの場に現れなかったら、エドはどうなっていたかわからない。

「よせ」

　と、低く叫ぶ声に、カッツは『雷かみなりに撃うたれたように』右足を振り上げた姿勢のまま、その場に凍こおり付いた。

「蹴るな。カッツ」

「キムターク……さま……」

　信じられないという顔で振り向くカッツ。

「どうして……」

「私の目を節穴と思ったか」

　つかつかと歩み寄るキムターク。

「キムターク……」

　驚きよう愕がくのゴロン・イノセントをあっさりと無視して、キムタークはカッツに近付き、いきなり平手でその頰ほおを張はった。

　ぱあんと、やけに甲かん高だかい音がした。音だけで痛そうだ。

「私に恥はじをかかせたな、カッツ」

「しかし、それはキムタークさまのため──」

　返す平手が、再び音を立てる。

「私には私の、考えあってのこと……。水すい泡ほうに帰してしまったわ。その罪は重いぞ」

「…………」

「おまえの顔など、もう見たくない」

「あ……ああ……」

　カッツはぶるぶると震ふるえ、紙のような顔色になった。キムタークにそう言われることは、彼にとっては死にも等しい。否いや、死ねと言われる方が楽だった。

　がっくりと、その場に崩くずれ折れる。

「チェラブ・イノセント……」

　と、今度はイノセントに向き直った。

「全すべての非は、私にある。この漢おとこを敵と知りつつ、飼かっていた罪は潔いさぎよく負うつもりだ」

「と、当然だな……」

　気け圧おされるイノセント。役者が違ちがうという感じだ。

「ヤーヴェはお怒いかりだぞ……」

「覚かく悟ごの上……」

　それ以上イノセントに関かかわることなく、今度はエドに歩み寄った。跪ひざまずき、手を取る。

「やられたな」

「まあね……」

　と、片方塞ふさがった目で、微笑ほほえむエド。苦痛に顔が歪ゆがむ。

「なんかおまえ、いい漢だな……」

「ありがとう」

　微笑むキムターク。

「そうありたいと思っている」

「今なら素す直なおに……部下になってもいいぞ……って遅おそいか……」

「そうでもない。しかし、責任は取ってもらう。潜せん入にゆうしたことに関してではないぞ、ヘマをしたことに関する責任だ。それと──」

　少年信徒たちを見る。

「彼らを悲しませた責任だ。これは重いぞ」

「わかってる……なあ」

「ん？」

「俺が責任を……ヘマの責任を取るのは当然のことだが……こいつらは、お咎とがめなしにしてくれや」

「わかった」

　微笑みつつ、頷うなずくキムターク。目が限りなく優やさしい。

「私の名にかけて、彼らを咎めたりはせぬ……これでいいか？」

「満足だ」

　とエド。

「それより……俺のせいでおまえまで責任を取らされそうで、悪かったな」

「気にするな。だが、ひとつ聞いていいか？」

「ああ」

「マリアは……おまえの何だ？」

「マリア……マチコは──」

　と、エドは言った。

「俺の全部だ」

「納なつ得とくした」

　とキムターク。

「強敵になるところだった……」

「エド！」

　少年たちが、泣きながら抱だき付いた。

　カッツは、まだ震ふるえている。

　イノセントは枯かれ木きのように立ち尽つくしていた。

「好かれたもんだ」

　とキムターク。

「私でも、とてもこうはいくまい……」

「おまえたち……」

　少年たちの頭をひとつひとつ撫なでながら、エド。

「馬ば鹿かな上司を、赦ゆるしてくれ……」

「エド……」

「エドさん……」

　実の兄でも裸足はだしで逃にげ出しかねない程ほど、彼らはエドを慕したっていた。

「結局、おまえらが俺にとっていちばんの財産だ……。強く生きるんだぞ」

　這はうようにして、立ち上がるエド。

「自分の始末くらい……自分で付けてやる！」

　その手にはいつの間にか、床ゆかを開閉させるリモコンが握にぎられている。

「エド！」

　キムタークが、エドの真意に気付いた時は遅おそかった。

「馬鹿なことはやめろ!!」

　振ふり向いたエドが、

　ニッ

　と笑った。

　スイッチを入れる。

　透とう明めいの床が左右に開き、奈落がエドを呑のみ込んだ。

「エド────ッ!!」

　キムタークの絶ぜつ叫きよう。

　吹ふき上げる風が、彼の髪かみをなぶった。

　眼下は絶ぜつ壁ぺきと急流である。あの体で助かる見込みは限りなくゼロに近い。奇き跡せきが一時に三つか四つでも起きねば、到とう底てい……というレベルであった。

「エド～！」

　泣きながら後を追って飛び込もうとする少年たちを、キムタークは体を張って止めねばならなかった。

「馬ば鹿か！」

　と、その頰ほおに次々平手打ちを加える。一いつ瞬しゆん、彼らに押おされて自分が落ちそうになった。

「飛び込んでどうなる！　奴やつの気持ちを無む駄だにはするな!!」

「エド……」

「エドさん……」

　穴の縁ふちから激流を見下ろし、涙なみだする。

「どうして……」

『恐おそろしい奴だった』

　と、心底キムタークは思った。

『こいつらは、躊躇ためらうことなくエドの後を追おうとした。仮に俺が死んだとて、後を追おうとしてくれる奴が何人いるだろうか……』

　微かすかな嫉しつ妬とすら感じる。

「死ぬなよ、エド……」

　と、キムタークは呟つぶやいた。

「おまえが消えると、宇宙の灯ひが消える……。それにこの俺には、一人くらいは宿命のライバルというやつも必要なのだ」




「まったく、よく寝ねちゃって……」

　と、シン・カトリは微笑ほほえんだ。焚たき火びの横で寝返りを打つエドを眺ながめて、満足そうに呟く。

「しっかし、あれだけのダメージを受けて死なないんだから、ひょっとして本物かな。助け甲斐もあるってもんだよ」

「うう……」

　意識のないまま、呟くエド。その寝顔は、あまりにも幸福そうだった。

「……くすぐったいよ……やめろよ……マチ……コ……」

「助けない方がよかったかな？」

　とシン。

　彼はマリアの本名を知らない。

「何考えてるんだろうね。でも、まあ、これでいつぞやの借りは返したよ。君は、僕とカイくんを撃うたずに逃にがしてくれた……」

　当のエドは、そんな小さな『貸し』のことなど忘れているかも知れない。




「エドが……」

　と、イノセントからの報告に、マリアは小こ脇わきに抱かかえていたワーズワーズの詩集を落とした。

「エドが……あの夜私を保護してくれた若者が死んだのですか……」

「絶望的かと──」

　畏かしこまりながら、下を向いて北叟ほくそ笑えむイノセント。

「しかし、あの漢おとこはタイラーめの孫で、スパイでした。非ひ業ごうの死も当然かと……」

「口を慎つつしみなさい、イノセント！」

　きっとなって彼を睨にらむマリア。

「死は死です。すべての生が逃のがれ難がたい厳げん粛しゆくなもの──」

「御ぎよ意い……」

「特に、来世を信じない者にとっての死は、宇宙の滅めつ亡ぼうと等価なのです。悟さとったことで来世を得た私たちとは、違ちがうのです……」

「畏おそれながらマリア……。それは凡ぼん夫ぷの思想ですぞ」

「凡夫には凡夫の幸福があってよい……。悟らぬ自由もあるはずです」

「賛同は致いたしかねますが……御意」

「イノセント」

「は……」

「キムタークには、一いつ切さいの科とがなきように……。私からもヤーヴェにはお願いしておきます」

「……御意」

　それこそ不承ぶしょう、イノセントは頷うなずいた。

『あれで……お咎とがめなしか。到とう底てい納なつ得とくできん！』

　とは思っても、未来の妻──と、彼は勝手に決めていた──の意向には逆らうべくもない。

『キムタークも、命いのち冥みよう加がな奴やつよ……。しかし、今回の件は奴の査定に決定的なマイナスとなったはずだ。これで私がヤーヴェになることは、決まったな……』

　本当に、何も状じよう況きようがわかっていないのは、彼であろう。




「いい加減起きれば？」

　と、昏こん々こんと眠ねむり続けるエドを横目で睨にらみながら、シン・カトリは退たい屈くつしきっていた。

「寝る子は育つって言うけどさ、図ずう体たいばかり育ち過ぎても、僕みたいになっちゃうよ」

　エドは相変わらず、健すこやかな寝息。

「起きろ！」

　蹴け飛とばそうとして、思いとどまる。

「助けるんじゃなかった……かな」

　再び焚たき火びの側そばに、座すわり込んだ。

「君を守れって、カイくんに頼まれたんだもんね。カイくんの命令でなかったら、誰が助けたりするもんか……」

　そう呟つぶやいて、想おもいを馳はせる。

「カイくんは今いま頃ごろ、戦場かあ……。どうなったかな？　いや、きっと大勝利に決まっているさ。なにしろカイくんは、艦かん隊たい戦せんの天才だもんね。ブラック・セラフィムに、栄光あれだ」

　その横で、エドはまたひとつ、寝返りを打った。

　この時に負った全身の傷は、彼の生しよう涯がいの勲くん章しようとなる。














第七章　輝かがやく勝利は、好きですか









「そうか……」

　と、エドと別れるまでの一部始終を超ちようダイジェストで聞き終わって、カツヤは頷うなずいた。

「それでケン、おまえは俺おれを殺しに来たってわけか？」

「違ちがうよ」

　とケン。

「『浄じよう化か』しに来たんだよ」

　微笑ほほえむ。

「ちょっといただけで、かぶれやがって」

　とカツヤ。

「宗教ってのは、ホント怖こわいねえ……」

「呑のん気きに構えている時ではないぞ」

　とシゲチヨが言った。

「あ──」

　また一隻せき、巡じゆん洋よう艦かんが爆ばく発はつしたのである。

「もうこちらは、四百隻を割ってしまった……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　と、やけに自信たっぷりのカツヤ。

「ケンの話を聞いて、勝算が湧わいてぎました」

「しかしだね……」

「ハイフェッツ少しよう佐さ」

　と、カツヤは義ぎ兄けいをあっさりと無視した。やはりタイラー家の人間は、ヤマモト家の人間をないがしろにしてしまう。

「目には目をと、いこうじゃないか。小ワープの準備を、生き残った全ぜん艦かん艇ていに指示しておきたまえ」

「はっ！」

　敬礼するドミトリー・ハイフェッツ参さん謀ぼう少佐。

『何を俺は、こんな軍人でもないガキに敬礼しているんだろう？』

　と、敬礼しながら彼は、自分でも不思議だった。

『ま、いいか……。自然に敬礼したい気持ちになるんだから……。不思議な若造だ』

　やはりこれも『血』の為なせる業わざであろうか。

「小ワープ準備……」

　暗号化した発光信号で、全艦に伝達される。

「座標はどうします？」

「奴やつらと同じさ」

　とカツヤ。

「真上に陣じん取れ」

「なにぶん損傷艦が多いので、あまり正確には……」

「とにかく奴らより『上』だ。艦隊水平面の、鉛えん直ちよく方向だな。だいたいでいい」

「はい」

「それと、ワープアウトしたら、即そく砲ほう撃げきだ。そのためのエネルギーは残しておくように」

「ワープ直後の砲撃では、あまりパワーは望めませんよ」

「いいんだ」

　と、カツヤ。

「とにかく派手にだ。派手ならよろしい。そこからはお楽しみだぞ。イッヒッヒ……」

　何やら楽しそうな、カツヤ。

『この人は──』

　と、ドミトリー・ハイフェッツは思った。

『ひょっとして、天性の……あ、いや、即そく断だんはよそう』

　どうせ十数分後には結果は出るのだ。全ぜん滅めつか、それとも──。

「さてと……」

　カツヤは提てい督とく用ようの椅い子すに、どっかと腰こし掛かける。本来はシゲチヨの椅子である。いとあわれ。

「そろそろ本気、出しますか」

「その前に──」

　と、ケンがつかつか、その椅子に歩み寄った。

「いちおう命、貰もらいます」

　そう言って、

「ぐっさ～っ！」

　と、刺さす真ま似ねをした。

「うわ～、やられた～！」

　と、大おお袈げ裟さにのけぞるカツヤ。

「なんじゃこりゃ～っ!?」

「はい。おしまい」

　と、微笑ほほえむケン。

「任にん務む終しゆう了りよう。これで奴やつらに、借りはなくなった」

　ブリッジの中に、苦く笑しようが漏もれた。

　堅かた物ぶつで知られたイヂチ艦かん長ちようまでが、思わず笑っている。

　沈しずみがちだったブリッジが、パッと明るくなった。

『凄すごい……』

　と、ハイフェッツ。

『一いつ瞬しゆんで、負け戦いくさのムードを……』

「さあ、ブワ～ッといこう！」

　とカツヤ。

「小ワープ！　ブラック・セラフィムから今までのツケを、まとめて取り立てるぞ！」

「諒りよう解かい!!」

　帽ぼう子しの庇ひさしを、ぐっと引き下げるハイフェッツ。すっかりその気だ。

「何処いずこへなりとお供致いたしましょう、タイラー番長」

「番長って、誰だれ？」

　とケン。

「俺のこと」

　と、自分を指差し、得意げなカツヤ。

「そりゃまた、アナクロで……」

　呆あきれつつも、感心するケンであった。

「しかし、誰よりもカツヤらしい……」

「だろ」

「ワープします!!」

　とイヂチ艦長。

「よし、命預けろ！　利子は倍にして返す!!」

　頼たのもしい限りのカツヤ。

　単に戦果でならあの父親すら凌りよう駕がする天才戦略家の、これが初うい陣じんとなる。

　艦かん隊たいは一いつ斉せいにワープアウトする。ブラック・セラフィム調ちよう伏ぶく船団の、ほぼ直上だ。

「何をするつもりだ……」

　と、カーツ・ウェクサー。

「我々の猿さる真ま似ねでしょう」

　とカイ・マサヒコ。

「目には目をってことじゃないでしょうかね。しかし、数が違ちがいますよ。あの戦法は、こちらの数が敵の倍いないと、効果がない……。そんなことにも気付かない程ほど、敵の司令官はぼんくららしい」

　笑っていた。

『カツヤ・タイラー……、俺の買い被かぶりだったか……』

　不ふ揃ぞろいな艦隊が、一斉に艦首を下に向ける。

「だから、その戦法は通用しないんだよ！」

　とカイ。

「まったくだ」

　頷うなずくウェクサー。

「それに、何ど処こを狙ねらってる。見当外れもいいところじゃないか……」

「え──」

　惑わく星せい連合艦隊の照準は、ブラック・セラフィム船団ではなかった。ただ、ある一点を狙っている。しかも、その照準の先には、何も存在しないのだ。

「何を……するつもりだ。カツヤ……」




「番長、これでは敵艦隊にダメージを与あたえられません！」

　とハイフェッツ参さん謀ぼう少しよう佐さ。

「いいんだよ」

　と、カツヤ。

「むしろ、外れた方がいいんだ。こっちの手て際ぎわが、それだけ際立つ！」

「何をするつもりだ、カツヤくん!?」

　とシゲチヨ。

「まさか、錯さく乱らんしたのではあるまいな」

「義に兄いさん、僕ぼく、本気ですよ」

　と、真っ直すぐシゲチヨの心を貫つらぬくカツヤの瞳ひとみ。

「僕を信じてください」

「……わかった」

　頷くシゲチヨ。

「信じよう。君の血管の中に流れる、タイラー家の血を──」

「なるほど……」

　全ぜん艦かん隊たいの中でケンだけには、カツヤの作戦の全ぜん貌ぼうが見えていた。

「さすがはカツヤだ……。僕のもたらした情報を、すぐさま作戦に活いかせるとは……。宇宙軍も遠回りながら、ようやく逸いつ材ざいを得たな……」

「発射！」

　と、カツヤは叫さけんだ。

「くたばれ、ブラック・セラフィム!!」




　四百隻せきをやや割った惑わく星せい連合宇宙軍は、残る全エネルギーをビームに換かえ、一いつ斉せいに発射した。

　青い閃せん光こうが、迸ほとばしる。

　その閃光は、光の柱となってブラック・セラフィム船団の前方を過よぎった。

　単に過っただけ、見事なまでにそれだけである。

　展開平面に対し鉛えん直ちよく方向から──つまり真上から──直下に向かって伸のびる閃光の柱。それをまともに見せつけられたブラック・セラフィムに、劇的な衝しよう撃げきが走った。















　カツヤの作戦は、実に単純明快だった。

　彼らに、幼児の悪夢を再現してみせてやったのである。

　リガの惨さん劇げきの──。




「ああ、あっ……あう……」

　閃光をまともに見て、カイは茫ぼう然ぜんとなった。

「あああ……！」

　記き憶おくが甦よみがえり、意識は一気にその当時にまで退行した。

「ひかり……かじ……こわいよ！」

　それは、カーツ・ウェクサーも、船団のほとんどの船長クラスの幹部にとっても同じだった。

「パパ……ママ……」

　一瞬にして家族を、友を呑のんだ忌いま々いましい悪夢が、鮮せん烈れつに甦り、現実と記憶との間はざまにある垣かき根ねを、いとも簡単に取っ払ぱらってしまった。

「うえ─────ん!!」

　突とつ然ぜん、火の付いたように泣き叫さけび、頭を抱かかえて蹲うずくまる船長たちに、惑わく星せいリガの出身ではない下級幹部や一いつ般ぱん兵士たちは狼ろう狽ばいした。混乱は混乱を産うみ、恐きよう慌こうは恐慌を増ぞう幅ふくさせた。

「わ─────ッ!!」

　突然、ただ闇やみ雲くもに発はつ砲ぽうを始めた指揮官がいた。

　それは同時多発的に、船団の至いたる処ところで起こった。

　恐おそるべき同士討うちが始まり、それはまたたく間に広がった。

　衝しよう突とつする艦ふね、味方の砲火に貫つらぬかれる艦──。

　地じ獄ごくだった。

　リガの惨さん劇げきが、本当にそこに再現してしまったのである。

　恐きよう怖ふに駆かられた指揮官たちは、ただただ砲ほう撃げきを命じる。

　それを制そうとして、指揮官に拳けん銃じゆうで撃うたれる部下──。

　あるいは逆に、部下たちに寄ってたかって撲ぼく殺さつされる指揮官。

　その間にも、同士討ちの輪は拡大している。もう、誰にも止められない。

「ありゃりゃ……」

　と、その光景を見て、カツヤはむしろ狼狽した。

　これは明らかに、彼の『誤算』であった。

「単に連中の戦せん闘とう力りよくを奪うばえば、それでよかったんだがな……」

「毒が強きよう烈れつ過ぎたようですね」

　とハイフェッツ少しよう佐さ。

「もう誰にも、我々にも止められませんよ」

「奴やつらの悪夢を、甘あまく見ていた」

　と、悲痛な面おも持もちでケン。

「それほど恐おそろしい、経験だったなんてなあ……。気の毒に……」

　初めて、彼らに同情した。心の底から──。

　全ぜん滅めつまでに、十分とかからなかった。

　混乱と炎ほのおの中で、司令官カーツ・ウェクサーは悶もん死しした。彼の体はその直後に、艦ごと火か葬そうに処された。

　三巨きよ頭とうの一角が、崩くずれたのである。

　ブラック・セラフィムにしてみれば創設以来、未み曾ぞ有うの決定的大打撃であった。




「おのれ……カツヤめ。よくも……」

　と、独り脱だつ出しゆつカプセルの中で、カイ・マサヒコは呟つぶやく。頰ほおに火傷やけどを負い、右腕うでには感覚がなかった。脱出する時に誰がカプセルに乗るかで兵士たちと揉もみ合いになり、右肩かたを撃たれたのである。

「絶対に赦ゆるさんぞ……。俺たちの心を、あの悪夢を、弄もてあそびやがって……」

　泣いていた。

「畜生……ちくしょう……。殺してやる！」

　千二百隻せきの船団で、彼だけが生き残った。

「とはいえもう、ブラック・セラフィムには戻もどれんな……」

　戻っても、今度こそ処しよ刑けいされるだけだろう。

「マリアに選ばれる権利も、喪うしなってしまったか……。それもこれも、全すべてはカツヤ・タイラー、おまえのせいだ……。さて、これからどうするか……」

　今はただ、脱出カプセルの流れるままに身を委ゆだねるしかなかった。

「星空か……」

　と、彼は呟つぶやく。窓ガラスには自分の顔も映っている。頰の火傷は、おそらくもう消えまい。しかしそれによって、自分の価値は些いささかも減じはしない。

　何もかも失って、かえって自分に対する自信がふつふつと芽生えるのを感じた。

「久々に生の星座を見た……綺き麗れいだな……。やり直せるぞ、一から、いや、ゼロからだ……」

　少年の瞳ひとみで、カイは呟いた。




「やりすぎた……」

　と、カツヤは萎しおれていた。

「シオシオのパーだ……」

　窓に凭もたれかかり、やはり星空を見ている。視界の中に、肥大した赤色巨きよ星せいが見えた。主系列星から大きく外れた末期のその恒ほ星しは、イオタ‐１と呼ばれている。

「俺はとんでもねえことをしちまった……。あそこまでやる必要があったのだろうか……？」

「君はよくやった」

　と、その肩かたに手を置き、シゲチヨが言った。

「誰もあれ以上は望めまい。ああならなかったら、我々の方が全ぜん滅めつしていた……」

「でも義に兄いさん……」

　振ふり向くカツヤ。涙なみだを浮うかべていた。

「僕は──」

「カツヤくん……」

　この義ぎ弟ていの涙を、シゲチヨはもしかすると初めて見る。ごくごく幼い時を除けば確かにそうだ。

「仕方がない。戦いくさに死は付き物だ。君を責められる者はいないよ。何と言っても相手はあの、ブラック・セラフィムなのだ。世論は君を非難すまい。それどころか──」

「関係ないですよ」

　と、カツヤは言った。

「命に……」

「しかしね……」

「むしろ、そういう風潮の尻しり馬うまに乗って自分を正当化するなんて、いちばんみっともないですよ……。俺はそういうの、許せない……」

「そうかも知れないね。でもね、番長……。それにしても君はよくやった。君は戦の天才だ。咄とつ嗟さによく、あれだけの作戦を思い付き、実行した。あれは誰にも真ま似ねできない。私は正直、君が羨うらやましい……」

「もっとはっきり言ったらどうですか？」

　カツヤは涙を拭ぬぐった。

「『君は末すえ恐おそろしい』って……」

「君は末恐ろしい」

　と、シゲチヨ。

「だが、同時に安心した。彼らのために、泣けるんだからな……」

「あいつらのためになんぞ、泣いてるんじゃないですよ」

　とカツヤは言った。

「ただ、あの赤色巨きよ星せいを見ているうちに、自然と涙がこぼれてきたんですよ。この番長カツヤ・タイラー、戦争は滅めつ法ぽう強い戦いくさの天才だが、夕焼けみたいな赤色巨星を見ていると、ちょっぴりおセンチな気分になってくるんだ」

「おセンチ……？」

　死語である。

「わかった」

　微笑ほほえんで頷うなずく、シゲチヨ。

「今日から君のことを、敬意を込こめて『赤色巨星番長』と呼んであげよう」




「うう……ああ」

　ベッドの上で起き上がったエドが、両手両足を伸のばす。

「ようやく目が覚めた？」

　とシン・カトリ。

「まったく……一週間も寝ねっ放しだもんなあ……。その間に宇宙は激変してるってのに……。こっちも匿かくまい続けるのにひと苦労だ」

　そう言って、苦く笑しようする。

「キヨシくんも、カイくんも死んでしまったのに、なんで君みたいなのが生き残っているんだろう？　神様は不公平だよ……。あ、ヤーヴェは公明正大にして全能なり！　ヤーヴェと神様は別……」

　そう言って、目め頭がしらを押おさえるシン。まして神ならぬ身の彼が、カイの無事を知る由よしもない。

「おかゆでも食べる、エドさん？」

「エド？」

　と、半身を起こしたエドは、きょとんとしている。髭ひげも髪かみも、伸び放題。

「それだれ？」

「え──!?」

　ちょっとびっくりする、シン。

「誰って……君のことに決まってるじゃないか！」

「エド……ぼくエド？」

　それからじっと、シンの顔を見て、

「きみ、だれ？」

　と言った。

「ここ……」

　それから、自分の格好や、小さな部屋の中を見回す。

「どこ？」

「あちゃ～!?」

　顔を押さえる、シン・カトリ。

「重じゆう症しようの記き憶おく喪そう失しつだ……。無理もない、落ちた時に頭を強く打ったみたいだしね」

「ねえ、おしえて」

　と、自分を指差すエドであった。その表情は、ある種天使のようだった。

「ぼく、だれ？」

　平仮名でしか、喋しやべれなくなっている。

「そうか……よし！」

　シンの中に、一種残ざん酷こくな決意が芽生えた。

『もとを正せばこいつのせいで、キヨシくんもカイくんも、死んだんだ……』

威い張ばった様子で、彼はエドに言った。

「おまえは、エド」

「エド……」

「俺は、シン……シンさまだ！」

「シン……さま？」

「そう。シンさま！　おまえは、俺の乾こ分ぶん」

「こぶん……」

「俺の言うこと、何でも聞くんだぞ。絶対服従だ。いいな」

「うん……」

「逆らったら、飯抜きだぞ」

「めし……ぬき……」

　その時になってエドは、ようやく猛もう烈れつな空腹を覚えたらしい。

「ごはん……」

　と、自分の口を指差す。

「ごはん……たべるの……」

「よし。食いたけりゃ、まず俺にお願いしな」

　とシン。こいつは面おも白しろいやと思い始めていた。

「なんたって俺は、おまえの命の恩人なの。恩人。わかる？」

「シン……さま。おねがい……ごはん」

「わかったよ」

　粥かゆの入った鍋なべを渡わたす。直接鍋から食べようとして、

「あつい……」

　と唇くちびるに火傷やけどするエド。

「なんだかなあ……」

　シンは何やら哀かなしくなってしまった。

「これがあの、エドだって言うんだから……。カイくんが見たら、泣くよ……」

「おいしい……」

　微笑ほほえむ。

「わかったよ」

　と、頷うなずくシン。

「おまえのことはずっと、俺が……いや、僕が、面めん倒どう看みてあげるよ。大だい丈じよう夫ぶだ」

「シンさま……ありがとう……」

「くくっ……」

　シンはエドに背中を向け、さめざめと泣き始めた。




「ドミニオン・シン・カトリだがな」

　と、奇き妙みような噂うわさが幹部たちの間で流れ始めた。

「奴やつは何か、奇妙な生き物を部屋で飼っているようだ」

「生き物？」

「それが、どうも、犬より大きいらしい。彼が部屋に運び込んでいる食しよく糧りようの量から推おして測るに、食欲は熊くま並みだ」

「まさか本物の熊じゃないだろうな」

「しかし、怪あやしい……」

　その噂は、高級幹部たちの知るところとなった。

　シン・カトリも微び妙みように、その気配を察した。




「さあ、これを着るんだよ」

　と、ダブダブの、麻あさ袋ぶくろのような服を与あたえて言う。

「これ……きる？」

　きょとんとして、シンを見るエド。信しん頼らい感かんに溢あふれている。

「ああ、着るんだ。もうここでおまえを、飼えなくなった。悪いが、あとは自分で勝手になんとかしろ！」

「なんとか……する」

「ったく……。犬でも三日飼えば情が移るって言うけど、本当だな。なんだか寂さびしいよ」

　人ひと気けがないのを窺うかがって、着き替がえたエドをこっそりと、廊ろう下かに出す。

「なんでこんな夜よ逃にげみたいな真ま似ねをしなきゃいけないんだろうね。何も悪いこと、した訳じゃなし……」

「わるいこと……してない」

　とエド。

「そうだろうさ。さ、早く来い！」

　ところが悪いことに、三歩も歩かないうちに呼び止められてしまった。

「ドミニオン・シン・カトリ……」

　ぎくっとなって振ふり向く。

「随ずい分ぶんと遅おそい外出ね」

「マリア……」

　マチコだった。咄とつ嗟さに跪ひざまずくシン。

　本当は、まだ口をきける階級ステージではない。

「これは──。このような下級幹部の居住ブロックになど……」

　その横で、きょとんと突つっ立っているエド。

「ば、馬ば鹿か！」

　慌あわててエドの頭を押おさえ付ける。

「おまえもお辞じ儀ぎするんだよ！」

「いいのです」

　とマリアは言った。

「これが噂うわさの、ペットくんですね」

「は、はい……」

　とシン。

「育ち過ぎたので、捨てに行くところです」

「それがよいでしょう」

　微笑ほほえむ。

「ちょっと、見せてください」

「は、はい……」

　シンに異存のあろうはずがない。

「エド……」

　と、マリアはマチコに戻もどって言った。

「可哀かわいそうに……。あたしよ、マチコよ。わかる？」

「マチコ……」

　焦しよう点てんの定まらなかったエドの瞳ひとみに、輝かがやく黒目が戻った。

「生きて……」

「はい」

　頷うなずくエド。

「生きます……マリア……」

「こっちに、脱だつ出しゆつ艇ていを用意させています」

　と通路を指差し、マリアは言った。

「逃にがしておあげ」

「御ぎよ意い……」

　頷くシン・カトリ。

「さ、来るんだよ。この果報者め！」

　エドの手を引っ張る。

「痛いよ」

　とエド。

「もうちょっと優やさしくしてくれ。シン……」

「うるさい！　え!?」

　はっとするシン。

「おまえ、漢字で喋しやべれるようになったのか……。よかったな」

「まだ記き憶おくは、戻らない……」

　と、頭を抱かかえた。

「俺は誰なんだ？　それと、あのマリアという女ひ性と……誰なんだ。ひどく懐なつかしい感じがするんだが……」

「ンなこた自分で思い出せ！」

　と、シン。

「どうせ時間はたっぷりあるよ！」

　ドックには一隻せきの小こ型がた艇ていが係けい留りゆうしてあった。

「操縦できるな」

　と、エドをコックピットに押おし込める。

「たぶん……」

　まだ頭の芯しんが、ズキズキする。

「頭の中で、カブトムシが歩いてる……」

「じゃあな。達者でいろよ！」

　自動操縦にして、ハッチを閉めた。

「あばよ！　エド……」

　カタパルトのスイッチを入れる。小型艇は猛もう烈れつな勢いで離り陸りくし、重力の束そく縛ばくをも脱だつした。行くあてはない。運がよければどこかの惑わく星せいにでも辿たどり着けるだろう。

「なんか……寂さびしいな……」

　と、煙けむりの尾おを見送りながら、シンは呟つぶやいた。

「もう少し俺の乾こ分ぶんで、いて欲ほしかったよ」




「あれ？」

　と、独りになったコックピットで、もぞもぞしていたエドは、ポケットの中の異物に気付いた。手にしてみると、鎖くさりの感かん触しよくである。

「これは……」

　あのペンダントだった。どうやらマリアが別れ際ぎわに、こっそりと忍しのばせてくれたらしい。経けい緯いはともかく、元の持主に返った訳だ。

「マチコ……」

　何な故ぜかその名が浮うかんだ。ひどく懐なつかしいのである。

「マチコ……。う～ん、歩いてる。頭ン中、カブトムシ歩いてるぞ～っ！」

　伸のび放題の髪かみを、搔かき毟むしる。

「俺は……誰だ!?　これから何ど処こへ──？」

　誰も知る訳がない。




「エド……」

　と、夜空を見上げながら、マチコは呟つぶやいた。

「きっと、迎むかえに来てね。あたし待ってる。信じて待ってるわ。十三年間も捜さがしてくれたんだもの。きっとまた、来てくれるわよね……。きっと……」

『きっと』

　おそらくそれは、宇宙でいちばん残ざん酷こくな言葉であろう。少なくとも、この二人にとっては──。






















断章　仕事ありますか









　惑わく星せいゴロンボ──。

　銀河中の物資という物資が集まる、中ちゆう継けい惑星である。宇宙の波止場街としてつとに有名だが、カジノ、競輪、競馬、競きよう艇てい、さらにはカニドロム（競犬）と、ありとあらゆる種類の公営ギャンブルで潤うるおう惑星としても有名だった。一夜にして運を摑つかむ者、あるいは逆に全財産をする者、さらには再びそれを取り戻もどす者といったドラマで、日夜活気に溢あふれている。

　かのジャスティ・ウエキ・タイラーが、かつて惑星連合宇宙軍を勝手に辞やめた一時期、妻子と共に潜せん伏ぷくしていた惑星としても、つとに有名であった。

　そんな、惑星ゴロンボの宇宙港に隣りん接せつする、ハローワークでのひとコマ──。

「よっ、シゲさん」

　と、中年の男が顔を出す。

「やっ、ジンさんかい」

　とハローワーク職員のシゲさんことシゲオ・マツイは笑え顔がおでジンさんこと港こう湾わん作業員の元もと締じめジン・タケナカ社長にいつもの挨あい拶さつ。

「ジンさんとこ、年越こせそう？」

「いいや」

　と、渋じゆう面めんのジンさん。

「相変わらずの不ふ況きようでねえ……。社員に配る餅もち代だいもないよ。それに、若い奴やつは３Ｋ職場を嫌いやがりやがるしなあ……。まだしも犬レースに賭かけたくもなるよ」

「それで負け続けなんだから、世話はない……」

　苦く笑しようするシゲさん。

「でもジンさんとこ、こないだいい若い衆、入ったじゃない」

「エドのことかい？」

「ああ、よく働くって、この辺りじゃ有名だよ」

「そうなんだ」

　といくらか微笑ほほえむジンさんである。

「ありゃ、拾い物だったねえ……」

「本当に拾ったんだろ」

「ああ。ぶっ壊こわれた宇う宙ちゆう艇ていの中でもがいてたのを、ウチの社員が拾ってねえ……。なんか記き憶おく喪そう失しつで、自分の名前もエドっていうだけしか思い出せねえんだが、使ってみたら荷もよく担かつぐし、物覚えもよくて重力クレーンの作業もこなせるようになってなあ……。今、うちに住込みで働いてるよ」

「そいつは大事にしてやりなよ」

　とシゲさん。

「案外、そいつは大物かもよ。ほら、今や伝説となったタイラー大統領みたく……」

　まさかその孫であろうとは、夢にも思わない。

「ま、今や家族同様さ。それにどうやらメグミの奴やつが、エドに惚ほれちまってねえ……」

「メグミちゃんが？」

「ああ。一いつ緒しよに暮らすうち、情が移っちまったんだろう」

「で、おまえとしちゃどうなんだ？」

「俺おれとしちゃ、所帯を持たせてやってもいいと思ってる」

「でも、素す性じようが知れねえんだろ？」

「構うもんか」

　とジンさんは言った。

「どこも後こう継けい者しや不足なんだ。後を継ついでくれるなら御おんの字よ。それに、元を正せば俺だって風ふう来らい坊ぼう、今の家に転がり込んで、会社をここまで育てたのよ……」

「あんたのカミさんの、親父おやじさんが始めた会社だよな」

「ああ。それにしてもメグミの奴、だんだんと若い頃ころの女によう房ぼうや、その母親に似てきやがる」

「ああ、死んだノゾミばあさんね」

　と、回想するシゲさん。

「ノゾミばあさんも若い頃は、このゴロンボで有名な美人だったそうだ。なんでもドッグレースの券の売り子で……。メグミちゃんはそのノゾミばあさんの若い頃に瓜うり二つだそうだよ」

「エドの野や郎ろうも、俺ほどじゃねえがハンサムでよ……」

「言ってなさい……」

「ああいうのをあと二、三人も拾えりゃ、会社も安あん泰たいなんだが……」

「そんなに都合よく何ど処こにでも、転がってるもんかい」

「すみません……」

　そこに一人の若者が、フラッと現れた。

「仕事、ありませんか？」

　窶やつれ果てた感じで身み形なりもみすぼらしいが、よく見るとハンサムなところもある。

「何でもやります……」

　若者の頰ほおには、醜みにくい火傷やけどの跡あとがあった。

「いいよ、ウチは誰だれでも雇やとうよ」

　渡わたりに船と、ジンさんはタケナカ社長の表情に戻もどって言った。

「ちょうど年末の荷に揚あげ時、搔かき入れ時でね。こっちとしては猫ねこの手も借りたい。見たとこ、ガタイもいい……」

　そう言って、若者の両肩かたを摑つかんだ。

「うん……。いい筋肉だ。スポーツか何かやってたの、あんた？」

「ええ……まあ……」

　曖あい昧まいに言葉を濁にごす。

「いいよ。ウチは経歴は不問だ。真ま面じ目めに働いてくれりゃボーナスも弾はずむよ。ただ、あんた、ブラック・セラフィムじゃないだろうね？　ブラック・セラフィムだけは、御ご免めんだなあ……」

「まさか──」















　と、カイ・マサヒコは大おお袈げ裟さに肩を竦すくめてみせた。

「あんな物ぶつ騒そうな連中……。僕ぼくなんか近付くだけで、命がないですよ……」

「ははは、そうだな。悪かった。さっそく今日からでも働いてくれ！」

　そう言ってタケナカ社長は、カイの背中をポンと叩たたいたのであった。





『天使・失格』完
















あとがき









　今世紀末の日本社会が、後世責められることがあるとしたら、次の二点からだろう。

　ひとつは、人間は全すべて平等だという理念を敷ふ衍えんし過ぎて、人間が本来持っているはずの資質の差まで認めないという教育が産んだ数々の弊へい害がいである。かけっこ横並びゴールくらいならまだ笑って許せたが、代案なきまま偏差値廃はい止しというのはどういうことか？　偏差値に振ふり回され続けた我々の世代に向かって、

「すみません。あれは全部間ま違ちがいでした」

　と笑って言えるのか、彼らは。

　偏差値教育＝軍国主義、個性礼らい讃さん＝アメリカ民主主義万ばん歳ざい、落ちこぼれ＝非国民と置き換かえて考えるとわかり易やすい。この国では、つい昨日まで幅はばを利きかせていた価値観が、最も『悪』なのだ。逆に言えば、誰だれもよいとは思っていないことが、重圧を伴ともなった社会通念なのである。そこからドロップアウトしようとする者に対し、凄すさまじいまでのプレッシャーをかけてくる。

　もうひとつは、レアな形での『死』というものを完かん璧ぺきなまでに隠いん蔽ぺいしてしまったこと。こちらはより罪が重い。

　実際、東京に暮らしていると、あれだけ大勢いる人間が、百年後にはほぼ全員鬼き籍せきに入っているとは信じられない。毎日数千単位で死んでいるはずなのに、葬そう儀ぎというものをほとんど見ない。たまにブラウン管に写るのはレアな死ではなく、死の加工品に過ぎない。日本人というのは、チーズのように（日本人が好んで食べるプロセスチーズ、あれはチーズではありません。本当のチーズはもっと強きよう烈れつな臭においがある。本来のチーズとプロセスチーズとでは魚肉とカマボコくらい差がある）死までも自分たちの嗜し好こうに合わせて加工してしまったのである。

　死はできれば誰も見たくないものだ。直視したくない。だからと言って避さけて通ることはできないし、直視する機会がないと、人間は本当に『生きる』ことができない。

　もし、死という『臭くさい物』に蓋ふたをするだけでよいというのなら、日本人は戦後五十年かけて、ほぼ完璧なまでにその目的を達成した、おそらく史上初の民族ということになるのだろう。

　その結果日本人は、死というものの実態をほとんど知ることなく成人する。

　それらのことへの配はい慮りよを怠おこたった反省が、奇きしくも戦後五十年目に猛もう烈れつな竹しつ篦ぺ返がえしとなって噴ふん出しゆつする。これは偶ぐう然ぜんでもなんでもなくて、天の意志と言っていい（僕は死後の世界は信じていないが、『天』という名の神は信じる）。

　阪はん神しん大だい震しん災さいは、今までのテレビ報道のマニュアルでは到とう底てい加工できない（処理能力を遥はるかに上回る）大量のレアな死を茶の間（死語）にもたらした。あれで、人間はいつ死んでも不思議ではない。何も悪いことをしなくてもある日突とつ然ぜん死ぬということに、日本人が気付いたのは──犠ぎ牲せい者しや、被ひ災さい者しやの方々には申し訳ないけれども──いいことだと思う。そう、人間は『死』ですら平等ではないのだ。運不運の差はとてつもなく大きい。見えない神の手で、ドッジボールをしているようなもんだ。ボールに当たってしまった人間を、誰が間ま抜ぬけと笑えようか。

　もうひとつ、オウムの無差別テロは、やはり『死』を本気で考えなかった日本人への天てん罰ばつだ。

　オウムの信者もそうだが、最近頻ひん発ぱつする自殺事件。あれらを検証していくと、彼らは一様に漠ばく然ぜんとではあるが『死後の世界』『来世』を信じているらしいことがわかり、僕は愕がく然ぜんとしてしまった。

　僕は、小さい頃ころから両親、祖父母、親しん戚せき一同に、

「死んだら何もなくなる。無になる」

　とインプットされ続けて育てられた。そして骨の髄ずいまでそう信じるに至いたった。

　だから死ぬのが凄すごく怖こわい。今でも怖い。死ぬ直前まで怖い。おそらく自分が死ぬ直前には、恐おそるべき現実逃とう避ひを始めるのではないか。だから、みっともないから誰も見ていない所で、ひっそりと、しかしじたばた見苦しく死んでいきたいと思っている。

　到とう底てい、死を美化することも納なつ得とくして容よう認にんすることもできない。まして悟さとりなんて、絶対にできない。

　その代わり、今を精せい一いつ杯ぱい生きる。その方が実利的だと思う。

　僕の作品に『前世』『来世』がしばしば登場するのは矛む盾じゆんすると言われそうだが、あれは言ってみれば、

「あったらいいなあ……」

　というはかない願望なのである。

　同じ理由でＵＦＯを信じないが、宇宙人をよく登場させる。

　まったく信じていないからこそ、願望的に『来世』や『宇宙人』を登場させる。

　このスタンスは、わかって欲ほしいと思う。

　しかし、それを額面通りに受け取る人が多いのには、正直閉口する。

「私の前世は、誰ですか？」

　というファンレターを貰もらったりもする。

「ねえよ、そんなモン」

　と言うしかない。

「自分の存在理由くらい、自分で解決しな。お手軽に頼たよるな」

　と言いたい。お手軽に走ると、オウムになる。

　オウムは、この日本人の持つ歪ゆがみが、溜たまりにたまって一気に噴ふん火かしたものだ。言わば、戦後日本人の死を直視しない姿勢というものが、マントル対流となって起きた大だい地じ震しんのようなものだ。

　自殺中学生とオウム信者を一いつ緒しよにすると怒おこられそうだが、来世を信じているという点で、彼らは同じ過あやまちを犯おかしている。

「今こん生じようで失敗した。でもま、来世でやり直せばいいっか」

　と思っている。結構本気でだ。迷めい惑わく千せん万ばんである。

　死を、リセットボタンだくらいに思っている。だから他人のリセットボタンも、自分のと同じように平気で押おしてくれる。

　こういう思想を放置した、死を口当たりよく加工し続けた、戦後教育とマスコミの罪は大きい。

『凡ぼん夫ぷ』というのは要するに、死んだらそれっきり、来世も前世も信じない人のことだと、僕は解かい釈しやくする。僕も凡夫、あなたも凡婦。それでいい。悟さとらなくていい。一緒に仲良く、「死ぬの怖こわいよ～」とわめきながらくたばりましょう。それさえ覚かく悟ごしておけば、あとは気楽なものです。死んだら無。その代わり『凡夫』は絶対に、地じ獄ごくに墜おちたりはしないよ。たぶん……。

　そもそも『来世』と『不平等』というのは抱だき合わせ、お互たがいに補完し合う存在であったはずだ。

　現世でこんなに苦しくかつ不平等なのだから、『来世』というものがあることにして、死んでも来世で報むくわれて結局トントン……ということにしましょうねという『お約束』が宗教です。

　みんながその『お約束』を信じて、信じたまま死んでいるうちは『救われて』よかったが、テクノロジーや経済の進歩が、現世を改良してしまい、不平等の格差はどんどん小さくなる。現世でも充じゆう分ぶんな快楽や生きる意義が実現してしまう。すると一体、それが全部チャラになってしまう『死』ってなに？　納なつ得とくできない……というのが、今の社会。

『生』がようやく、一いつ般ぱん市民レベルで輝かがやかしい存在になったものだから、相対的に『死』のレベルが下がったのだ。

　死は忌いむべき存在になった。

　昔の人は、死をそんなに恐おそれなかった。生きるだけで精せい一いつ杯ぱいだったからだ。むしろ『救い』だった。死を恐れたのはほんの一部の、金持ちだけ。生きるゆとりが生じて、今が楽しいから、その楽しさを断ち切る『死』が怖い。衣食足りてようやく死ぬのが嫌いやになったのである。それは釈しや迦かを見ればわかる。彼は王子だった。

　今の時代は、ほぼ例外なく当時の王子王女以上の生を享きよう受じゆしている。死ぬのが怖くて当然でしょう。

　だけど、もう後あと戻もどりはできない。後戻りしようとすると、オウムのサマナのレベルの暮らしを要求される。そんなの嫌で当然だ。

　楽しく生きりゃいいのである。ただいつか死によってチャラになることだけ、忘れなければよいのである。

　そりゃ、死ぬのは怖こわい。

　でも、死ぬのが怖いということは、来世が信じられないのは要するに、今現在よりもいい状じよう況きようというのが思い付かないからであって、要するに幸せなのである。

　物欲にまみれた心が、お花畑と天使くらいで満足するとは到とう底てい思えない。

　よく、冗じよう談だんで自分にとっての『天国』を想定してみる。

　僕の『天国』には見み渡わたす限りの一本道が果てしなく続いている。

　道の右側は、永遠に続くカメラ屋──。

　左側は同じく永遠に続く古本屋。

　僕の手には限度額なしのクレジットカード（じゃない、要するに好きなだけ買って支し払はらい免めん除じよというカード）……というのが、僕の『天国』。

　そういう天国へ行かせてくれる宗教なら、即そく入信しますけどね。

　冗談はさておき、僕にとっての『宗教』の代用品は『偶ぐう然ぜん』である。

　僕が、今ここにいて、現世の幸福をそれなりに享受しているという『偶然』。

　地球が誕生し、生命が芽生え、ここにこうして僕が存在するまでに、いくつの偶然が重なっているか？

　僕だって、元を正せば熾し烈れつな卵らん子し争そう奪だつ戦せんに勝利した精子のひとつなのだ。

　もう、充じゆう分ぶんすぎるくらい幸福、幸運、強運！

　しかも、結構な時代の、いちおうトップクラスに豊かな国に産まれ、好きな仕事でそこそこ潤うるおっている。

　だからもう、いつ死んでもいいとは言わないが、いつか死ぬのも仕方ないだろう。

　あとはもう、力の限り生き続けるだけである。

　くどいようだが、死んだら『無』である。死ぬのが怖こわいのがフツー。間ま違ちがっても死ぬのが怖くないという人を信じないことだ。世の中、そんなにうまい『死』は転がってませんって、いや、マジで──。




　最後にちょこっとだけ、次巻の予告。

　エドの本当の受難と運命的すれ違いは、次巻から始まる。

　本当に面おも白しろくなってくるのも、次の巻からである。ようやく、僕の考えていたスタートラインへのお膳ぜん立たてが整ったという状じよう況きよう。

　今までつまらない話を我が慢まんして読んでくださった忍にん耐たい力りよくと優やさしさに溢あふれる読者の皆みなさん、ありがとう！

　これが読めただけでも産まれてきた価値はあったな……と言えるような物語を書きます。僕もこれが書けたんなら幸せだという物語にします。

　だから、来世なんか気にせず、プワ～ッと生きましょうね。





平成七年　師走　　　　　　　

作者　　
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